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江
戸
時
代
以
前
の
医
学

石
川
県
は
古
く
越
前
国
に
属
し
た
が
、
大
和
政
権
の
大
陸
政
策
と
東
北
経
営
の
必
要
と
か
ら
八
世
紀
は
じ
め
の
養
老
二
年
(
七
一
八
)
に
先

づ
能
登
国
が
分
離
独
立
し
、
加
賀
国
は
は
る
か
に
遅
れ
て
九
世
紀
に
入
っ
た
弘
仁
十
四
年
(
八
一
一
一
一
一
〉
に
や
っ
と
越
前
国
か
ら
独
立
し
た
。

上
古
の
能
登
で
は
福
浦
に
南
海
の
使
者
の
た
め
に
客
館
が
設
け
ら
れ
、
ま
た
大
陸
か
ら
の
漂
民
の
定
着
も
多
か
っ
た
の
で
、

「
鳳
至
の
孫
」
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説
話
の
犀
角
の
よ
う
に
医
薬
品
の
密
輸
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
承
和
元
年
か
ら
三
年
迄
や
貞
観
六
年
な
ど
に
加
賀
能
登
に
疫
病
が
流
行
し
た



際
に
は
、
両
国
に
豊
富
な
薬
草
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
と
思
わ
れ
、
叉
正
倉
院
に
現
存
の
「
越
前
国
江
沼
郡
山
背
郷
計
帳
」

(
天
平
十
二
年
)
に
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は
加
賀
の
男
女
の
灸
あ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

中
世
で
は
僧
医
又
は
寺
院
の
売
薬
が
か
な
り
広
く
行
な
わ
れ
、
特
に
養
老
元
年
泰
澄
に
よ
り
聞
か
れ
た
石
動
山
天
平
寺
で
は
、
諸
国
勧
進
に

「
大
同
類
褒
考
」
所
収
と
い
う
「
伊
須
流
岐
の
一
本
薬
」
を
携
え
た
が
、
こ
れ
は
「
い
す
ぎ
る
の
僧
正
廻
り
」
と
し
て
連
綿
と
伝
え
ら
れ
て
近

年
ま
で
加
減
四
除
湯

・
五
霊
菅
な
ど
と
し
て
販
売
さ
れ
て
い
る
(
「能
登
石
動
山
」
に
よ
る
)
。

そ
の
ほ
か
天
台
寺
院
の
「
混
元
丹
」
(
医
王
山
)
、
浄
土
真
宗
の
「
赤
玉
丸
」
(
顕
如
上
人
直
伝
)
、
禅
宗
の
「
隠
元
酒
」
(
順
気
御
薬
酒
〉
等

が
知
ら
れ
て
い
る
。

一
方
能
登
の
守
護
畠
山
氏
の
臣
神
保
氏
は
金
創
医
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
天
文
年
間
畠
山
義
総
は
京
か
ら
禁
裡
医
竹
固
定
珪
を
能
登
に
招
い

た
の
で
そ
の
家
方
「
牛
黄
門
」
が
ひ
ろ
ま
り
、

更
に
畠
山
義
綱
は
永
禄
十
一
年
曲
直
瀬
道
三
か
ら
医
道
の
伝
授
を
受
け
て
い
る
(
宮
本
義
己
氏

に
よ
る〉。

( 2 ) 

ニ
、
江
戸
時
代
の
医
学

天
正
二
年
(
一
五
七
四
)
朝
倉
の
遺
臣
江
間
竹
林
坊
を
前
田
氏
最
初
の
藩
医
に
迎
え
た
が
、
文
禄
四
年
(
一
五
九
五
)
宇
喜
多
秀
家
に
嫁
し

京
阪
の
医
学
の
移
入
と
南
蛮
医
学

た
娘
豪
姫
の
奇
疾
を
曲
直
瀬
正
琳
が
治
し
て
以
来
曲
直
瀬
氏
を
終
始
扶
持
し
、
屡
々
そ
の
来
診
を
乞
う
て
い
る
。
更
に
そ
の
後
も
山
科
長
安
、

大
石
玄
哲
、
南
保
玄
達
な
ど
主
と
し
て
京
阪
の
名
医
を
次
々
に
藩
医
に
招
い
た
の
で
、
大
聖
寺
藩
医
斉
藤
玄
碩
な
ど
の
よ
う
に
京
に
上
っ
て
曲

直
瀬
氏
又
は
そ
の
学
派
に
学
ぶ
者
が
多
か
っ
た
。

一
方
慶
長
十
六
年
(
一
六
一
一
〉
幕
医
坂
浄
珍
と
曽
谷
寿
仙
が
来
診
し
、
寛
永
十
七
年
三
六
四

O
〉
に
は
野
間
玄
琢
が
金
沢
へ
派
せ
ら
れ

る
な
ど
幕
医
の
来
診
も
頻
繁
に
な
っ
た
が
、
そ
の
後
は
江
戸
屋
敷
へ
の
影
響
に
と
ど
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。



こ
れ
よ
り
さ
き
天
正
十
六
年
高
山
右
近
が
前
田
氏
に
仕
え
て
金
沢
と
能
登
二
ケ
所
と
に
聖
堂
(
南
蛮
寺
)
を
建
立
し
、
慶
長
八
年
三
六

O

一
二
〉
以
降
神
父
も
滞
在
し
た
の
で
、
恐
ら
く
南
蛮
医
学
が
行
わ
れ
た
事
と
思
わ
れ
る
が
全
く
そ
の
記
録
を
失
っ
て
い
る
。
尚
右
近
の
子
孫
は
世

々
医
を
業
と
し
、
高
山
節
庵
な
ど
蘭
方
を
も
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
(
カ
ス
テ
ラ
ン
氏
に
よ
る
)
。

(2) 

本
草
学
と
非
人
小
屋
の
救
療

前
田
綱
紀
は
自
然
科
学
に
深
い
興
味
を
抱
き
、
自
ら
も
樟
脳
の
製
造
な
ど
を
志
し
た
の
で
、
県
内
の
本
草
学
は
著
し
く
発
達
し
た
。

寛
文
十
年
(
一
六
七

O
)
金
沢
へ
招
か
れ
た
向
井
元
升
は
翌
年
「
庖
厨
備
用
倭
名
本
草
」
を
編
纂
し
た
が
、
元
禄
六
年
(
一
六
九
三
)
わ
が

国
正
統
派
本
草
学
の
祖
と
い
わ
れ
る
稲
生
若
水
が
金
沢
へ
来
て
綱
紀
に
仕
え
た
。

元
禄
八
年
「
庶
物
類
纂
」

一
千
巻
を
著
す
た
め
京
へ
移
っ
た
稲
生
若
水
は
、
正
徳
五
年
(
一
七
一
五
)
業
半
ば
に
し
て
没
し
た
の
で
、
徳
川

百
十
四
巻
も
完
成
し
た
。

( 3 ) 

吉
宗
の
命
を
う
け
た
若
水
門
人
の
幕
医
丹
羽
正
伯
と
加
賀
藩
医
内
山
覚
仲
ら
が
増
補
し
て
元
文
三
年
一
千
巻
に
達
し
、
延
享
四
年
更
に
補
編
五

稲
生
若
水
の
本
草
学
は
内
山
覚
仲
、
同
覚
順
ら
に
う
け
つ
が
れ
、
ま
た
若
水
門
人
松
岡
玄
達
及
び
津
島
常
之
進
に
学
ん
だ
樫
田
玄
覚
と
そ
の

子
順
格
が
大
聖
寺
藩
の
本
草
学
を
創
始
し
た
。
更
に
松
岡
玄
達
門
人
小
野
蘭
山
か
ら
は
加
賀
の
坂
元
慎
、
能
登
の
村
松
標
左
衛
門
ら
が
出
た

が
、
奇
行
を
も
っ
て
知
ら
れ
る
津
田
随
分
斉
は
門
人
な
が
ら
蘭
山
か
ら
見
事
を
も
っ
て
遇
さ
れ
て
い
る
。

寛
文
十
年
(
一
六
七

O
)
前
回
綱
紀
は
金
沢
郊
外
笠
舞
村
に
「
非
人
小
屋
」
を
設
け
て
窮
民
を
収
容
し
た
が
、
特
に
病
人
に
は
給
付
を
厚
く

し
、
本
道
、
外
科
の
医
師
を
置
い
て
救
療
し
た
。
こ
の
と
き
収
容
者
の
中
か
ら
人
を
え
ら
ん
で
病
者
の
看
護
を
さ
せ
、
更
に
治
癒
の
上
は
生
計

の
途
を
与
え
て
退
去
せ
し
め
て
い
る
。
こ
の
非
人
小
屋
の
開
設
は
小
石
川
養
生
所
に
先
立
つ
こ
と
約
五
十
年
で
あ
る
。

こ
の
前
回
綱
紀
は
ま
た
蒐
書
を
も
っ
て
も
知
ら
れ
、
天
和
二
年
三
六
八
二
)
遠
く
和
蘭
か
ら
ド
ド
ネ
ウ
ス
の
本
草
書
を
得
て
い
る
。
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天 (3)
明
四 明
倫
堂
の
医
学
と
漢
蘭
折
衷
派

五
年
の
疫
病
大
流
行
を
み
た
前
田
重
教
は
藩
医
横
井
元
泰
ら
を
医
学
稽
古
の
指
引
に
任
じ
て
自
宅
に
て
講
習
を
行
な
わ
せ
た
が
、
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寛
政
四
年
(
一
七
九
二
)
加
賀
藩
校
「
明
倫
堂
」
の
開
設
と
共
に
同
所
に
て
医
学
教
育
も
行
な
わ
れ
る
事
に
な
っ
た
。
は
じ
め
畑
医
学
院
に
学

ん
だ
内
藤
宗
安
が
医
学
教
授
を
命
.
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
開
講
は
遅
れ
て
寛
政
八
年
小
川
玄
益
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。

明
倫
堂
の
医
学
教
育
は
月
三
回
行
な
わ
れ
、

「
傷
寒
論
」
な
ど
の
講
義
と
会
読
と
本
草
と
が
各
一
回
で
あ
っ
た
。
更
に
天
保
十
一
年
(
一
八

四

O
〉
以
後
は
従
来
町
会
所
役
人
に
よ
り
行
な
わ
れ
て
い
た
医
業
試
聞
を
明
倫
堂
医
学
指
引
が
行
な
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

加
賀
藩
老
前
回
土
佐
守
侍
医
荻
野
正
玄
の
子
の
元
凱
は
、
寛
政
四
年
金
沢
へ
来
診
し
て
三
十
人
扶
持
を
受
け
た
が
、
荻
野
元
凱
は
早
く
か
ら

蘭
学
に
接
し
て
明
和
七
年
(
一
七
七

O
)
「
刺
絡
篇
」
を
著
し
、
更
に
河
口
信
任
ら
の
解
屍
に
も
立
合
っ
た
。

一
方
寛
政
十
年
の
小
石
元
俊
ら
施
薬
院
の
解
屍
に
は
加
賀
小
松
の
梁
田
元
長
が
列
っ
て
お
り
、
津
田
随
分
斉
も
ま
た
解
制
に
習
熟
し
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
更
に
後
年
の
蘭
学
興
隆
期
も
含
め
て
石
川
県
内
で
は
明
治
ま
で
何
故
か
遂
に
一
回
の
解
剖
も
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で

( 4 ) 

あ
る
。こ

れ
よ
り
さ
き
宝
暦
元
年
山
脇
東
洋
に
師
事
し
た
能
登
鵜
川
の
多
国
周
平
を
は
じ
め
、
吉
益
、
呑
川
な
ど
古
方
派
の
門
に
学
ぶ
も
の
が
次
第

に
多
く
な
り
、
の
ち
士
口
益
北
洲
は
弘
化
二
年
金
沢
に
迎
え
ら
れ
て
藩
医
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
彼
ら
古
方
医
は
早
く
か
ら
漢
蘭
の
折
衷
を
め
.
さ
し
た
よ
う
で
、
明
和
二
年
能
登
の
坂
東
文
こ
は
大
阪
の
林
春
庵
に
蘭
方
を
学
び
、
同

四
年
に
土
山
春
道
は
大
阪
の
楢
林
氏
に
学
ん
で
い
る
。
ま
た
文
化
四
年
富
来
の
伊
藤
祐
順
は
吉
雄
氏
の
喜
義
堂
に
入
っ
た
が
、
特
に
華
岡
青
洲

へ
は
最
も
多
数
の
入
門
者
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
中
野
通
庵
、
片
山
大
安
、
森
良
斉
ら
は
塾
頭
に
な
っ
て
い
る
。

(4) 

蘭
学
の
興
隆
と
壮
猶
館

天
明
八
年
(
一
七
八
八
)
能
登
七
尾
へ
往
診
し
た
小
石
元
俊
に
は
横
川
仲
蔵
、
梁
田
養
元
ら
が
入
門
し
、
寛
政
九
年
七
尾
の
宜
山
文
沢
が
大



槻
玄
沢
に
学
ん
だ
が
、

'加
賀
藩
の
蘭
学
は
文
化
五
年
(
一
八

O
八
)
宇
田
川
玄
真
の
金
沢
へ
の
往
診
に
は
じ
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
翌
年
玄
真
の

門
人
藤
井
方
亭
が
最
初
の
蘭
方
藩
医
と
な
り
、
同
七
年
に
は
吉
田
長
淑
も
加
わ
っ
た
。
こ
の
吉
田
長
淑
は
わ
が
国
最
初
の
蘭
方
内
科
医
と
し
て

江
戸
に
開
業
し
、
多
数
の
門
人
を
養
成
し
た
。

そ
し
て
「
蒲
剛
先
生
医
方
集
要
」
の
大
高
元
哲
、

「
眼
科
新
書
附
録
」
の
松
田
東
英
、

「
泰
西
薬
名
早
引
」
の
横
井
燦
な
ど
名
を
な
す
者
が

次
第
に
多
く
な
り
、
弘
化
三
年
(
一
八
四
六
〉
坪
井
信
道
に
学
ん
だ
黒
川
良
安
が
藩
医
と
な
る
に
及
ん
で
県
内
の
蘭
学
は
著
し
く
進
展
し
た
。

こ
の
間
シ

l
ボ
ル
ト
に
師
事
し
た
大
聖
寺
の
竹
内
玄
同
な
ど
の
よ
う
に
良
師
を
求
め
て
京
阪
、
江
戸
及
び
長
崎
の
各
地
へ
遊
学
し
た
が
、
特

に
小
石
元
瑞
、
小
森
桃
鳴
、
新
宮
涼
庭
な
ど
に
学
ぶ
者
が
多
か
っ
た
。
中
で
も
緒
方
洪
庵
の
適
塾
へ
は
最
も
多
く
入
門
し
、
渡
辺
卯
三
郎
、
津

田
淳
三
ら
は
そ
の
塾
頭
に
推
さ
れ
て
い
る
。

安
政
元
年
(
一
八
五
四
〉
加
賀
藩
は
洋
式
藩
校
「
壮
猶
館
」
を
開
設
し
、
黒
川
良
安
、
高
峰
精
一
ら
が
蘭
書
の
翻
訳
に
当
り
、
文
久
二
年

(
一
八
六
二
)
に
は
蘭
医
書
の
会
読
を
開
始
す
る
と
共
に
蘭
方
医
の
開
業
試
聞
を
行
な
う
こ
と
と
な
っ
た
。

( 5 ) 

戸ヘ
υ嘉

永
三
年
(
一
八
五

O
〉
二
月
隣
藩
福
井
藩
の
笠
原
良
策
の
好
意
に
よ
っ
て
分
苗
を
う
け
た
黒
川
良
安
は
、
明
石
昭
斉
、
黒
川
元
良
及
び
津

種
痘
の
普
及
と
卯
辰
山
養
生
所

回
随
分
斉
ら
と
社
中
を
結
ん
で
初
め
て
種
痘
を
行
な
っ
た
。

つ
い
で
安
政
四
年
(
一
八
五
七
)
津
田
淳
三
ら
は
私
立
の
堤
町
種
痘
所
を
開
設
し
た
が
、
文
久
二
年
(
一
八
六
二
)
藩
営
の
彦
三
種
痘
所
と

な
り
、
更
に
慶
応
元
年
に
は
加
賀
藩
種
痘
所
と
な
っ
た
。
こ
の
間
黒
川
良
安
ら
に
よ
り
伝
習
を
う
け
た
医
師
た
ち
に
よ
っ
て
能
登
加
賀
の
全
般

に
種
痘
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

「
卯
辰
山
養
生
所
」
を
開
設
し

た
。
百
人
収
容
の
こ
の
病
院
で
は
一
人
宛
の
病
床
を
具
え
て
二
十
人
の
看
病
人
を
配
し
、
薬
種
と
衣
食
代
の
費
用
負
担
別
に
病
人
を
三
等
に
分

慶
応
三
年
(
一
八
六
七
)
前
田
慶
寧
は
福
沢
諭
士
口
の
「
西
洋
事
情
」
を
読
ん
で
病
院
の
設
置
を
決
意
し
、
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つ
ほ
か
は
、
全
く
四
民
平
等
の
治
療
を
行
な
っ
た
。
そ
し
て
偶
々
戊
辰
越
後
戦
争
に
際
会
し
て
そ
の
負
傷
者
を
収
容
し
、
下
肢
切
断
術
を
行
な

う
な
ど
顕
著
な
功
績
を
あ
げ
た
の
で
あ
る
。

更
に
卯
辰
山
養
生
所
に
は
「
医
学
館
」
を
併
設
し
て
医
師
の
養
成
を
行
な
い
、
特
に
漢
蘭
折
衷
医
の
た
め
に
期
日
を
定
め
て
「
扶
氏
経
験
遺

訓
」
の
講
義
を
行
な
う
な
ど
、

い
ま
ま
さ
に
特
異
な
石
川
の
医
学
を
樹
立
せ
ん
と
す
る
機
運
の
中
に
、
ま
も
な
く
明
治
維
新
を
迎
え
た
の
で
あ

る。

(金
沢
市
開
業
)
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日
本
医
史
学
雑
誌

・
第
二
十
二
巻

昭
和
五
十
二
牛
二
月
十
四
日
受
付

第
二
号

・
昭
和
五
十
一
年
四
月

特
別
講
演富
山
藩
の
薬
業
と
本
草
(
要
旨
)

難

波

'恒

雄

富
山
藩
は
、
寛
、
氷
十
六
年
三
六
三
九
)
加
賀
藩
三
代
前
田
利
常
の
次
子
利
次
に
一

O
万
石
を
分
け
支
藩
と
し
た
の
に
始
ま
る
が
、
分
藩
以

来
多
く
の
家
臣
を
抱
え
、
参
勤
交
代
、
幕
府
の
委
託
事
業
等
の
た
め
終
始
財
政
難
に
苦
し
め
ら
れ
て
き
た
。
富
山
藩
の
領
地
は
山
岳
地
帯
が
そ

の
四
分
の
三
以
上
を
占
め
、
海
岸
線
は
神
通
川
の
一
部
に
の
み
と
ど
ま
り
、
経
済
的
発
展
は
非
常
に
困
難
で
あ
っ
た
。

従
来
富
山
売
薬
発
生
の
記
録
は
、
宝
暦
年
間
(
一
七
五一

頃
〉
以
後
の
売
薬
業
者
の
書
き
上
げ
が
も
と
と
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
多
分
に

( 7 ) 

宣
伝
的
な
要
素
が
含
ま
れ
ま
た
誤
謬
も
多
い
。

富
山
藩
に
売
薬
が
発
生
す
る
に
は
そ
れ
な
り
の
時
代
的
背
景
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
要
素
を
列
挙
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

て

日

本
海
沿
岸
と
中
国
大
陸
と
の
文
化
交
流
。

一一
、
室
町
時
代
に
興
る
成
薬
業
。
明
応
二
年
(
一
四
九
三

)
J
天
正
六
年
(
一
五
七
八
)
に
越
中
富
山
の
地
に
薬
種
を
営
む
「
唐
人
の
座
」

が
存
在
し
た
こ
と
(
『
富
士
山
之
記
』
)
。
江
戸
時
代
元
和
八
年
(
一
六
二
二
)
に
薬
種
商
「
茶
の
木
屋
」
開
業
(
『
中
国
家
譜
』
〉
。

三
、
山
岳
信
仰
に
併
う
立
山
衆
徒
の
配
札
檀
那
廻
り
。
護
符
、
経
衣
な
ど
を
予
托
す
る
。

四
、
富
山
藩
の
経
済
状
態
。

五
、
二
代
藩
主
前
田
正
甫
の
合
薬
の
研
究
、
製
薬
奨
励
。
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富
山
売
薬
の
創
始
者
と
さ
れ
て
い
る
前
田
正
甫
の
書
簡
、
当
時
の
藩
の
諸
記
録
な
ど
か
ら
察
す
る
に
、
正
甫
の
時
代
に
は
富
山
売
薬
は
そ
れ

102 

程
盛
ん
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
屯
富
山
「
反
魂
丹
」
販
売
に
関
す
る
充
分
な
史
料
は
見
当
ら
な
い
。
「
反
魂
丹
」
に
富
山
藩
が
関
与
す
る
正
式
な

記
録
は
、
元
文
五
年
(
一
七
四

O
)
の
売
薬
調
べ
か
ら
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
は
薬
種
業
者
の
自
主
的
な
商
売
で
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

富
山
反
魂
丹
が
盛
ん
に
な
る
の
は
、
上
回
秋
成
の
『
諸
道
聴
耳
世
間
猿
』
に
「
近
年
は
売
薬
が
繁
昌
し
、
勧
学
寮
の
錦
袋
丹
、
富
山
反
魂
丹
、

後
藤
黒
丸
子
、
大
黒
屋
の
地
黄
丸
に
小
田
原
外
郎
、
俵
屋
ふ
り
出
し
云
々
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
明
和
年
間
(
一
七
六
四
頃
)
頃
か
ら
で
あ
ろ

ぅ
。
従
来
の
史
書
に
は
「
反
魂
丹
役
所
」
な
る
も
の
が
文
化
年
間
三
八

O
四
J
一
八
一
七
)
頃
設
立
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
富
山
藩
の

現
存
す
る
武
鑑
に
は
こ
の
役
職
は
見
ら
れ
ず
、
各
種
通
達
書
の
中
に
の
み
み
ら
れ
る
。

富
山
売
薬
は
一
八
世
紀
の
中
噴
か
ら
藩
の
一
事
業
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
、
種
々
の
通
達
が
だ
さ
れ
、
取
締
り
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
国
の
名
産
と
し
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
反
魂
丹
商
売
人
に
対
す
る
各
種
の
心
得
が
一
罰
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
商
売
道
徳
が
、
富
山
の
売

薬
を
今
日
ま
で
継
続
さ
せ
た
一
因
に
も
な
っ
て
い
る
。

( 8 ) 

と
こ
ろ
で
、
富
山
売
薬
が
発
生
し
た
元
禄
J
享
保
の
頃
は
、
薬
物
の
学
問
で
あ
る
本
草
の
学
が
、
幕
府
の
国
産
品
奨
励
と
あ
い
ま
っ
て
隆
盛

を
極
め
た
。
本
草
と
い
う
学
聞
は
元
来
薬
物
の
学
問
で
医
学
の
一
科
と
し
て
中
国
に
お
い
て
発
展
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
日
本
に
お
い
て

は
、
そ
れ
が
伝
来
さ
れ
た
時
点
か
ら
広
く
動
、
植
、
鉱
物
の
名
物
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
江
戸
の
本
草
隆
盛
期
に
お
い

て
も
幕
府
、
諸
藩
の
経
済
的
な
事
情
か
ら
こ
の
よ
う
な
名
物
学
は
国
益
に
繋
が
る
も
の
と
し
て
奨
励
さ
れ
た
。
ま
た
当
時
医
学
に
お
け
る
天
人

合
一
論
が
唱
え
ら
れ
、
博
く
天
地
人
三
才
の
事
理
に
通
ず
べ
き
で
あ
る
と
す
る
思
想
の
流
れ
が
あ
り
、
天
然
自
然
の
理
を
学
ぶ
医
家
が
増
え
、

こ
う
し
た
傾
向
は
中
国
に
お
い
て
薬
物
学
的
内
容
を
も
っ
た
本
来
の
本
草
学
が
、

を
帯
び
る
の
に
益
々
拍
車
を
か
け
た
の
で
あ
る
。

日
本
に
お
い
て
名
物
学
か
ら
更
に
発
展
し
て
博
物
学
的
内
容

江
戸
時
代
の
本
草
の
こ
の
よ
う
な
博
物
学
的
、
物
産
学
的
傾
向
を
反
映
し
た
著
作
と
し
て
第
一
に
あ
ぐ
べ
き
も
の
は
、
加
賀
藩
の
医
官
稲
生

若
水
三
六
五
五
J
一
七
一
五
)
の
『
庶
物
類
纂
』

一
O
O
O巻
、
増
補
五
四
巻
で
あ
る
。
こ
の
書
は
元
禄
九
年
(
一
六
九
六
)
加
州
侯
前
回



綱
紀
の
命
に
よ
り
編
纂
が
始
め
ら
れ
、
後
若
水
、
綱
紀
共
に
残
し
た
た
め
、
完
成
は
幕
府
の
手
に
移
り
、
将
軍
吉
宗
の
命
を
う
け
た
若
水
の
門

人
丹
羽
正
伯
ら
に
よ
っ
て
元
文
三
年
(
一
七
三
八
〉
に
完
結
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
港
大
な
書
は
加
賀
百
万
石
を
し
て
始
め
て
計
画
さ
れ
う

べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
名
物
、
物
産
研
究
は
国
益
に
繋
が
る
と
は
い
え
、
そ
れ
は
直
接
的
な
も
の
で
は
な
く
、
相
当
の
経
済
的
な
余
裕
が
必
要

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
加
賀
藩
か
ら
は
若
水
の
門
下
生
と
し
て
内
山
覚
仲
、
覚
順
が
、
ま
た
松
岡
玄
達
の
門
下
生
津
島
直
之
進
、
直
海
龍
ら

が
輩
出
し
、
特
に
高
岡
の
人
津
島
恒
之
進
は
玄
達
の
学
頭
を
し
た
人
で
、
京
師
で
本
草
家
と
し
て
一
家
を
な
し
た
。
加
賀
藩
か
ら
は
こ
の
よ
う

に
多
く
の
本
草
家
が
で
て
い
る
が
、
売
薬
を
藩
の
一
事
業
と
し
て
い
た
富
山
藩
か
ら
は
世
に
本
草
家
と
称
さ
れ
た
人
材
は
ほ
と
ん
ど
で
て
お
ら

ず
、
僅
か
に
幕
末
の
一

O
代
藩
主
前
回
利
保
(
一
八

O
O
J
一
八
五
九
〉
の
み
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
当
時
の
本
草
の
性
格
が
薬
と
遊
離
し
て

い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
前
田
利
保
の
編
著
『
本
草
通
串
』
は
未
完
成
で
は
あ
る
が
、
若
水
の
『
庶
物
類
纂
』
に
さ
ら
に
和
書
文
献

を
も
加
え
当
時
の
物
産
を
集
大
成
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
、
そ
の
学
聞
に
対
す
る
意
気
込
み
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
と
共
に
加
賀

( 9 ) 

藩
に
対
す
る
意
識
も
多
分
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
利
保
は
本
草
学
者
と
し
て
名
高
い
が
、
そ
の
本
質
は
博
物
学
の
研
究
に
あ
り
、
特
に
植

物
に
お
い
て
「
リ
ン
ネ
の
植
物
分
類
表
」
を
写
本
し
た
り
、
植
物
形
態
学
の
研
究
室
盲
で
あ
る
『
本
草
徴
解
』
な
ど
を
書
き
残
し
て
い
る
。
ま
た

江
戸
周
辺
や
藩
内
で
植
物
採
集
を
し
た
詳
細
な
記
録
で
あ
る
『
万
呑
園
裡
花
壇
綱
目
』
五
巻
を
著
わ
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
察
す
る
に
利
保

の
研
究
は
、
日
本
に
お
い
て
本
草
学
が
博
物
学
に
変
容
し
、
さ
ら
に
博
物
学
が
純
粋
な
植
物
学
や
動
物
学
な
ど
に
転
換
し
て
い
く
時
代
的
傾
向

を
そ
の
ま
ま
受
容
し
て
お
り
、
売
薬
奨
励
の
地
の
藩
主
と
し
て
、
自
ら
の
本
草
研
究
を
売
薬
と
い
か
に
関
連
付
け
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
は
、

そ
れ
程
念
頭
に
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

，-・
R

-

、

み
i
+
J

天
保
九
年
(
一
八
三
八
〉
頃
に
は
薬
草
培
養
懸
り
を
設
け
、

甘
草
や
地
黄
の
苗

-w-信

州
、
和
州
な
ど
か
ら
取
り
寄
せ
、
富
山
域
内
御
鳥
場
跡
土
手
、
藩
土
屋
敷
の
空
地
ゃ
、
大
久
保
、
布
瀬
の
両
村
に
試
作
さ
せ
て
お
り
、
ま
た
薬

種
商
の
も
っ
て
き
た
薬
物
の
鑑
定
に
応
じ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
面
で
幾
分
自
藩
の
売
薬
産
業
と
関
わ
り
を
も
っ
た
が
、
売
薬
製
造
、
処

方
改
良
な
ど
と
い
っ
た
本
来
の
売
薬
事
業
は
、
す
べ
て
業
者
ま
か
せ
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

(
富
山
大
学
和
漢
薬
研
究
所
教
授
〉
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日
本
医
史
学
雑
誌

・
第
二
十
二
巻

第
三
号

・
昭
和
五
十
一
年
四
月

昭
和
五
十
一
年
一
月
十
七
日
受
付

104 

会
長
講
演石
川
県
医
学
教
育
に
お
け
る
外
人
招
鴨
教
師
と
そ
の
周
辺

Eヨ

I司

瀬

武

平

藩
幕
政
府
後
期
よ
り
明
治
維
新
政
府
の
初
期
に
か
け
て
、
西
洋
医
学
が
多
く
の
点
で
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
全
国
一
般
が
事
実
を
以
て
感

得
し
た
も
の
は
、
種
痘
の
成
果
と
外
科
学
の
成
績
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
就
中
前
者
に
対
し
て
は
一
般
に
奇
蹟
の
感
が
あ
っ
た
も
の
と
推
察

さ
れ
る
。
当
金
沢
地
方
で
も
、
前
田
藩
は
こ
の
機
運
に
着
眼
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
文
久
二
年
三
月
に
、
現
金
沢
市
の
中
央
部

( 10 ) 

で
あ
る
金
沢
市
彦
三
町
八
番
丁
に
種
痘
所
(
反
求
舎
)
を
建
設
し
た
。
種
痘
所
は
目
覚
し
く
発
展
し
た
た
め
狭
陸
と
な
り
、
元
治
元
年
、
金
沢

市
南
町
心
学
所
に
移
転
し
て
、
金
沢
藩
種
痘
所
と
命
名
さ
れ
た
。
更
に
慶
応
三
年
藩
主
前
田
慶
寧
は
卯
辰
山
養
生
所
の
建
設
を
命
じ
て
い
る
。

こ
の
も
の
は
病
院
部
門
が
設
置
さ
れ
、
医
学
館
、
薬
闘
が
附
属
さ
せ
ら
れ
た
。

明
治
三
年
四
月
嵯
峨
寿
安
(
金
沢
市
十
三
間
町
町
医
)
が
藩
留
学
生
と
し
て
ロ
シ
ア
行
を
許
可
さ
れ
て
お
り
、

リ
ア
横
断
を
し
て
い
る
。
同
年
藩
籍
奉
還
が
許
可
さ
れ
、
前
田
慶
寧
は
金
沢
藩
知
事
に
任
命
さ
れ
た
。

日
本
人
と
し
て
最
初
に
シ
ベ

明
治
三
年
二
一
月
オ
ラ
ン
ダ
一
等
軍
医
ベ

l

・
ア
l

・
ス
ロ
イ
ス
の
雇
用
が
決
定
さ
れ
、
同
氏
は
明
治
四
年
三
月
四
日
医
学
館
に
着
任
し
て

い
る
。
以
上
は
陰
暦
を
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
が
、
明
治
五
年
二
一
月
三
日
太
陽
暦
が
採
用
さ
れ
、
こ
の
日
が
明
治
六
年
一
月
一
日
と
し
、
時
刻

の
呼
称
も
改
っ
た
。

彼
ス
ロ
イ
ス
氏
は
明
治
七
年
九
月
任
期
満
了
と
な
り
帰
国
し
た
。
ス
ロ
イ
ス
氏
の
後
任
と
し
て
、
明
治
八
年
八
月
オ
ラ
ン
ダ
人
ア

1
・
ホ
ル



ト
ル
マ
ン
が
招
か
れ
て
い
る
。
明
治
一
二
年
一
一
月
ホ
ル
ト
ル
マ
ン
は
新
潟
医
学
館
へ
転
任
し
、
明
治
二
二
年
四
月
オ
l
ス
ト
リ
l
人
ロ
レ

ツ

ツ
が
着
任
し
た
。
こ
の
時
期
を
境
と
し
て
金
沢
藩
に
お
い
て
は
、
医
学
教
育
が
オ
ラ
ン
ダ
医
学
か
ら
ド
イ
ツ
医
学
へ
の
方
向
転
換
す
る
傾
向
が

見
ら
れ
始
め
た
が
、
全
国
特
に
東
京
を
中
心
と
し
て
医
学
教
育
が
ド
イ
ツ
流
に
変
っ
た
流
れ
に
従
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
問
、
キ
ン
ス
ト
レ
|
キ
の
購
入
、

コ
レ
ラ
病
の
流
行
等
が
あ
り
、
各
々
の
外
人
教
師
へ
の
接
触
、
各
教
師
の
挿
話
、
風
評
等
に
つ
き

紹
介
す
る
。

(
金
沢
大
学
医
学
部
教
授
〉
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一
般
口
演

い
わ
ゆ
る
タ

l
へ

脚
註
に
つ
い
て

ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
の

(
そ
の
一
〉酒

井

恒

本
文
に
つ
い
て
は
前
固
ま
で
に
報
告
し
た
の
で
、
今
回
は
、
そ
の

第
一
表
の
脚
註
の
内
容
を
紹
介
す
る
。

解
制
学
と
は
、
本
来
、
人
為
的
に
か
ら
だ
を
切
り
分
け
る
こ
と
を

意
味
す
る
が
、
更
に
、
か
ら
だ
の
組
成
、
本
質
、
役
目
に
つ
い
て
の

明
確
な
概
念
を
も
意
味
し
て
い
る
。
そ
の
知
識
は
、
実
際
に
解
剖
す

る
こ
と
に
よ
り
、
有
能
な
解
剖
学
者
の
教
育
に
よ
り
、
ま
た
、
良
い

書
物
を
読
む
こ
と
に
よ

っ
て
得
ら
れ
る
。

対
象
の
項
で
は
、
解
剖
学
に
は
明
確
な
図
と
記
載
が
必
要
で
あ

り
、
ま
た
、
死
体
の
解
剖
に
よ
り
、
動
物
の
解
剖
の
重
要
性
が
わ
か

る
と
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
死
体
で
は
嬬
動
運
動
、
心
臓
の

血
液
循
環
、
繁
殖
等
を
み
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
ド
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動
き
、

イ
ツ
で
は
、
死
体
の
入
手
が
困
難
で
あ
り
、

一
、
二
体
の
解
剖
で
す

べ
て
の
も
の
を
正
確
に
調
べ
る
こ
と
が
時
間
的
に
困
難
で
あ
る
こ
と

を
挙
げ
、
動
物
に
よ
る
解
剖
学
的
発
見
が
医
学
に
大
い
に
貢
献
し
て

い
る
の
で
、
感
謝
の
気
持
ち
を
も
っ
て
動
物
を
解
剖
す
べ
き
で
あ
る

と
述
べ

、
次
い
で
動
物
解
剖
学
、
比
較
解
剖
学
の
著
書
を
紹
介
し
て

い
る
。分

類
の
項
で
は
、

取
液
に
つ
い
て
は
、
更
に
血
管
学
、
動
脈
学
、

静
脈
学
が
分
け
ら
れ
、
ま
た
、
体
液
学
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
体
液
の

( 12 ) 

み
な
ら
ず
、
そ
の
管
全
体
を
も
含
む
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

道
具
に
つ
い
て
は
、
顕
徴
鏡
は
、
肉
眼
で
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

小
さ
い
も
の
を
観
察
す
る
も
の
で
、
魚
の
血
液
循
環
を
み
る
こ
と
が

で
き
る
と
説
明
し
て
い
る
。

更
に
、

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
以
来
の
解
剖
学
の
歴
史
、
解
剖
学
者
の
経

歴
お
よ
び
そ
の
著
書
に
つ
い
て
、
簡
単
に
紹
介
し
、
最
後
に
、
解
剖

学
が
、
医
学
お
よ
び
外
科
学
に
甚
だ
役
立
つ
こ
と
を
強
調
し
、
船
の

羅
針
盤
に
た
と
え
、
解
剖
学
の
知
識
無
し
に
患
者
を
扱
う
危
険
を
戒

め
て
い
る
。
ま
た
、
解
剖
学
が
医
者
以
外
の
す
べ
て
の
人
に
必
要
で



あ
り
、
ま
た
、
神
の
叡
智
と
全
能
と
を
知
り
、
そ
れ
を
賞
讃
す
べ
き

で
あ
る
と
説
き
、

か
ら
だ
の
各
部
の
関
係
に
お
い
て
、
ど
ん
な
に
小

さ
い
部
分
で
も
、
無
駄
に
作
ら
れ
た
も
の
は
一
つ
も
な
く
、
市
も
、

こ
れ
ら
が
生
命
の
維
持
に
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
と
説
い

て
い
る
。

以
上
の
内
容
は
、
文
章
と
し
て
は
、
本
文
よ
り
遥
か
に
難
解
で
あ

り
、
解
剖
学
、
動
物
解
剖
学
の
重
要
性
を
強
調
し
、
動
物
を
解
剖
す

る
際
の
心
得
を
も
説
き
、
ま
た
、

か
ら
だ
の
す
べ
て
の
部
分
が
、
生

命
の
維
持
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
述
べ

、
造
物
主
の
叡
智
と
全
能

に
も
触
れ
、
宗
教
の
影
響
が
強
く
察
せ
ら
れ
る
。

(
名
古
屋
大
学
医
学
部
解
剖
学
教
室
〉

セ
ミ
ナ
ー
と
日
本
医
学
小
史寺

喜

朔

畑

医
学
教
育
の
中
で
医
学
史
を
ど
の
よ
う
に
教
育
す
る
か
、
医
学
史

教
育
の
お
か
れ
て
い
る
位
置
は
ど
う
か
。
試
み
の
一
つ
と
し
て
、
医

学
史
教
育
を
通
じ
、
先
達
の
業
績
に
触
れ
、
つ
い
に
医
の
倫
理
問
題

に
到
達
す
る
こ
と
を
目
標
に
す
れ
ば
、
そ
の
教
育
効
果
は
十
分
と
い

( 13 ) 

わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

演
者
は
、
第
一
学
年
一

O
名
の
学
生
を
対
象
に
し
、

「
医
学
の
歴

史
的
展
開
」
を
テ
l
マ
と
し
て
一
年
間
セ
ミ
ナ
ー
を
開
設
し
た
。
基

本
教
材
は
蘭
学
事
始
で
、
小
塚
原
に
お
け
る
蹄
分
け
の
項
を
タ
l
へ

ル
ア
ナ
ト
ミ
ア
(
複
刻
版
〉
を
回
覧
し
な
が
ら
、
第
一
回
の
セ
ミ
ナ

ー
を
始
め
た
。
回
を
重
ね
つ
つ
蔵
志
、
解
体
新
書
、
重
訂
解
体
新

書
、
医
範
提
綱
、
明
治
期
の
解
剖
書
、
現
代
解
剖
書
:
:
:
と
一
連
の

解
剖
書
の
内
容
に
つ
い
て
、
初
歩
的
解
説
を
行
な
っ
た
。
学
生
は
、
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か
な
り
関
心
を
示
し
、
医
学
生
だ
と
自
覚
を
深
め
た
。



夏
期
休
暇
中
は
、
学
生
各
自
に
郷
土
医
学
の
発
達
を
調
査
研
究
す

る
(
四

O
O字
詰
、
二
O
枚
以
上
の
論
文
作
成
)
ょ
う
指
示
し
た
。

各
自
の
論
文
を
集
成
す
る
と
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
構
成
と
な
っ
た
。

ω

奈
良
時
代
の
医
学
、

ω後
世
派
と
古
方
派
、

ω西
洋
医
学
の
導
入
と

地
方
蘭
学
の
発
達
、

ωド
イ
ツ
医
学
か
ら
ア
メ
リ
カ
医
学
へ

:
:
:
こ

れ
は
、
わ
が
国
医
学
の
中
国
医
学
↓
蘭
医
学
↓
ド
イ
ツ
医
学
↓
ア
メ

リ
カ
医
学
の
流
れ
を
如
実
に
示
す
も
の
と
な
っ
た
。

演
者
は
、
学
生
の
記
述
し
た
資
料
を
修
正
加
筆
し
、
序
章
、
終
章

を
ま
と
め
て
、
金
沢
医
科
大
学
教
養
部
論
文
集
第
三
巻
に
掲
載
し

た
。
学
生
は
活
字
に
な
っ
た
「
セ
ミ
ナ
ー
と
日
本
医
学
小
史
」
の
別

刷
を
手
に
し
て
、
か
く
せ
な
い
喜
び
を
の
ベ
た
。

一
年
間
の
後
半
は
、
解
剖
学
教
室
よ
り
借
り
た
人
体
骨
格
標
本
を

レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
と
対
比
さ
せ
な
が
ら
、
独
自
の
骨
学
実
習
を
実
施

し
た
。
こ
の
実
習
に
学
生
は
期
待
以
上
の
情
熱
を
示
し
た
。

マ
ン
~
ネ

リ
化
し
た
医
学
教
育
を
打
破
す
る
一
つ
の
試
み
で
あ
る
が
、
第
一
に

医
学
生
で
あ
る
と
の
自
覚
を
深
め
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
確
信
し

て
い
る
。

本
学
は
進
学
課
程
、
専
門
課
程
が
同
じ
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
る
の

で
、
こ
の
企
画
は
成
功
し
た
。
今
日
大
学
教
育
の
デ
メ
リ
ッ
ト
の

っ
と
し
て
、
教
養
部
の
あ
り
方
が
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
昨
年
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文
部
省
が
示
し
た
医
学
教
育
基
準
改
正
案
を
み
て
も
わ
か
る
よ
う

に
、
医
学
教
育
六
年
間
の
一
貫
教
育
の
進
め
方
も
、
演
者
の
視
点
に

従
え
ば
、
決
し
て
困
難
な
こ
と
で
は
な
い
。
要
は
実
践
で
あ
る
。

〈
金
沢
医
科
大
学
)
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福
井
藩
最
初
の
解
剖
者

半
井
彦
に
つ
い
て

山石

治

勇

杉
田
玄
白
、
前
野
良
沢
ら
の
明
和
八
年
(
一
七
七
一
)
解
剖
の

年
前
、
福
井
明
里
に
お
い
て
、

半
井
彦
、

山
室
知
将

(
松
軒

・
松

庵
〉
の
医
師
に
よ
り
解
剖
が
行
な
わ
れ
た
。
明
和
六
年
(
一
七
六

九
)
十
一
月
十
九
日
の
こ
と
で
あ
る
。

京
都
の
医
師
山
脇
東
洋
に
よ
り
日
本
最
初
の
人
体
解
剖
が
行
な
わ

れ
た
の
は
、
宝
暦
四
年
(
一
七
五
四
)
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
こ

と
が
刺
戟
と
な
っ
て
、
実
証
的
な
科
学
精
神
に
も
と
づ
く
解
剖
が
、

福
井
で
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
の
記
録
が
「
減
鑑
」
で
あ

る
、
現
在
東
京
大
学
名
誉
教
授
小
川
鼎
三
博
士
に
よ
り
所
蔵
さ
る
。

担
こ
の
解
剖
者
筆
頭
の
半
弁
彦
で
あ
る
が
、

爾
来
如
何
な
る
人

物
か
不
明
で
あ
っ
た
。
た
ま
た
ま
岡
田
輔
幹
自
筆
の
「
白
雪
和
歌

集
」
文
化
六
年
(
一
八
二
三
)
正
月
十
二
日
の
も
の
で
あ
る
が
、
そ

の
巻
尾
に
あ
る
福
井
歌
人
名
列
(
福
井
の
大
歌
人
井
上
翼
章
が
文
化

二
年
に
一
三
六
名
を
集
録
、
松
軒

・
山
室
知
将
の
名
も
あ
る
)
の
中

に
「
彦

・
通
称
半
井
道
川
」
を
見
出
し
、

更
に
幸
い
県
立
図
書
館
松

平
家
文
書
「
御
医
師
御
鋸
医
御
目
医
師
御
外
科
御
記
録
」
中
に
、
半

井
道
泉
の
記
録
を
知
る
こ
と
が
出
来
、
年
代
的
に
も
付
合
し
た
の
で

あ
る
。越

前
半
井
家
で
あ
る
が
、
初
代
は
岡
本
為
竹

・
法
眼
受
慶
で
父
は

宗
受
で
あ
り
半
井
瞳
庵
の
門
人
。
第
二
代
岡
本
為
竹
法
眼
瑞
宝
・
黙

真
は
瞳
庵
の
子
の
仲
庵
の
子
息
で
岡
本
氏
の
養
子
と
な

っ
た
が
、
後

に
半
井
と
改
め
る
。
三
代
は
半
井
為
竹

・
知
庵
。
四
代
は
半
井
為

( 15 ) 

竹

・
黙
真
。
五
代
は
半
井
瑞
庵
。
六
代
は
半
井
仲
庵
。
七
代
は
半
井

林
庵

・
仲
庵

・
道
泉
で
彦
と
称
す
る
人
で
あ
る
。
八
代
は
半
井
玄

貞

・
仲
庵

・
耕
で
養
子
で
あ
り
、
九
代
は
半
井
元
沖

・
仲
庵

・
保
と

代
々
名
医
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
は
半
井
林
庵

・
仲
庵

・
道
泉

・
彦
の
項
の
み
を

附
記
す

る
。
尚
先
哲
叢
談
に
み
え
る
臓
覧
の
半
井
伯
玄
と
半
井
彦

・
道
泉
と

の
関
係
に
つ
い
て
は
、
今
回
も
知
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

て

高

百

五

拾

石

五

人

扶

持

井半

林

庵
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右
同
日
家
督
無
相
違
如
此
被
下
表
御
医
師
被
仰
付
(
註
)



安
永
三
午
十
二
月

仲
庵
ト
改

同
五
申
十
二
月

奥
御
医
師
被
仰
付

道
泉
ト
改
名

同
四
未
十
月
廿
五
日

同
七
成
閏
七
月
七
日

奥
御
医
師
御
免
被
成
表
御
医
師
被
仰

付天
明
元
丑
正
月
十
五
日

奥
御
医
師
被
仰
付

若
殿
様
附
御
七
医
被
仰
付

定
姫
様
附
同
様
被
仰
付

同
三
卯
十
二
月
五
日

寛
政
八
辰
二
月
廿
五
日
註
中
年
寄
ニ
付
穏
居
被
仰
付

(
註
〉
右
同
日
は
安
永
元
辰
六
月
十
四
日

参
考
文
献

文
化
八
未
間
二
月
廿
五
日

明
治
前
日
本
解
剖
学
史

・
済
世
館
小
史

・
福
井
県
医
学
史

最
後
に
種
々
御
教
示
賜
っ
た
県
立
図
書
館
船
沢
茂
樹
先
生
に
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

(
大
野
市
)

坪
井
信
良
と
福
井
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ー

1
佐
渡
家
文
書
を
中
心
と
し
て
|
|

竹

内

真

嘉
永
六
年
(
一
八
五
三
)
其
身

一
代
定
江
戸
と
し
て
福
井
藩
に
召

抱
え
ら
れ
、
其
後
約
十
年
藩
医
と
し
て
在
職
し
、
其
間
藩
の
医
学
校

済
世
館
教
授
に
な
り
、
安
政
三
年
(
一
八
五
六
〉
一
二
月
か
ら
一
年
有

余
福
井
に
滞
留
し
て
い
る
。
し
か
し
当
福
井
地
方
に
は
、
彼
信
良
に

関
す
る
文
献
は
ほ
と
ん
ど
見
当
ら
な
い
し
、
叉
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

( 16 ) 

な
い
。
当
地
方
に
お
け
る
幕
末
期
の
蘭
学
振
興
に
、
彼
の
影
響
が
少

な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
筆
者
は
数
年
前
日
本
医
史
学
会
関
西

支
部
例
会
に
お
い
て
、

H

坪
井
信
良
と
橋
本
左
内
μ

と
題
し
、
そ
の

一
端
を
報
告
し
た
が
、
そ
の
後
富
山
県
高
岡
市
の
佐
渡
家
所
蔵
の
文

書
を
借
覧
し
、
益
々
そ
の
感
を
深
く
し
た
。
文
書
中
に
は
郷
里
の
実

父
佐
渡
養
順
あ
る
い
は
実
兄
三
良
に
宛
て
た
書
翰
が
多
数
あ
り
、
越

前
と
関
係
あ
り
と
思
わ
れ
る
も
の
三
十
余
通
を
通
覧
す
る
に
、
江
戸

情
報
や
時
事
問
題
を
克
明
に
送
り
、
ま
た
動
乱
期
藩
公
松
平
春
獄
に



陪
し
た
京
洛
の
政
治
情
勢
を
通
報
し
、
更
に
彼
周
辺
の
幕
府
要
人
、

医
人
に
つ
い
て
、
彼
一
流
の
直
裁
簡
明
な
書
き
方
で
短
評
を
下
し
て

い
る
。
福
井
在
勤
中
の
書
翰
は
見
当
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
彼
が

交
流
し
た
医
人
の
動
静
は
、
福
井
医
学
の
側
面
史
と
も
考
え
ら
れ
る

の
で
、
そ
の

一
端
を
報
告
し
た
い
。

(
福
弁
市
〉

加
賀
藩
医

・
吉
田
長
淑
の

目
録
」

「和
蘭
書
籍

に
つ
い
て

，三エ少
万可

回

蘭
番
目
録
は
幕
府
や
蘭
癖
大
名
の
蔵
書
目
録
の
ほ
か
、
蘭
学
者
個

人
蔵
の
そ
れ
も
数
種
知
ら
れ
て
お
り
、
訳
書
や
現
存
蘭
書
以
外
に
散

逸
し
た
輸
入
蘭
書
の
実
体
を
窺
う
上
に
欠
か
せ
な
い
。

( 17 ) 

今
回
紹
介
す
る
吉
田
長
淑
の
蘭
書
目
録
は
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
も
の
で
、
巻
頭
に
長
淑
の
序
文
が
あ
る
が
年
記
を
欠
く
。
し
か

し
加
賀
医
官
と
あ
る
の
で
文
化
七
年
以
降
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

本
目
録
は
字
書

・
医
書

・
天
地
雑
書
の
三
部
に
分
類
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
九
部
、
七
一
部
、
十
八
部
の
書
名
と
註
記
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
す
べ
て
が
長
淑
の
蔵
書
で
は
な
い
が
、
長
淑
の
蘭
書
知
識
の
範
囲

が
窺
え
る
。

医
書
の
註
記
の
訳
書
の
年
代
の
下
限
は
杉
田
立
卿
「
徽
癒
新
書
」

(
た
だ
し
徽
毒
新
書
と
し
、
原
書
を
ス
ク
リ
ク
チ
ン
ク
徽
癒
論
の
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増
補
書
と
ーし
て
い
る
の
は
誤
記
だ
ろ
う
。

こ
れ
だ
と
大
槻
玄
沢
訳



「
大
西
徹
清
方
」
に
相
当
す
る
文
政
四
年
刊
で
あ
る
が
、
こ
れ
以
前

の
訳
書
が
す
べ
て
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
長
淑
自
身
の
訳

書
で
欠
け
て
い
る
も
の
す
ら
あ
る
。

長
淑
の
訳
書
で
は
①
ホ
ク
サ
ム
熱
病
論
(
脱
稿

・
泰
西
熱
病
論
〉
、

②
レ
メ
レ
イ

・
ド
ロ
ゲ
レ
イ
ン

(
未
脱
稿
、
蘭
薬
鏡
原
)
が
あ
げ
ら

れ
て
い
る
が
、
①
は
文
化
十
一
年
刊
七
巻
、
②
は
文
政
三
年
刊
行
開

始
三
巻
で
未
完
に
終
っ
た
も
の
で
、
②
の
訳
の
前
身
「
遠
西
薬
圃
網

目」
、
「
和
蘭
薬
撰
」
の
名
が
な
い
の
は
未
定
稿
で
し
か
も
書
名
が
改

め
ら
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
が
、

ボ
イ
セ
ン
内
科
書
に
も
自
訳
に
は
ふ

れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
刊
本
の
「
泰
西
熱
病
論
」
に
予
カ
訳
ス
ル
所

ノ
裳
称
(
表
仙
)
カ
五
診
精
要
」
と
あ
り
、
倉
持
成
徳
訳
「
泰
西
五

診
精
要
」
の
写
本
で
伝
わ
っ
て
い
て
倉
持
家
養
子
時
代
の
訳
で
あ
る

か
ら
当
然
註
記
し
て
い
て
も
よ
い
は
ず
で
あ
る
。

さ
ら
に
ア
ポ
テ
l
キ
に
も
宇
田
川
榛
斉
訳
和
蘭
局
方
を
あ
げ
自
訳

を
あ
げ
て
い
な
い
。
長
淑
訳
に
は
「
和
蘭
薬
局
方
鑑
」
が
あ
り
、
こ

れ
は
吉
田
姓
だ
か
ら
文
化
六
年
以
降
の
訳
か
。

な
お
、
本
目
録
で
は
橋
本
宗
吉
訳
「
三
方
法
典
」
の
原
書
名
を
リ

ス
内
科
書
と
し
て
い
る
の
で
、
本
書
を
い
わ
ゆ
る
局
方
の
書
と
は
み

て
い
な
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

ハ
大
阪
大
学
医
学
部
〉

ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
フ
ォ
ン

ロ
l
レ
ツ
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• 

と
そ
の
顕
微
鏡
学
講
義
録

藤

恒
三
郎

野

ア
ル
ベ
ル
ト

・
フ
ォ
ン

・
ロ
l
レ
ツ
と
誤
記
さ
れ
て
き
た
が
、
正

し
く
は
と
官
R
E
g口
同

0
5
5
で
あ
る
と
山
形
の
佐
々
木
仁

氏
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
確
認
し
て
き
て
発
表
し
て
い
る
。
こ
の
ロ

l

レ
ツ
の
講
義
内
容
に
関
す
る
研
究
発
表
の
中
に
、
顕
微
鏡
学
に
関
す

( 18 ) 

る
も
の
は
、

ま
だ
、
報
告
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ

に
発
表
す
る
。
蒲
原
宏
氏
の
援
助
に
よ
っ
て
、

ロ
l
レ
ツ
講
述

・
顕

微
鏡
学
の
筆
写
本
を
詳
細
に
検
討
す
る
幸
運
に
恵
れ
た
。

本
文
一
七
四
頁
、
多
数
の
附
図
が
あ
る
美
本
。
顕
微
鏡
の
最
大
拡

大
率
は
、

五

・
六
百
倍
で
あ
る
、
水
浸
レ
ン
ズ
の
話
は
出
て
い
る

が
、
油
浸
レ
ン
ズ
に
ま
で
は
及
ん
で
い
な
い
。

レ
ン
ズ
の
下
の
物
体
を
一
定
温
度
に
保
つ
装
置
と
電
流
を
通
す
装

置
を
解
説
し
、
染
色
液
と
し
て
カ
ル
ミ
ン

・
ヘ
マ
ト
キ
シ
リ
ン
な
ど

を
あ
げ
て
い
る
。
細
菌
の
話
は
出
て
な
い
が
、

ア
メ

ー
バ
の
運
動
を

説
明
し
て
い
る
。

〈
大
阪
大
学
名
誉
教
授
〉



江
戸
時
代
京
都
に
お
け
る

医
家
門
人
帳
に
つ
い
て
(
一
一

)

杉

義

立

関
西
支
部
講
演
会
に
お
い
て
(
昭
和
五
十
年
十
一
月
十
六
日
)
賀

川
門
籍
に
つ
い
て
報
告
し
た
が
、
今
回
は
養
寿
院
玄
沖
門
人
録
と
百

々
家
門
人
名
籍
に
つ
い
て
の
若
干
の
知
見
を
の
ベ
る
。

て
養
寿
院
玄
沖
門
人
録
は
天
明
二
年
よ
り
天
保
五
年
の
聞
に
二

O
一
名
の
入
門
者
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
出
身
地
方
別
に
み
る
と
近
畿

七
九
名
、
中
国
四
五
名
、
四
国
二
一
名
、
九
州
二
一
名
、
中
部
二
七

名
、
関
東
三
名
、
東
北
一
四
名
で
あ
る
。
ま
た
藩
医
と
明
記
し
て
あ

る
も
の
五
八
名
、
医
師
の
子
弟
五
九
名
で
あ
る
。

二
、
百
々
家
門
人
名
籍
は
文
化
八
年
よ
り
明
治
十
年
ま
で
の
聞
に

三
九
八
名
の
入
門
者
が
あ
り
出
身
地
方
別
に
み
る
と
近
畿
一
三
四

名

中
国
六
九
名
、

四
国
五

O
名
、

九
州
一
七
名
、

中
部
一

O
六

名
、
関
東
九
名
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
藩
医
一
七
二
名
、
医
家
子
弟
等

五
五
名
で
あ
る
。

三
、
す
で
に
発
表
さ
れ
て
い
る
啓
迫
院
門
人
帳
、
小
森
桃
鳴
門
人

帳
、
賀
川
門
籍
を
加
え
て
、
こ
れ
ら
五
つ
の
医
家
門
人
帳
に
記
載
さ

れ
て
い
る
入
門
者
の
出
身
地
を
地
方
別
に
比
較
す
る
と
次
表
の
如
く

な
る
。J31 近

中 四(九 |中 関 東

畿 国 国州部 東 オヒ

啓迫 % 
266人 27.0 20.6 6.0 14.6 21. 4 4.5 6.0 

院

賀
950 28. 1 22.2 7. 7 8.6 22.2 3.4 7.8 

)11 

養寿院 201 39.3 22.3 10.4 5.9 13.4 1.4 6.9 

324 42.5 13.2 7.4 8.6 23. 1 1.5 3.7 I 
森

百
398 33.6 17.3 12.5 2. 2 2. 7 

々

平 計
2， 139 34. 1 19. 1 8.8 8. 3 21. 3 2. 6 5.4 

均

( 19 ) 113 



こ
の
表
に
よ
り
次
の
こ
と
が
結
論
で
き
る
。

イ

近
畿
地
方
が
最
も
多
い
の
は
当
然
で
あ
る
。

ロ

中
園
地
方
と
中
部
地
方
は
平
均
二

O
Z。

ノ、

四
国
地
方
と
九
州
地
方
は
平
均
八
%
。

一
関
東
地
方
と
東
北
地
方
は
共
に
少
な
い
が
東
北
の
方
が
関
東

よ
り
約
二
倍
で
あ
る
。

ホ

啓
迫
院
と
賀
川
は
ほ
ぼ
同
じ
傾
向
を
示
す
。

江
戸
時
代
京
都
に
遊
学
し
た
医
家
門
人
の
出
身
地
を
地
方
別

に
分
類
す
る
と
一
定
の
類
型
が
み
と
め
ら
れ
る
。

'̂' 

(
京
都
市
)

「蕩
医
新
書
」
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の
研
究

(
第
一
報
〉

大

，鳥

蘭
三
郎

ド
イ
ツ
の
十
八
世
紀
の
外
科
医

H
L
O
B
E
出
2
2
2
2
2
ω
J
弓印∞
〉

の
著
書

病院
の
E
E必
死場

は
一
七

一
八
年
に
初
版
が
刊
行
さ
れ
て
か

ら
九
版
も
版
を
重
ね
、
ま
た
数
カ
国
語
に
醗
訳
さ
れ
た
程
広
く
読

( 20 ) 

ま
れ
た
本
で
あ
っ
た
。

そ
の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
本
は

供出
町内
Hrロ
ロ
仏
仲
間
刊

。ロ向山
内2
C
N
Emg
z
と
題
し
、

オ
ラ
ン
ダ
の

出
向ロ門
同氏
r
d
F00
2

が
蘭
訳
し
、
江
戸
時
代
後
期
に
日
本
へ
伝
来
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
の

一
本
が
杉
田
玄
自
の
手
に
入
り
、
玄
白
は
早
速
こ
の
本
の
訳
述
を
始

め
た
が
、
多
忙
の
た
め
こ
れ
に
専
念
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
高
弟
の

大
槻
玄
沢
に
そ
の
業
の
完
逐
を
委
嘱
し
た
と
い
う
。
そ
の
結
果
、
で

き
上
っ
た
の
が
『
窮
医
新
書
』
と
題
す
る
四

冊
本
で
、
文
政
八
年

(一

八
二
五
)
に
出
版
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
来
歴
を
持
つ
『
癌
医
新
書
』
は
西
洋
外
科
書
の
真
の

意
味
で
の
訳
述
書
と
し
て
日
本
で
出
版
さ
れ
た
最
初
の
も
の
で
あ
る



と
い
え
る
が
、
僅
々
四
冊
に
分
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
『
蕩
医
新

書
』
が
あ
の
彪
大
な
ハ
イ
ス
テ
ル
の
原
書
を
全
部
訳
述
し
た
も
の
と

は
と
て
も
思
え
な
い
。

こ
の
点
に
つ
き
、
先
年
、
す
こ
し
、
調
査
、
研
究
し
た
が
、
内
容

的
に
あ
ま
り
深
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
今
回
は
で
き
る
だ
け
細
か

い
調
査
を
行
い
一
層
精
確
な
研
究
を
報
告
し
た
い
。

(
東
海
大
学
〉

湯
治
と
薬
師
信
仰

中

沢

修

わ
が
国
の
湯
治
の
歴
史
に
つ
い
て
は
、
西
川
義
方
氏
の
詳
細
な
研

究
が
あ
り
、
特
に
由
緒
あ
る
全
国
の
温
泉
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
そ

の
故
事
来
歴
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
で
も
薬
師
如
来
の
み

ち
び
き
に
よ
っ
て
始
め
て
温
泉
が
聞
か
れ
た
と
い
う
例
が
非
常
に
多

ぃ
。
湯
治
と
い
う
言
葉
か
ら
も
分
る
通
り
、
温
泉
は
単
に
体
を
き
ょ

( 21 ) 

め
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
普
通
の
風
呂
に
は
な
い
不
思
議
な
効
果

(
近
代
医
学
で
は
生
物
学
的
非
特
異
作
用
と
説
明
し
て
い
る
)
が
あ

り
、
積
年
の
業
病
が
湯
治
の
結
果
全
治
し
た
と
か
、
不
妊
症
の
婦
人

が
湯
に
入
っ
て
子
供
を
も
う
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
か
、
科
学
的
に

説
明
し
難
い
効
果
を
体
験
し
た
と
き
、
何
か
神
仏
の
霊
験
を
感
ず
る

の
は
、
粗
朴
な
庶
民
の
感
覚
と
し
て
当
然
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
に
現
世
利
益
、
衆
病
悉
除
の
薬
師
如
来
に
対
す
る
信
仰
が
結
び

つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
上
州
草
津
の
湯
、
摂
州
有
馬
の
湯
は
わ

115 

が
国
東
西
の
両
大
関
の
位
置
を
占
め
る
温
泉
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も



薬
師
如
来
の
み
ち
び
き
給
う
た
温
泉
と
し
て
語
り
継
が
れ
て
来
た
。

そ
の
他
道
後
、
熱
海
、
玉
造
、
浅
間
、
山
中
温
泉
等
々
明
者
名
な
ほ
と

ん
ど
の
温
泉
は
薬
師
如
来
に
ゆ
か
り
の
あ
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

し
か
し
現
代
の
日
本
人
が
温
泉
に
対
し
て
抱
く
感
覚
は
如
何
な
も

の
で
あ
ろ
う
か
。
団
体
温
泉
旅
行
で
酒
を
飲
ん
で
大
騒
ぎ
し
た
り
、

新
婚
旅
行
で
の
温
泉
泊
り
で
も
、
そ
の
温
泉
の
由
緒
も
効
能
も
知
ら

ず
に
す
ん
で
し
ま
い
、
湯
治
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
か
ら
す
っ
か
り
か
け

離
れ
て
し
ま
っ
た
。
ま
し
て
や
薬
師
如
来
の
功
徳
を
感
謝
す
る
風
習

は
す
っ
か
り
影
を
ひ
そ
め
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う
し

た
す
さ
ん
だ
現
代
に
あ
っ
て
も
、
い
わ
ゆ
る
素
朴
な
湯
治
場
で
は
薬

師
如
来
を
杷
り
あ
が
め
な
が
ら
湯
治
に
い
そ
し
む
風
習
が
細
々
な
が

ら
も
み
ら
れ
る
。

上
州
四
万
温
泉
、
薬
師
温
泉
、
信
州
菱
野
温
泉
、
別
所
温
泉
、
白

骨
温
泉
、
小
谷
温
泉
、
中
一
房
温
泉
、
欠
ノ
湯
、
越
後
の
梶
山
新
湯
、

蒲
原
温
泉
、
飛
騨
の
平
湯
温
泉
、
蒲
団
温
泉
、
紀
州
の
竜
神
温
泉
、

湯
蜂
温
泉
、
川
湯
温
泉
、
椿
温
泉
、
越
中
の
小
川
温
泉
等
々
こ
こ
数

年
来
訪
ね
た
温
泉
湯
で
の
薬
師
信
伸
の
歴
史
実
態
を
報
告
し
、
更
に

若
干
の
文
献
的
な
調
査
も
合
せ
て
報
告
し
参
考
に
供
し
た
い
。

(
岡
崎
市
〉

古
経
「
治
禅
病
秘
要
法
」
と
そ
れ
が
我

国
の
精
神
医
療
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
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い
て

泰

井

俊

わ
が
国
現
代
の
精
神
科
治
療
の
体
系
は
す
べ
て
欧
米
の
医
学
の
そ

れ
を
組
入
れ
て
い
る
が
、
古
代
の
仏
典
に
精
神
治
療
の
途
が
示
さ
れ

( 22 ) 

て
い
る
こ
と
は
従
来
全
く
閑
却
さ
れ
て
来
た
。
し
か
る
に
本
経
に
は

仏
陀
が
修
行
僧
の
乱
心
病
を
治
す
る
七
二
種
の
方
法
が
示
さ
れ
て
あ

る
の
は
専
門
科
的
に
み
て
真
に
興
味
深
い
。

現
存
せ
る
本
経
に
示
さ
れ
た
治
療
法
は
一
九
種
で
あ
る
が
、
こ
れ

を
整
理
す
れ
ば
五
の
部
類
と
な
る
。

一
、
乱
声
、
悪
名
、
利
養
、
内
風
、
外
風
に
基
づ
く
発
狂
の
治
療

二
、
地

・
水

・
火

・
風
の
観
想
の
逸
脱
に
基
づ
く
発
狂
の
治
療

三
、
四
大
の
失
調
に
基
づ
く
心
身
症
の
治
療

四
、
邪
淫

・
犯
戒

・
歌
唱
狂
の
治
療

五
、
鬼
魅
に
基
づ
く
発
狂
の
治
療



こ
れ
等
の
療
法
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
方
法
が
凡
て
内

視

・
膜
想
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
仏
教
の
伝
来
と
共
に
わ
が
国
に
伝

え
ら
れ
た
こ
の
内
観
法
が
、
中
世
よ
り
近
世
に
い
た
る
ま
で
い
わ
ゆ

る
僧
医
に
よ
っ
て
施
行
さ
れ
、
そ
れ
が
仏
法
の
力
に
よ
る
狂
者
の
治

癒
例
と
し
て
文
献
に
続
々
と
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
更
に
そ
れ
は
明
治

期
よ
り
現
代
に
い
た
る
ま
で
、
姿
や
形
を
か
え
て
脈
々
と
し
て
伝
え

ら
れ
、
広
く
み
れ
ば
東
洋
的
人
生
観
の
基
潮
を
す
ら
形
成
す
る
の
観

が
あ
る
。
そ
の
源
流
を
本
経
の
趣
旨
に
さ
ぐ
ろ
う
と
す
る
。

(
大
阪

・
北
野
病
院
神
経
精
神
科
〉

弥
勤
ボ
サ
ツ
下
生
経
と
治
病
信
仰

関

根

雄

正

日
本
の
治
病
信
仰
で
は
、
対
象
と
な
る
仏
尊
の
数
は
き
わ
め
て
多

ぃ
。
寺
院
仏
堂
の
数
か
ら
み
て
観
音
ボ
サ
ツ

・
ア
ミ
タ
如
来

・
薬
師

如
来

・
地
蔵
ボ
サ
ツ

・
不
動
明
王
な
ど
は
代
表
的
仏
尊
で
あ
る
。
ミ

ロ
ク
ボ
サ
ツ
の
信
仰
は
古
代
に
隆
盛
し、

そ
の
治
病
信
仰
で
は
中
世

( 23 ) 

以
向
に
あ
っ
て
形
態
を
か
え
て
、
大
部
分
が
間
接
的
信
仰
に
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
他
の
仏
尊
の
場
合
と
い
さ
さ
か
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ

る。
、
ロ
ク
信
仰
の
所
依
と
す
る
経
典
は
、
ミ
ロ
ク
六
部
経
で
あ
る
。

そ
の
第
一
の
『
観
弥
勃
菩
薩
ト
ソ
ツ
天
上
生
経
』
で
は
、
こ

の
ボ
サ

ツ
は
ト
ソ
ツ
天
に
上
生
し
て
、
そ
こ
で
五
六
億
年
間
を
ボ
サ
ツ
道
の

行
道
に
過
し
、
そ
の
あ
と
ト
ソ
ツ
天
か
ら
エ
ン
プ
提
の
人
間
世
界
に

下
生
し
て
く
る
。
そ
れ
故
に
人
民
(
に
ん
み
ん
〉
は
「
繋
念
念
仏
形
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像
、
称
ミ
ク
ロ
名
」
す
る
な
ら
ば
、
命
終
の
あ
と
ト
ソ
ツ
天
に
往
生



で
き
て
ミ
ロ
ク
と
共
棲
し
、
さ
ら
に
ミ
ロ
ク
下
生
に
従
っ
て
再
び
人

間
世
界
に
生
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。

『
ミ
ロ
ク
下
生
経
』

『
ミ
ロ
ク
成
仏
経
』
に
よ
れ
ば
、
ミ

ロ
グ
は

シ
ヤ
カ
と
全
く
同
じ
プ
ロ
セ
ス
で
人
間
世
界
の
バ
ラ
モ
ン
家
に
生
れ

で
て
、
シ
ヤ
カ
と
同
じ
無
上
道
果
を
成
し
て
仏
尊
と
な
る
。
ミ
ロ
ク

の
生
れ
で
る
と
き
の
国
土
は
、
極
め
て
平
和
豊
鏡
の
土
地
で
「
無
有

疾
苦
常
安
楽
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
た
だ
そ
こ
に
は
「
唯
有
三
病
、

一
便
利
二
飲
食
三
衰
死
」
の
問
題
が
あ
る
。

そ
れ
で
下
生
の
意
義

は
、
人
聞
に
「
不
能
免
三
悪
、
妻
子
財
産
所
不
救
、
世
間
無
常
命
難

久
保
」
で
あ
る
こ
と
を
教
え
、
発
行
を
す
す
め
て
そ
れ
に
よ
る
人
民

の
済
度
を
目
的
と
す
る
。
他
の
経
典
が
治
病
を
も
っ
て
済
度
の
善
巧

方
便
と
し
て
い
る
の
に
、
ミ
ロ
ク
で
は
一
般
の
病
気
を
治
し
て
や
る

と
は
ひ
と
こ
と
も
い
っ
て
い
な
い
。

ミ
ロ
ク
下
生
信
仰
の
前
提
は
、
下
生
の
土
地
が
極
め
て
い
い
国
土

で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
宮
田
登
氏
ら
は
メ
シ
ア
思
想
だ

と
指
摘
す
る
。
そ
れ
で
ミ
ロ
ク
信
仰
に
は
そ
の
布
教
を
分
担
す
る
鹿

島
信
仰
の
な
か
で
、
疫
病
神
を
地
域
か
ら
追
放
す
る
行
事
が
あ
り
、

現
在
で
も
そ
こ
に
ミ
ロ
ク
踊
や
ミ
ロ
ク
唄
が
残
る
。
疫
病
の
追
放

は
、
生
産
の
減
少
を
く
い
止
め
る
か
ら
国
土
豊
鏡
の
条
件
の
ひ
と
つ

で
あ
る
。

、
ロ
ク
の
治
病
は
修
験
道
の
な
か
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。
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『
下
生

経
』
で
は
、
賢
者
大
迦
葉
を
え
ら
び
「
ミ
ロ
ク
当
説
三
乗
之
教
加
我

今
日
、
弟
子
之
中
大
迦
葉
者
行
十
二
頭
陀
:
:
:
此
人
当
佐
ミ
ロ
ク
勧

化
人
民
」
と
あ
っ
て
、
迦
葉
の
党
行
を
人
民
の
手
本
と
す
る
こ
と
を

の
ベ

、
ミ
ロ
ク
は
わ
ざ
わ
ざ
、
山
上
に
住
い
す
る
迦
葉
の
居
所
を
訪

問
し
た
と
す
る
。
そ
れ
で
役
小
角
か
迦
葉
ミ
ロ
ク
を
信
奉
し
た
こ
と

は
、
大
和
当
麻
寺
・
和
泉
施
福
寺
な
ど
の
事
蹟
に
残
る
。

さ
ら
に
弘
法
信
仰
で
は
、
宗
祖
の
入
定
思
想
か
ら
発
展
し
、
そ
こ

に
数
多
い
治
病
信
仰
が
あ
る
。
そ
の
空
海
は
「
御
遣
告
」
の
な
か
で

ミ
ロ
ク
に
従
い
て
下
生
す
る
こ
と
を
約
束
し
、

「
五
十
六
億
余
之
後

( 24 ) 

必
慈
尊
御
共
下
生
砥
候
、
可
問
吾
先
跡
」
と
の
ベ

、
そ
の
治
病
信
仰

が
結
合
し
て
い
る
。

ミ
ロ
ク
へ
の
治
病
希
求
は
、

か
よ
う
に
間
接
的
の
拡
大
が
多
い
が

直
接
的
の
も
の
も
少
数
に
存
在
す
る
。
現
在
、
北
関
東

・
近
畿
地
方

な
ど
に
い
く
つ
か
の
事
例
を
み
る
が
、
す
べ
て
民
間
信
仰
の
発
想
の

度
合
い
が
強
い
。

〈
太
田
病
院
・
太
田
市
〉



唐
J
清
聞
に
お
け
る

u
医
師
H

よ
り
見
た
医
者
の
地
位
に
つ
い
て の
官

山

本

徳、

子

わ
が
国
に
お
い
て
、
医
者
に
対
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
H

医
師
μ

な
る
名
称
は
、
中
国
の
医
官
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
制
度

的
起
源
は
、

『
周
礼
』
に
お
け
る
記
載
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
い
る
。

唐
代
に
お
い
て
も
、
医
官
と
し
て
の
医
師
は
見
ら
れ
る
の
で
あ
る

ヵ:

H

医
師
u

の
名
称
は
そ
の
ま
ま
で
あ
っ

て
も
、
地
位
に
つ
い
て

は
変
化
が
み
う
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

て
医
の
政
令
を
掌
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
唐
代
に
至
っ

て
は
、

治
療

か
つ

て
は
衆
医
の
長
と
し

担
当
者
兼
医
生
を
教
え
る
補
助
者
に
な
っ
て
い
た
。
宋
代
に
な
る

と
、
そ
の
複
雑
な
政
局
に
伴
う
官
制
の
変
化
と
と
も
に
、
医
師
な
る

官
も
ま
た
影
響
を
受
け
て
い
る
よ
う
に
解
せ
ら
れ
る
。
現
今
の
中
国

に
お
い
て
は
、
ま
た
、
医
生
、
医
士
の
名
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
が
、
明
・

清
の

こ
ろ
に
、
医
官
と
し
て
医
土

・
医
生
が
み

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

名
称
な
る
も
の
は
、
時
代
お
よ
び
当
時
の
状
況
に
よ
っ
て
変
化
す

る
も
の
で
も
あ
ろ
う
が
、
ま
た
、
そ
の
時
期
の
状
態
の
一
一
闘
を
現
す

も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。
実
態
に
つ
い
て
の
こ

と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
ま
ず
、
制
度
上
に
お
け
る
医
官
の
こ
と
を

把
揮
し
た
い
も
の
と
考
え
、

一
例
と
し
て
、
H

医
師
μ

な
る
官
を
通

じ
て
、
唐
代
以
後
の
医
者
の
地
位
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

〈大
阪
大
学
教
養
部
〉
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出日
自本
に古
つ代
い 医
て 療
官
人
の

新

村

拓

内
薬
司
官
人
は
ほ
ぼ
典
薬
寮
よ
り
の
出
向
官
人
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
た
が
、
両
官
司
に
勤
務
す
る
官
人
の
出
身
の
多
く
は
百
済

・

新
羅

・
倭
漢
氏
系
の
帰
化
人
で
あ
っ
て
、
八
世
紀
の
段
階
に
お
い
て

は
補
任
氏
族
の
約
七

O
%が
彼
ら
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
他
の
氏
族
に
つ
い
て
は
物
部
、
平
群
、
大
神
と
い
っ
た
大
化
前
代

以
来
の
中
軸
的
な
氏
族
の
進
出
が
わ
ず
か
に
み
ら
れ
る
が
、
多
く
は

卑
門
出
自
の
外
階
コ

l
ス
を
歩
む
氏
族
で
あ
っ
て
、
本
官
を
最
後
に

致
任
し
て
お
り
、
両
官
司
と
も
政
界
と
は
無
縁
な
と
こ
ろ
で
あ
っ
た

と
い
え
る
。
医
官
に
つ
い
て
は
寮
内
教
育
に
よ
っ

て
養
成
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
帰
化
人
の
一
部
が
薬
部
と
し
て
身
分

的
に
固
定
さ
れ
て
世
襲
的
に
技
術
の
習
得
を
は
か
ら
せ
る
と
い
う
タ

テ
マ
エ
に
な
っ
て
い
た
が
、
他
方
で
広
く
有
能
な
庶
人
を
求
め
て
底

辺
の
拡
大
を
は
か
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
医
官
の
多
く
を
占
め
た
帰
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化
系
出
身
の
者
た
ち
の
ほ
と
ん
ど
は
平
安
初
期
に
お
い
て
文
官
へ
転

身
す
る
な
ど
に
よ
っ
て
姿
を
消
し
、
い
わ
ゆ
る
家
業
を
形
成
す
る
に

至
ら
ず
、

ま
た
薬
部
と
し
て
の
伝
統
の
な
い
も
の
が
医
術
を
解
し
、

そ
れ
に
よ
っ
て
出
身
す
る
自
学
習
の
者
の
多
く
も
個
人
的
な
進
出
に

終
始
し
、
氏
族
と
し
て
の
進
出
を
み
な
か

っ
た
た
め
同
じ
く
世
襲
的

な
地
位
を
得
る
に
至
っ
て
い
な
い
。
少
な
く
と
も
九
世
紀
ま
で
を
な

が
め
て
み
る
と
、
当
官
司
は
卑
姓
の
者
た
ち
が
独
自
の
技
能
に
よ
っ

て
立
身
す
る
こ
と
の
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
地
方
豪
族
層
の
子
弟

( 26 ) 

が
京
へ
入
賞
し
、
中
央
の
官
界
へ
進
出
す
る
道
を
拓
く
ひ
と
つ
の
窓

口
に
な
り
え
た
と
思
わ
れ
る
。
十
世
紀
後
半
、
摂
関
体
制
の
確
立
に

併
行
し
て
当
官
に
お
い
て
も
特
定
氏
族
に
よ
る
世
襲
化
が
み
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
が
、
そ
れ
は
諸
官
衡
の
縮
少
、
給
与
の
欠
配
等
の
不
安

定
な
生
活
を
強
い
ら
れ
た
中
下
級
官
人
が
生
存
の
た
め
に
家
業
化
を

推
進
す
る
一
方
で
、
そ
の
地
位
の
安
定
化
の
た
め
に
権
門
勢
家
と
の

聞
に
私
的
な
関
係
を
結
ん
だ
こ
と
に
よ
る
。
そ
れ
に
は
医
術
と
い
う

専
門
性
と
、
人
格
的
な
ふ
れ
合
い
の
中
で
事
が
運
ば
れ
る
と
い
う
医

療
行
為
の
特
殊
性
が
そ
う
し
た
動
き
に
有
利
に
働
い
た
と
い
え
る
。

そ
う
し
た
状
況
の
中
で
丹
波

・
和
気
両
家
の
医
界
に
お
け
る
覇
権
争



い
は
治
療
の
場
に
お
い
て
、
補
任
叙
位
の
時
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た

が
、
結
局
は
丹
波
氏
の
優
位
に
終
わ
っ
て
い
る
。
寮
四
等
官
の
性
格

に
つ
い
て
概
略
す
れ
ば
、
典
薬
頭
は
八
世
紀
半
ば
ま
で
と
十
世
紀
以

後
は
医
業
人
の
任
官
で
あ
る
が
、
中
聞
は
非
医
業
人
の
任
官
と
な
っ

て
お
り
、
典
薬
助
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
が
非
医
業
で
あ
り
事
務
官

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
藤
原

・
源
氏
と
い
う
政
界
に
お
け
る
中
枢

的
な
氏
族
が
ほ
ぼ
世
襲
的
に
補
任
し
て
い
る
。
允
、
属
は
ほ
ぼ
医
業

の
人
で
あ
り
、
内
部
昇
進
に
よ
る
任
官
で
あ
っ
た
。

(
神
奈
川
県
立
津
久
井
高
等
学
校
〉

医
学
の
文
芸
化
に
つ
い
て

木

栄

わ
れ
わ
れ
が
多
岐
難
解
な
学
聞
を
必
要
に
迫
ら
れ
覚
え
易
く
し
よ

う
と
す
る
時
に
は
、
そ
れ
を
で
き
得
る
限
り
簡
単
な
一
定
の
形
式
に

ま
と
め
、
図
に
し
た
り
表
に
し
た
り
、
ま
た
縮
め
て
短
い
文
字
に
列

べ
た
り
す
る
。
し
か
も
さ
ら
に
調
子
を
整
え
前
し
易
く
し
こ
れ
に
情

( 27 ) 

感
を
も
持
た
せ
よ
う
と
す
る
。
現
代
の
変
転
め
ま
ぐ
る
し
い
学
問
で

は
、
箇
条
的
な
図
表
の
範
囲
に
止
ま
っ
て
い
る
が
、
む
か
し
は
、
詩

や
賦
や
歌
、
戯
曲
な
ど
を
以
て
滋
味
豊
か
に
、
こ
れ
が
作
り
為
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
形
市
上
の
学
で
は
こ
れ
は
一
般
化
さ
れ
、
そ
れ
自
体

の
も
の
も
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
形
而
下
の
科
学
の
分
野
に

ま
で
及
ん
で
、
殊
に
医
学
は
特
別
の
科
学
で
あ
り
病
気
治
療
を
目
的

と
し
、
芸
術
性
を
必
要
と
す
る
ゆ
え
、
こ
れ
の
文
芸
化
は
他
の
科
学

的
学
問
よ
り
豊
富
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
漢
字
文
化
圏
に
お
い
て
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は
、
文
字
の
遊
芸
化
が
容
易
で
あ
り
、
伝
統
医
学
が
二
十
世
紀
に
な



っ
て
も
温
存
さ
れ
て
い
る
た
め
も
あ
っ
て
、
こ
の
医
学
の
文
芸
的
作

品
が
多
く
伝
存
し
て
い
る
。
西
欧
で
も
存
在
す
る
が
(
碍
詩
恥
駅
止
』

卿
戸
編
畑
一
件
)
、

わ
れ
わ
れ
の
よ
う
に
色
と
り
ど
り
で
な
い
よ
う
で
あ

る
。
私
は
こ
れ
を
医
学
の
文
芸
化
|
文
芸
医
学
と
名
付
け
、
二
十
数

年
来
時
に
ふ
れ
親
し
ん
で
い
る
。
医
史

・
病
症

・
診
断

・
治
療

・
薬

物

・
鋪
灸

・
養
生
な
ど
に
お
い
て
は
、
独
立
化
し
た
小
学
問
と
認
め

ら
れ
る
ほ
ど
に
進
歩
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
本
席
で
は
こ
れ
ら
の

う
ち
若
干
を
拾
い
、
資
料
を
示
し
つ
つ
解
説
し
よ
う
と
思
う
。

〈
千
字
文
〉
(
ト
刊
相
暗
紅
白
一
。
)
南
朝
の
梁
代
の
原
典
に
準
じ
て
各

種
各
様
の
「
千
字
文
」
が
た
く
さ
ん
作
ら
れ
た
が
、
医
学
の
面
で

は
、
日
本
で
は
鎌
倉
時
代
の
惟
宗
時
俊
の
『
医
家
千
字
文
註
』
が
あ

り
、
こ
の
註
解
は
医
学
史
上
価
値
が
高
い
。
江
戸
後
期
に
『
医
経
千

字
文
』
な
る
も
の
も
作
ら
れ
た
。

八
三
字
経
〉
(
己
認
一
骨
一
間
)

著
名
な
の
は
清
の
陳
念
祖
の
『
医
学

字
経
』
で
、
官
頭
に
あ
る
「
医
学
源
流
」
は
中
国
医
学
史
を
見
事
に

説
き
、
次
い
で
全
病
症
を
二
十
三
に
分
け
て
解
く
。
こ
の
書
の
後
に

「
続
編
」
も
多
く
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
三
言
の
形
に
さ
れ
た

も
の
に
『
針
灸
三
字
経
』

『
外
科
三
字
経
』
、
温
病
、
痢
症
、
女
科
、

臓
脈
経
絡
、
脈
法
、
薬
性
な
ど
の
三
字
訣
の
た
ぐ
い
が
あ
り
枚
挙
に

い
と
ま
が
な
い
。
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〈
四
字
〉

」
れ
は
一
番
多
い
。
薬
品
の
性
味
効
能
を
語
る
『
薬

性
歌
』
の
た
ぐ
い
は
四
字
四
句
で
績
ら
れ
、
明
代
に
出
現
し
親
し
ま

れ
、
朝
鮮
で
は
特
異
に
発
達
し
て
薬
性
歌
本
草
学
な
る
も
の
を
形
成

す
る
ま
で
に
至
っ
た
。
日
本
で
も
行
な
わ
れ
、

『
和
蘭
薬
性
歌
』
の

よ
う
な
異
彩
あ
る
書
も
併
び
現
わ
れ
た
。

「
脈
経
」
を
簡
単
に
し
た

「
脈
訣
」
は
、
宋
代
か
ら
生
ま
れ
盛
行
し
た
、
こ
れ
は
大
体
四
字
で

綴
ら
れ
て
い
る
。

カ
ラ
ワ

タ

オ

ク

ノ
テ

節

ヲ
ツ
ケ
ク
タ
ヲ

〈

詩

、

賦

、

訣

、

括

、

歌

V

、
五
言
の
も

ツ
イ
ク

v

j
ク
夕
日

の
も
あ
る
が
七
言
の
形
式
が
多
い
。
経
絡
、
脈
法
、
湯
方
、
薬
性
、

傷
典
、
論
、
針
灸
な
ど
に
つ
い
て
、
歌
訣

・
歌
括

・
歌
賦
と
称
す
る
書
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が
多
々
あ
る
。

〈
和
歌
〉
、
江
戸
初
期
か
ら
『
和
歌
食
物
本
草
』
『
飲
食
狂
歌
合
』

『
養
生
閏
門
歌
』
が
あ
り
、
「
脈
訣
」
の
和
歌
化
、
『
医
道
百
首
』
の

た
ぐ
い
も
あ
る
。

〈
謡
曲
V
、
江
戸
前
期
に
『
十
四
経
脈
論
』
な
ど
の
謡
曲
が
作
ら

れ
て
い
る
。

(
堺
市
〉



佐
々
木
中
沢
と
大
槻
玄
津

山

形

敵

佐
々
木
中
沢
は
蘭
学
界
の
先
達
で
あ
り
、
同
郷
の
先
輩
で
も
あ
る

大
槻
玄
沢
に
入
門
し
、
そ
の
高
弟
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
こ
と
は
こ

れ
ま
で
も
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
沢
は
寛
政

二
年
一
関
に
生
れ
、

年
二
十
五
歳
の
と
き
江
戸
に
出
て
大
槻
玄
沢
に
学
び
、
ま
た
、
桂
川

甫
賢
や
馬
場
佐
十
郎
に
も
従
学
し
た
。
中
沢
は
江
戸
に
遊
学
し
て
い

一
関
藩
医
建
部
清
庵
由
水
に
学
び
、
文
化
十

る
聞
に
玄
沢
の
蕩
医
新
書
の
校
訂
を
行
な
い
、
ま
た
八
刺
精
要
の
重

訳
に
従
事
し
、
さ
ら
に
蕩
医
精
選
の
翻
訳
を
完
成
し
て
い
た
。

仙
台
藩
医
学
校
初
代
号
頭
渡
辺
道
可
の
依
嘱
に
よ
り
、
桂
川
甫
賢

の
推
薦
を
受
け
て
仙
台
藩
医
学
校
外
科
教
授
と
し
て
文
政
五
年
三
月

仙
台
に
着
任
し
た
が
、
在
職
中
も
大
槻
玄
沢
と
文
通
を
重
ね
、
そ
の

助
力
を
得
て
、
医
学
校
の
蘭
科
拡
充
の
た
め
い
ろ
い
ろ
画
策
し
た
。

私
は
最
近
入
手
し
た
玄
沢
と
中
沢
の
往
復
書
翰
を
検
討
し
た
と
こ

ろ
、
そ
の
師
弟
関
係
は
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
も
の
よ
り
さ
ら
に
緊

密
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

(
東
北
大
学
医
学
部
〉

再
付ぴ

「
安
産
仙
翁
邦
言
教
職
」

五
十
嵐
、
淡
水
の
生
涯

に
つ
い
て

玉

手

典

英

表
題
に
つ
い
て
前
回
報
告
し
た
処
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
の
詳
細

に
つ
き
更
に
調
査
し
た
の
で
再
び
報
告
す
る
。

表
題
の
版
本
の
版
木
は
昨
年
四
月
廿
八
日
の
火
災
に
よ
り
そ
の
大
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半
を
焼
失
し
僅
か
に
三
枚
が
残
っ
た
次
第
で
あ
る
が
、
幸
に
一
部
だ

け
版
し
た
も
の
が
残
さ
れ
て
い
た
の
で
、
こ
の
版
本
と
慶
応
大
学
医

学
部
情
報
セ
ン
タ
ー
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
初
版
本
と
に
よ
り
調
査
し

た。
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
区
分
が
で
き
る
の
で
そ
の
区
分
に
従
っ
て

述
べ
る
。

一
、
妊
娠
中
の
心
得
と
安
産
を
な
す
方
法

特
に
日
常
生
活
の
態
度
や
仕
事
の
事
な
ど
に
つ
き
農
作
業
と
家
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庭
内
の
仕
事
を
例
に
と
り
教
示
し
腹
帯
の
罪
悪
面
を
強
張
し
て
い



る
。
又
栄
養
上
か
ら
食
品
の
選
択
に
つ
き
の
ベ

、
従
来
の
迷
信
に

と
ら
わ
れ
ざ
る
よ
う
注
意
し
て
い
る
。

二
、
出
産
に
際
し
、
予
測
し
得
る
場
合
の
異
常
例
に
つ
い
て
例
を
挙

げ
て
詳
述
し
、
特
に
地
方
弁
を
用
い
て
軽
妙
適
切
な
表
現
を
以
て

示
し
て
い
る
。

二
、
叉
異
常
出
産
の
対
応
策
に
つ
い
て
は
、
直
ち
に
処
置
す
べ
き
初

療
に
関
し
、
微
に
入
り
細
に
汎
っ
て
説
明
し
、
そ
の
方
法
は
従
来

の
漢
方
医
的
な
も
の
が
多
い
が
、
局
所
の
湿
布
、
巻
法
、
洗
浄
等

の
方
法
も
述
べ
て
い
る
。

四
、
多
く
の
処
方
が
記
述
し
て
あ
り
、

一
般
産
婦
に
対
す
る
指
導
よ

り
も
専
門
的
な
所
が
多
い
の
は
当
時
産
婆
と
称
し
、
実
際
に
出
産

を
介
助
し
た
女
性
た
ち
「
と
り
あ
げ
ば
ば
あ
」
に
対
す
る
指
導
と

見
ら
れ
る
。
ま
た
産
科
医
に
対
し
て
も
教
科
書
的
価
値
が
認
め
ら

れ
る
。

五
、
薬
品
名
も
漢
方
薬
の
み
な
ら
ず
、
西
洋
医
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ

た
新
し
い
薬
品
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
内
、
麻
薬
や
劇
毒
薬
と

後
年
規
定
さ
れ
た
薬
品
名
は
、
五
十
嵐
版
木
に
は
削
除
さ
れ
て
い

る
。
後
っ
て
こ
の
五
十
嵐
版
は
明
治
廿
年
以
降
に
彫
刻
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

六
、
妊
産
婦
、
並
出
産
婦
の
心
得
、
栄
養
等
の
指
導
も
実
に
詳
細
に

記
述
さ
れ
て
い
て
余
す
所
が
な
い
。
古
来
の
迷
信
や
随
習
に
つ
い

て
は
明
確
に
そ
の
非
を
の
ベ
て
之
を
排
し
、
現
代
医
学
や
栄
養
学

上
か
ら
も
肯
定
し
得
る
指
導
を
行
な
っ
て
い
る
。

七
、
特
に
出
産
時
の
異
常
に
対
し
て
は
産
婦
の
状
態
か
ら
予
測
さ
れ

る
も
の
を
挙
げ
て
示
し
て
い
る
が
優
れ
た
観
察
力
と
老
錬
な
産
科

技
術
を
駆
施
し
て
救
急
応
急
的
初
療
処
置
を
詳
述
し
て
い
る
。
伺

ち
母
と
子
の
生
命
を
守
る
こ
と
に
徹
底
し
た
指
導
と
い
う
べ
き
で

あ
ろ
う
。
是
等
の
診
断
や
施
術
の
あ
る
も
の
は
現
代
医
学
に
も
十

分
応
え
ら
れ
る
程
度
の
も
の
が
認
め
ら
れ
る
。

特
に
出
血
や
失
神
等
の
重
篤
、
か
つ
突
発
的
な
異
常
に
対
す
る

救
急
処
置
に
つ
い
て
は
、
そ
の
初
期
の
症
状
か
ら
、
余
後
に
い
た

る
ま
で
を
細
々
と
記
し
て
注
意
を
促
し
て
い
る
が
、
当
時
こ
の
よ

う
な
原
因
で
死
亡
し
ま
た
は
産
後
疾
病
に
か
か
る
産
婦
が
多
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

八
、
更
に
産
祷
に
関
し
て
、
部
屋
の
選
定
か
ら
産
婦
の
服
装
や
寝
具

に
つ
い
て
も
色
々
と
指
導
し
、
で
き
る
だ
け
良
好
な
環
境
で
出
産

す
る
よ
う
に
配
慮
し
、
出
産
後
の
回
復
期
の
衛
生
保
健
に
つ
い
て

も
注
意
す
べ
き
も
の
を
教
示
し
、
特
に
産
祷
熱
の
予
防
に
つ
き
言
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及
し
て
い
る
。

九
、
し
か
し
こ
れ
ら
の
診
断
や
処
置
も
素
人
で
あ
る
「
と
り
あ
げ
ば

ば
あ
」
等
の
家
族
や
手
伝
い
の
女
達
に
は
相
当
難
か
し
い
事
柄
が

多
く
、
ま
た
す
べ
て
教
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
も
述
べ

、
濫
り

に
処
置
を
施
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
戒
し
め
て
い
る
。

以
上
の
如
く
具
体
的
に
記
述
さ
れ
た
本
版
本
の
内
容
は
、
同
時
代

に
世
に
行
わ
れ
て
い
た
他
の
産
科
的
指
導
書
で
あ
る
平
野
元
良
の
産

婆
順
知
、
蛭
田
玄
仙
の
口
述
書
、
賀
川
子
玄
の
産
論
、
等
と
比
べ
て

見
る
と
、
多
く
の
一
致
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
平
野
元

良
の
出
版
本
は
そ
の
体
裁
と
い
い
、
記
述
内
容
の
い
う
、
ほ
と
ん
ど

同
一
の
も
の
が
多
い
事
が
判
明
し
た
。
本
版
本
の
著
者
で
あ
る
五
十

嵐
汝
水
は
、
恐
ら
く
こ
れ
ら
先
哲
の
著
書
を
研
究
し
、
そ
れ
に
自
己

の
経
験
を
加
へ
、
更
に
理
解
し
易
い
地
方
弁
を
巧
に
利
用
し
て
独
特

の
漢
文
調
の
文
章
に
、
ル
ピ
を
方
言
で
附
し
た
文
体
を
考
え
出
し
た

も
の
と
思
う
。

五
十
嵐
汝
水
は
生
れ
は
名
古
屋
方
面
で
あ

っ
て
修
験
者
と
し
て
奥

州
に
旅
行
し
、
遂
に
伊
達
領
高
野
藩
の
内
田
村
平
沢
の
一
堂
洞
に
落

付
い
て
布
教
し
て
い
た
。
彼
が
何
時
何
人
よ
り
産
科
の
知
識
と
技
術

を
学
ん
だ
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
沢
山
の
書
籍
を
買
い
求
め
て
所
持

し
読
書
が
す
き
で
あ
っ
た
と
い
う
点
か
ら
見
て
、
前
記
の
産
科
の
医

書
を
読
ん
で
興
味
を
持
ち
初
め
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
彼
の
生
涯

と
家
系
に
つ
き
、
前
回
報
告
後
に
調
査
判
明
し
た
事
項
に
つ
き
追
加

J-
-、
。

1
L
φ
h
I
V
 

尚
復
刻
に
つ
い
て
は
版
本
所
有
者
五
十
嵐
宏
一
氏
の
不
慮
の
死
と

版
木
の
大
半
の
焼
失
に
遇
い
、
途
絶
し
て
い
る
こ
と
は
残
念
で
な
ら

な
い
と
共
に
前
回
の
発
言
が
実
現
し
得
な
か
っ
た
こ
と
に
関
し
申
訳

な
い
次
第
で
あ
る
。

(
仙
台
医
学
史
研
究
会
)
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書
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び
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扶
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し
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さ
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印
」
の
蔵
書
印

の
あ
る
華
浦
医
学
校
旧
蔵
本
で
あ
る
。
ほ
か
に
同
じ
題
名
の
さ
・
』
・

叶

E
2
5
待
。
。
・
}
河
口
∞
斗
N
Y
T出
口
・
が
あ
る
。
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三
、
和
訳
書

a 

『
医
療
新
書
』
、
京独
・逸
坪・
井歎へ
(爾Z
執満シ

芳~J::
捌篭二
(爾￥
為篇
春原
)摸
室、
釈束

慶
応
二
年
(

八
六
八
〉
、

四
冊

本
書
は
英
蘭
堂

・
嶋
村
屋
利
助
の
発
免
で
同
書
の
奥
付
に
は
「
全

b 

四
冊
以
外
tま
未

高普Z刊
備金Zザミ
正土，. ~ 

直 ・ 終
駅列レー
、Eリペ d 

高児ル t，こ
里震ト 。
純、

円高
釈知
看病
の院
兄長

0 
冊

E司 し一

列νL
Bリペ主

墨:z
定ヵ;
窒
扶
斯
病
論
島=

問
、
岡
沢
、

貞
一
郎
校

明
治
十
二
年
(
一
八
七
九
)
刊
、

冊

訳
者
の
緒
言
の
中
で
「
普
重
土
ノ
大
医

・
列
別
児
篤
氏
ノ
病
理
書

中
ニ
就
キ
」

と
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、

伊
岳
町
同
庁
の
阿
片
品
昌
弘
吉
与
え
ミ



~ 
e、.

RE 
5 i:! 
~語
c " 町 一司許.，-

号E
A13. 

ぎミ
l;: .，_噌

ミ 吋
;:，-

ES  
~ ~. 
。
宮-E
'" (J、話。、
叫
定
、‘t
b 
勘定~

o、

書
、

そ
し
て
そ
の
蘭
訳

C
F丹
}

百

円

〉
自
己
目
同
門戸

mwg
(
C・

問。。四円同・

仏
0
0円

関・』・

〈
伊
ロ

U
5
L
・

〈
内
円
件
・

開。
切符円〉・

E
8
1
5
8・
か
ら
採
っ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

の
こ
と
に
つ
い
て
は
叙
に
も
触
れ
て
い
な
い
。
た
だ
訳
文
と
一

、

蘭
訳
書
と
比
較
し
て
、
恐
ら
く
て

の
蘭
訳
書
に
よ
っ
た
も
の
で
あ

ろ
う
と
推
測
す
る
に
と
ど
め
る
。
『
医
療
新
書
』
の
方
の
原
典
(
蘭
訳

書
)
は
、
和
訳
書
の
序
言
に
、
蘭
訳
者

・
度
律
斯
麻
(
〉
・
ロ
ユ
四
日S
釦

)

と
明
記
が
あ
り
、
そ
の
刊
行
年
も
一
致
し
て
い
る
の
で
、
前
述
ど
お

り
で
あ
る
こ
と
に
誤
り
は
な
い
。

四
、
Hh

Z
円
円
本
の
意
義

さ
き
に
演
者
は
、
明
治
前
の
洋
(
医
)
学
受
容
に
つ
い
て
は
①
ラ

イ
デ
ン
学
統
医
学
受
容
期
〈
一
七
五

0
1
一
八
五

O
〉
、
②
生
気
(
機
)

論
医
学
受
容
期
(
一
八
二

0
1
一
八
五
五
て
さ
ら
に
③
病
理
解
剖

を
基
盤
と
す
る
医
学
受
容
期
(
一
八
六
八
J
一
八
八
O
)
の
三
期
に

分
け
て
考
え
る
こ
と
が
よ
い
と
提
案
し
た
。
そ
の
第
三
期
の
代
表
的

意
義
は
重
大
で
あ
る
。

(
京
都
市
)

宇
田
川
格
蓄
の
著
書
に
見
ら
れ
る
呼
吸

及
び
酸
素
に
関
す
る
記
載

、，
、ーの

矢

部

良E

新
し
い
元
素
概
念
に
よ
る
酸
素
呼
吸
の
理
解
は
ラ
ボ
ア
ジ
エ
に
始

ま
る
。
酸
素
呼
吸
及
び
血
液
の
ガ
ス
交
換
に
関
す
る
西
欧
に
お
け
る

知
見
が
、
宇
田
川
橋
奄
に
よ
り
校
補
あ
る
い
は
著
作
さ
れ
た
諸
書

『
菩
多
尼
詞
経
』
(
一
八
二
二
〉
、
『
新
訂
増
補
和
蘭
薬
鏡
』
(
一
八
一
一
一

O
)、
『
遠
西
医
方
名
物
考
及
同
補
遺
』
(
一
八
二
二
J
一
八
三
四
)
、

『
植
学
啓
原
』
(
一
八
三
四
〉
、
『
舎
密
閉
宗
』
(
一
八
三
七
J
一
八
三

九
〉
に
ど
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
か
を
調
べ
て
見
た
。

『
菩
多
尼
詞
経
』
、
『
新
訂
増
補
和
蘭
薬
鏡
』
で
は
酸
素
呼
吸
に
関

す
る
記
載
は
認
め
ら
れ
な
い
。

養
の
料
」
、

「資

「
気
孔
」
、
巻
之
三
「
遠
近
の
成
分
」
で
酸
素
お
よ
び
植

『
植
学
啓
原
』
で
は
、
巻
之

物
の
ガ
ス
代
謝
の
記
述
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
す
で
に
報
告
し
て
い

る
(
科
学
史
研
究
、

一
九
七
二
三

一O
四
号
、

ち
な
み
に
、

( 33 ) 

植
物
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の
呼
吸
に
よ
る
ガ
ス
交
換
が
証
明
さ
れ
、
呼
吸
が
動
植
物
共
通
の
現

象
と
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
一
八
五

O
年
で
あ
る
。

『
遠
西
医
方
名
物
考
補
遺
』
巻
七
元
素
編
第
一
で
は
、
温
索
、
光

ガ

ス

素
、
瓦
斯
、
酸
素
、

窒
素
、

水
素
、

巻
八
元
素
編
第
こ
で
は
、

酸
、
巻
九
元
素
編
第
三
で
は
、
大
気
、
排
気
鐙
図
説
に
お
い
て
酸
素

呼
吸
の
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。

『
舎
密
閉
宗
』
で
は
、
初
編
巻
二
第
三
十
一
章
、
第
三
十
二
章
、

第
三
十
三
章
、
第
三
十
四
章
、
第
三
十
五
章
、
第
三
十
七
章
、
第
四

十
章
、
第
四
十
八
章
、
巻
三
第
六
十
七
章
、
第
六
十
八
章
、
第
七
十

一
章
に
酸
素
お
よ
び
酸
素
呼
吸
の
記
載
が
あ
る
。
特
に
、
第
三
十

五
、
三
十
七
、
四
十
、
六
十
七
、
六
十
八
、
七
十
一
章
は
酸
素
呼
吸

に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

両
書
の
記
述
は
、
動
物
が
大
気
中
の
酸
素
を
と
り
込
み
、
窒
素
は

そ
の
ま
ま
呼
気
と
し
て
出
し
、
酸
素
が
静
脈
血
に
溶
け
る
と
鮮
紅
色

の
動
脈
血
に
な
る
こ
と
、
酸
素
の
一
部
は
体
内
で
炭
素
と
結
合
し
て

炭
酸
瓦
斯
と
な
り
、
呼
気
に
含
ま
れ
て
排
出
さ
れ
る
こ
と
、
炭
酸
瓦

斯
が
動
物
の
呼
吸
に
害
が
あ
る
こ
と
、
窒
素
瓦
斯
が
動
物
の
呼
吸
に

害
が
あ
る
と
い
う
の
は
酸
素
の
欠
乏
が
真
因
で
あ
る
こ
と
、
窒
素
瓦

斯
が
植
物
に
有
害
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
ほ
ぼ
類
似
共
通
し
て
い
る
。

両
書
の
記
述
内
容
の
共
通
性
は
両
書
の
執
筆
時
期
が
同
じ
頃
で
あ

128 

っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
記
述
内
容
は
『
遠
西
医
方
名
物
考
補

遺
』
の
方
が
詳
細
に
わ
た
る
。
こ
れ
は
こ
の
書
が
医
者
の
た
め
の
薬

炭

物
書
で
あ
っ
た
こ
と
、

『
舎
密
閉
宗
』
は
化
学
書
と
し
て
、
他
項
目

と
の
関
係
も
あ
り
、
整
理
さ
れ
て
記
載
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ

れ
る
。
と
り
わ
け
、

『
遠
西
医
方
名
物
考
補
遺
』
に
お
け
る
元
素
お

よ
び
動
物
の
酸
素
呼
吸
に
関
す
る
詳
し
い
記
載
は
、
本
邦
で
最
初
の

も
の
で
あ
る
こ
と
と
共
に
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

(
武
蔵
大
学
生
物
学
教
室
〉

( 34 ) 



京
都
療
病
院
に
お
け
る
ヨ
ン
ケ
ル

大

矢

全

節

京
都
療
病
院
は
明
治
五
年
壬
申
(
一
八
七
二
〉
、

今
か
ら
約
一

O

四
年
前
に
、
現
在
の
東
山
円
山
公
園
付
近
、
粟
田
口
に
創
設
さ
れ
、

ド
イ
ツ
医
師
ヨ
ン
ケ
ル
お
よ
び
レ

l
マ
ン
を
招
い
て
教
師
と
し
て
ド

イ
ツ
医
学
を
講
義
せ
し
め
た
。

ヨ
ン
ケ
ル
の
処
方
な
ら
び
に
諸
説
は
開
院
後
約
二
年
の
明
治
七
甲

成
年
十
一
月
医
学
生
原
元
良
が
通
弁
司
山
田
某
を
介
し
て
筆
記
し
た

写
本
の
「
療
病
院
治
療
則
」
と
題
し
て
、
今
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

京
都
療
病
院
は
現
在
の
京
都
府
立
医
科
大
学
の
前
身
で
、
明
治

己
巳
年
一
八
六
九
、
相
良
知
安
、
岩
佐
純
等
の
米
人
フ
ル
ベ
ツ
キ
の

忠
言
を
聴
い
て
ド
イ
ツ
に
範
を
と
る
こ
と
が
決
定
し
て
か
ら
ド
イ
ツ

医
学
が
京
都
の
療
病
院
に
導
入
さ
れ
た
記
録
と
し
て
大
切
な
資
料
と

考
え
ら
れ
る
。

(
枚
方
市
)

大
森
治
豊
先
生
の
ス
ラ
イ
ド宇

留
野

勝

弥

九
大
初
代
学
長
大
森
治
豊
先
生
の
伝
記
を
著
述
し
た
の
は
昭
和

十
六
年
八
月
で
あ
っ
た
。
伝
記
の
資
料
を
全
国
か
ら
拾
集
し
て
い
た

と
き
、
好
運
に
も
先
生
の
直
孫
大
森
晴
夫
博
士
よ
り
ア
ル
バ
ム
を
贈

呈
さ
れ
た
。
私
は
非
常
に
貴
重
な
多
く
の
写
真
を
入
手
し
た
の
を
よ

ろ
こ
び
、
四
十
二
駒
の
ス
ラ
イ
ド
に
製
作
し
た
。
そ
の
ス
ラ
イ
ド
の

( 35 ) 

若
干
を
お
自
に
か
け
る
。

f、
上
山
市、J
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邦
訳
「
解
体
生
理
図
説
」

者
維
廉
杜
児
寧
児

と
そ
の
原
著

(
ウ
ィ
リ
ア
ム

タ

ー
ナ

l
)
に
つ
い
て

蒲

原

宏

ウ
ィ
リ
ア
ム

・
ウ
イ
ル
ス
が
東
大
で
講
義
を
し
た
解
剖
生
理
学
の

原
著
は
、
主
と
し
て
ウ
ィ
リ
ア
ム

・
タ
l
ナ
l
(宅
自
芯

B
吋
号

5
る

の
〉
己
8
0同，
F
Z
B
MWロ
〉
ロ
伊
丹O
B可
符

E
q伯
仲

O
Ho
m吋
H

∞ω
F
開
企
ロ
σロ
?

∞F

に
よ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

佐
々
木
東
洋
は
明
治
六
年
こ
の
原
著
を
翻
訳
し
て
、

「維
廉
社
児

寧
児
原
著
、
解
体
生
理
図
説
」
四
巻
と
し
て
杏
雲
堂
蔵
版
と
し
て
島

村
鼎
甫
の
校
聞
を
へ
て
出
版
し
て
い
る
。

維
廉
杜
児
寧
児
は

∞
昨
君
主
曲目
吋
Z
ER

(
H
∞ω
uwJ
H
@
H
a)

こ
と
で
あ
り
、

一
八
三
二
年
一
月
七
日
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ラ
ン
カ
ス

タ
l
(
F
E
n
S
5
4
に
生
れ
、

ロ
ン
ド
ン
の
∞
デ
岡
常
任
。
-o
g司
君

国
O
M
M
M

止と

で
勉
強
し
、

一
八
五
三
年
に
H
N
・C-ω
・
の
メ
ン
バ

ー
と
な

っ
た
。一

八
五
四
年
エ
ヂ
ン
パ
ラ
大
学
の
解
剖
学
の

司
円。ぉ
2
2
と
な
り
、

130 

の
ち
同
大
学
の
解
剖
学
教
授
と
な
っ
た
。

ウ
イ
リ
ス
が
エ
デ
ン
パ
ラ
大
学
在
学
中
に
親
し
く
教
え
を
受
け
た

「
解
体
生
理
図
説
」

E
5
5
白

N
E立
o-o間可

は
一
八
五
七
年
エ
ヂ
ン
パ
ラ
で

出
版
さ

先
生
で
も
あ
り
、

の
原
著

旨
宮
田

O
『

Z
B
S

れ
た
も
の
で
あ
り
、

一
八
五
九
年
に
ウ
イ
リ
ス
は
エ
ヂ
ン
パ
ラ
大
学

を
卒
業
し
た
と
き
に
は
入
手
で
き
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。

タ
l
ナ
ー
は
解
剖
学
者
で
あ
る
と
と
も
に
有
能
な
ア
ド
ミ
ニ
ス
ト

一
九

O
O年
か
ら
十
三
年
間
エ
ヂ
ン
パ
ラ
大
学
医

( 36 ) 

レ
タ

ー
で
あ
り
、

学
部
に
お
け
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
出
身
の
最
初
の
医
学
監
督
官
の
役
を

務
め
て
い
る
。

一
九
一
六
年
二
月
十
五
日
エ
ヂ
ン
パ
ラ
で
七
四
歳
で
没
し
て
い
る

が
、
そ
の
業
績
に
つ
い
て
述
べ

、

「
解
体
生
理
図
説
」
が
明
治
初
期

の
日
本
医
学
教
育
と
の
か
か
わ
り
合
い
に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。

の

ハ
新
潟
ガ
ン
セ
ン
タ
ー
)



指
紋
法
の
創
始
を
め
ぐ
っ
て長

門
谷

洋

治

指
紋
に
つ
い
て
の
認
識
は
東
洋
で
は
早
く
か
ら
あ
り
、
西
洋
で
も

知
ら
れ
て
い
た
が
、
個
人
識
別
に
指
紋
が
有
用
で
あ
る
こ
と
が
見
出

だ
さ
れ
、
こ
れ
が
実
際
に
応
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
十
九
世

紀
も
末
近
く
で
あ
っ
た
。
指
紋
法
に
つ
い
て
最
初
の
発
表
を
な
し
た

の
は
来
日
宣
教
医
の
英
入
国

gミ
明
恒
三
会
(
一
八
四
四
J
一
九
三

。

一
八
八

O
年
十
月
二
十
八
日
号
に
登
載
さ
れ

で、

ヲ
L
F
W昨
口
同
角
川

た
。
「
手
の
皮
膚
の
し
わ
に
つ
い
て
。
ロ

H
Z
F宮
'
P
R
o
g
oご
町
内

回
目
円
四
」

と
題
し
た
そ
の
小
論
は

「
日
本
で
発
見
さ
れ
た
前
史
時
代

の
陶
器
の
標
本
を
吟
味
し
て
い
る
聞
に
、
粘
土
が
ま
だ
柔
か
い
う
ち

に
つ
け
ら
れ
た
あ
る
指
跡
の
特
徴
に
、
私
は
約
一
年
前
注
意
を
払

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
い
う
書
き
出
し
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

開
内
凶
ぜ
〈
担
円
払
∞
・
冨
O
円
お
発
見
に
な
る
大
森
貝
塚
よ
り
出
土
の
縄
文
式

土
器
に
よ
っ
た
も
の
で
あ

っ
た
。
彼
は
こ
の
文
の
中
で
猿
の
指
紋
、

人
間
ハ
日
本
人
、
外
国
人
)
の
指
紋
、
指
紋
の
と
り
方
(
イ
ン
キ
の

使
用
〉
、

法
医
学
的
応
用

(
犯
罪
者
の
身
元
の
証
明
)
さ
ら
に
人
類

学
的
、
遺
伝
学
的
応
用
に
ま
で
言
及
し
て
い
る
。

こ
の
論
文
が
で
て
僅
か
一
カ
月
後
の
同
誌

(
十
一
月
二
十
五
日

号
)
に
か
つ
て
イ
ン
ド
・
ベ
ン
ガ
ル
州
の
官
更
で
あ
り
、
当
時
オ
ツ

ク
ス
フ
ォ
ー
ド
在
の
英
人
宅
三
S
S
』
・
出

manz-
が
「
手
の
皮
膚

の
し
わ
、

ω
r
E
明
記
円
。
要
国
O
『
吾
何
回
担
白
色
」
な
る
小
論
を
寄
せ
た
。

本
論
文
は
題
名
も
よ
く
似
て
お
り
、
そ
の
最
初
に
つ
ぎ
の
ご
と
く
記

さ
れ
て
い
る
。

「
あ
な
た
の
日
本
の
寄
稿
者
の
行
な
わ
れ
た
興
味
深

( 37 ) 

い
研
究
を
助
成
す
る
た
め
に
、
私
の
所
有
す
る
情
報
を
寄
稿
す
る
こ

と
を
お
許
し
下
さ
い
。
も
う
二
十
年
以
上
も
私
は
指
跡
の
方
法
で
署

名
を
と
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
イ
ン
ド
で
は
数
種
の
や
り
方
で
、

実
際
的
目
的
の
た
め
に
こ
れ
を
紹
介
し
、
著
し
い
貢
献
を
し
ま
し

た
」
以
下
、
彼
は
指
紋
を
実
際
の
行
政
に
使
用
し
た
こ
と
、
指
紋
が

二
十
年
前
の
そ
れ
と
変
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
の
発
見
な
ど
に
つ
い

て
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
よ
り
指
紋
法
の
存
在
に
気
付
き
、
こ
れ
を

実
地
に
使
用
し
た
こ
と
で
は
国
内

gnz-
が
先
ん
じ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
が
、
こ
れ
を
雑
誌
に
公
表
し
た
こ
と
で
は
明
ら
か
に

E
己
診
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が
先
で
あ
る
。
し
か
し
、

々
の
後
二
人
の
母
国
で
あ
る
英
国
で
は



出向円
M
n
y己

の
方
に
指
紋
法
創
始
の
優
位
性
を
認
め
る
も
の
が
多
い
。

こ
れ
は
指
紋
法
を
体
系
づ
け
て
大
成
し
た
英
人
博
物
学
者

FEn-凹

の
と
件
。
ロ
が
そ
の
著
述
な
ど
で
、

司
2
-舎
に
つ
い
て
は
ど
う
い
う
わ

け
か
正
確
に
評
価
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考

え
る
。

同

2
5回
は
終
生
、
自
分
の
望
日

oz々
を
主
張
し
続
け
た
が

と
り
あ
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。

最
近
日
本
、

英
国
の
一
部
で
司
E
E
M

の
再
認
識
が
行
な
わ
れ
、
彼
の
名
誉
は
回
復
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

〈
日
生
病
院

・
皮
膚
科
〉

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
独
立
二

O
O年
と

132 

医
師
べ

ン
J

ン
ヤ
、
、
、
ン

・
-
ブ
ッ
シ
ュ

古

]11 

明

ア
メ
リ
カ
の
植
民
地
一
三
州
が
、
合
衆
国
と
し
て
独
立
し
た
の
は

一
七
七
六
年
で
あ
る
か
ら
、

一
九
七
六
年
は
そ
の
こ

O
O年
に
あ
た

( 38 ) 

る
。
独
立
宣
言
の
署
名
人
の
な
か
に
医
師
が
五
名
お
り
、
そ
の
う
ち

ベ
ン
J
リ
J

ャ
ミ
ン

-
-
プ
ッ
シ
ュ

回

2
u.H
H
B
E
m
g
y
(
一
七
四
五
J
一

八
二
ニ
)
が
、
す
ぐ
れ
た
医
師
と
し
て
、
そ
の
名
を
後
世
に
の
こ
し

た
。
日
本
で
は
、

一
九
七
四
年
を
洋
学
二

O
O年
の
年
と
し
て
、
杉

田
玄
自
ら
の
苦
労
を
偲
ん
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
ほ
と
ん
ど
時
を

同
じ
く
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
医
学
か
ら
自
国
の
医
学
を
独
立
さ
せ
た

ラ
ッ
シ
ュ
ら
の
、
二

O
O年
前
の
偉
業
を
偲
ん
で
い
る
。

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
独
立
宣
言
の
会
議
の
状
景
は
、
後
年
歴
史
画
家

ト
ラ
ン
パ
ル

』
ovロ
叶
E
B
Vロロ
が

「
独
立
宣
言
の
署
名
者
た
ち
」

の
題
で
描
き
、
そ
の
作
品
は
現
在
エ

l
ル
大
学
の
美
術
館
に
所
蔵
さ



れ
て
い
る
。
こ
の
画
は
一
八
六
九
年
と
一
八
七
五
年
発
行
の
独
立
宣

言
記
念
切
手
の
原
画
に
選
ば
れ
た
が
、
そ
の
な
か
に
ラ
ッ
シ
ュ
ら
医

師
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
世
界
で
は
じ
め
て
医
師
が
登
場
し
た
切

手
と
し
て
、
医
学
切
手
第
一
号
と
な
っ
た
。
演
者
は
こ
の
独
立
宣
言

切
手
を
中
心
に
、
ラ
ッ
シ
ュ
の
業
績
に
つ
い
て
書
い
た
こ
と
が
あ
る

が
、
そ
の
後
調
査
し
た
事
項
を
追
加
し
て
、

日
本
で
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
そ
の
伝
を
報
告
し
た
い
と
思
う
。

わ
が
国
で
は
ラ
ッ
シ
ュ
に
つ
い
て
、
阿
知
波
五
郎
博
士
ら
の
記
載

が
あ
る
が
、

で
、

一
般
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。
最
近
本
会
の
例
会

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
ヴ
ェ
イ
ト
教
授
巴
N
m
w

〈

2
F
が
、

ラ
y

シ
ュ
に
つ
い
て
詳
し
い
講
演
を
行
な
っ
た
。
ま
た
ラ
y

シ
ュ
の

業
績
に
対
す
る
世
界
各
国
の
批
判
に
つ
い
て
は
、
故
シ
ュ
ラ
イ
オ
ッ

ク
教
授
∞
F
3
o
n
y
阿川・
出
・
の
一
九
七
一
年
の
報
告
が
あ
る
。

ラ
ッ
シ
ュ
は
一
七
六
九
年
に
、

エ
ジ
ン
パ
ラ
大
学
留
学
か
ら
帰
国

し
て
、

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
大
学
の
初
代
の
化
学
の
教
授
と
な
り
、

一
七
八
九
年
に
臨
床
医
学
の
教
授
に
転
じ
た
。
こ
の
大
学
は
一
七
九

一
年
に
、

ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
と
な
っ
た
が
、
彼
は
医
師
と
し

て、

一
七
八
三
年
か
ら
死
去
す
る
ま
で
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
病
院
に

籍
を
お
い
た
。
ラ
ッ
シ
ュ
が
医
師
と
し
て
能
力
を
発
揮
し
た
の
は
、

一
七
九
三
J
四
年
の
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
お
け
る
、
黄
熱
の
流
行

時
の
活
躍
で
、
そ
の
記
録
は
自
著
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
潟
血
と

下
剤
と
い
う
彼
の
治
療
法
で
は
、
効
果
が
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、

多
く
の
医
師
が
逃
げ
出
し
た
の
に
、
流
行
の
終
る
ま
で
現
地
に
止
ま

っ
て
診
療
を
続
け
た
こ
と
は
、
高
く
-
評
価
さ
れ
て
よ
い
。
ま
た
彼
は

す
ぐ
れ
た
精
神
科
学
者
で
、
そ
の
方
面
の
著
書
は
約
七

O
O年
も
の

問
、
教
科
書
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
い
う
。
(
篠
原
病
院

・
東
京
都
〉

( 39 ) 133 



明
治
二
十
年
代
の
順
天
堂
に

お
け
る
手
術

酒
井

シ

ツ

鈴
木

滋
子

明
治
八
年
、
佐
藤
進
が
ド
イ
ツ
留
学
か
ら
帰
国
し
て
以
来
、
順
天

堂
は
日
本
の
代
表
的
外
科
病
院
と
し
て
、
現
在
ま
で
そ
の
位
置
を
保

持
し
て
い
る
。
進
が
日
本
で
は
じ
め
て
行
っ
た
手
術
は
少
な
く
な
い

(1
)
 

が
、
な
か
で
も
全
造
鼻
術
や
植
皮
術
は
異
色
の
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
腹
腔
外
科
は
進
の
留
学
中
に
ド
イ
ツ
で
緒
に
つ
い
た
分

野
で
あ
っ
た
た
め
か
、
進
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
の
は
卵
巣
摘
出
手

術
に
限
ら
れ
た
。
胃
腸
外
科
が
順
天
堂
で
本
格
的
に
行
な
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
明
治
三
十
三
年
、
佐
藤
達
次
郎
が
ド
イ
ツ
か
ら
帰

国
し
て
か
ら
で
あ
る
。

卵
巣
摘
出
手
術
は
、
副
院
長
佐
藤
恒
久
が
明
治
二
十
四
年
、
ド
イ

ツ
か
ら
帰
国
し
た
の
ち
一
層
盛
ん
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
明
治
三
十
年
十
一
月
ま
で
四
十
八
例
だ
け
で
あ
り
、
当
時
、
患

者
側
に
手
術
へ
の
た
め
ら
い
が
あ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

134 

四
十
八
例
中
の
死
亡
は
三
例
で
、
そ
の
中
の
一
例
は
腹
壁
に
撒
布

し
た
ヨ
ー
ド
ホ
ル
ム
中
毒
の
結
果
で
あ
っ
た
。

今
回
は
明
治
二
十
年
代
の
順
天
堂
に
お
け
る
手
術
の
動
向
と
患
者

の
対
処
の
仕
方
を
順
天
堂
医
事
研
究
会
雑
誌
に
載
る
記
録
を
も
と
に

調
査
し
た
結
果
を
報
告
す
る
。

手
術
の
例
数
は
年
と
共
に
増
え
、
そ
の
結
果
、
は
じ
め
日
曜
を
手

術
日
に
し
て
い
た
の
を
、
明
治
二
十
七
年
か
ら
て
六
の
日
に
改
め
、

明
治
三
十
年
か
ら
は
偶
数
日
の
隔
日
に
行
な
っ
た
。

( 40 ) 

手
術
の
対
象
と
な
っ
た
疾
患
は
痔
疾
が
圧
倒
的
に
多
い
。
男
女
の

割
合
は
男
性
が
は
る
か
に
多
い
が
、
年
と
と
も
に
女
性
が
ふ
え
た
。

と
く
に
泌
尿
器
系
は
女
性
が
き
わ
め
て
少
な
い
。
差
恥
心
か
ら
診
療

を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
事
情
を
反
映
し
て
い
る
。

麻
酔
は
全
身
麻
酔
に
ク
ロ
ロ
ホ
ル
ム
の
単
独
使
用
。
局
所
麻
酔
に

コ
カ
イ
ン
を
使
用
し
た
が
、

コ
カ
イ
ン
が
す
ぐ
れ
た
局
所
麻
酔
剤
で

あ
る
こ
と
を
明
治
二
十
年
に
進
が
報
告
し
て
い
る
。

消
毒
は
石
鹸
水
、
昇
京
水
、
石
炭
酸
水
の
併
用
で
あ
っ
た
。
大
手

術
で
は
と
く
に
止
血
、
消
毒
に
厳
重
な
注
意
を
払
っ
て
い
る
。



文

献

(
1
〉
佐
藤
進
外
科
手
術
示
要
及
び
成
形
手
術
、
順
天
堂
医
事
研
究

会
雑
誌
、
十
三
号
、
明
治
初
年

(

2

)

佐
藤
恒
久
過
去
一
ヶ
年
間
順
天
堂
に
於
て
施
し
た
る
外
科
手
術

に
就
て
、
順
天
堂
医
事
研
究
会
雑
誌
、
二
六
六
号
、
明
治
幻
年

ク

ロ

ル

ホ

ル

ム

〈3
)

佐
藤
進
コ
カ
イ
ン
将
に
格
魯
児
保
児
母
に
代
ら
ん
と
す
、
順

天
堂
医
事
研
究
会
雑
誌
、
二
一
号
、
明
治
初
年

(
順
天
堂
大
学
)

大
正
期
学
校
衛
生
史
の
研
究

レい

(

一

〉

豊
士
口

杉

浦

守

チB

大
正
中
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、
文
部
省
学
校
衛
生
行
政
の

中
枢
に
あ
り
、
新
し
い
セ
ン
ス
と
卓
越
し
た
行
政
手
腕
に
よ
っ
て
、

わ
が
国
学
校
衛
生
の
再
興
発
展
を
な
し
と
げ
た
北
由
主
口
は
、
明
治
八

年
十
月
三
十
日
石
川
県
石
川
郡
旭
村
〈
現
金
沢
市
)
で
生
れ
た
。

( 41 ) 

明
治
三
十
年
第
四
高
等
学
校
医
学
部
を
卒
業
後
、
帝
国
大
学
医
科

大
学
衛
生
学
教
室
緒
方
正
規
教
授
の
下
で
衛
生
学
を
専
攻
し
た
後
、

明
治
三
十
五
年
ド
イ
ツ
に
留
学
し
た
。
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
学
フ
ラ
ン

ツ
・
ホ
フ
マ
ン
の
門
に
入
り
、
ド
ク
ト
ル
の
学
位
を
得
た
。
明
治

十
七
年
日
露
戦
争
に
あ
た
り
召
集
を
う
け
て
帰
国
、
広
島
の
陸
軍
検

疫
所
に
勤
務
し
た

(
陸
軍
二
等
軍
医
〉
。

明
治
三
十
九
年
大
阪
市
街

生
研
究
所
創
設
に
伴
い
初
代
所
長
に
技
擢
さ
れ
た
。

大
正
五
年
七
月
選
ば
れ
て
、
折
柄
文
部
省
に
新
設
さ
れ
た
学
校
衛
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生
官
に
転
じ
た
。
彼
の
最
初
に
手
が
け
た
仕
事
は
、
明
治
三
十
年
代



三
島
通
良
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
学
校
衛
生
関
係
法
規
が
、
す
で
に

古
く
時
勢
に
合
わ
な
く
な
っ
て
い
る
の
を
改
正
す
る
こ
と
だ
っ
た
。

彼
の
就
任
と
前
後
し
て
設
置
さ
れ
た
文
部
大
臣
の
諮
問
機
関
で
あ
る

学
校
衛
生
会
の
幹
事
と
し
て
精
力
的
に
海
外
の
学
校
衛
生
事
情
を
調

査
す
る
と
と
も
に
、
圏
内
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
っ
た
。
そ
の

結
果
は
学
校
衛
生
参
考
資
料
の
名
で
、
数
多
く
刊
行
さ
れ
大
い
に
啓

蒙
に
役
立
っ
た
。

当
時
、
第
一
次
大
戦
後
の
わ
が
国
学
制
改
革
の
根
本
方
針
を
審
議

す
る
た
め
特
に
設
け
ら
れ
た
臨
時
教
育
会
議
が
、
今
後
の
小
学
校
教

育
の
あ
り
方
に
関
す
る
答
申
の
中
で
「
児
童
身
体
ノ
健
全
ナ
ル
発
達

ヲ
図
ル
カ
為
-
二
層
適
切
ナ
ル
方
法
ヲ
講
ス
ル
必
要
ア
リ
」
と
述
べ

る
と
と
も
に
「
積
極
消
極
ノ
二
方
面
」
か
ら
適
当
な
方
法
を
と
る
こ

と
を
、
政
府
に
勧
告
し
て
い
た
。
こ
の
勧
告
に
よ
っ
て
ま
ず
、
大
正

八
年
六
月
文
部
省
普
通
学
務
局
に
学
校
衛
生
を
主
官
す
る
第
六
課
が

設
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
北
は
そ
の
課
長
に
就
任
し
た
。

こ
こ
に
お
い
て
、
彼
は
学
校
伝
染
病
規
程
(
大
八

・
八)、

児

童

生
徒
及
ピ
学
生
ノ
近
視
予
防
ニ
関
ス
ル
訓
令
(
大
八

・
九)、

学
校

ハ
大
九

・
二〉
、

学
生
生
徒
児

医
ノ
資
格
及
ピ
職
務
ニ
関
ス
ル
規
程

(
大
九

・
七〉、

学
校
用
机
腰
掛
ノ
標
準
ニ
関
ス

童
身
体
検
査
規
程

ル
件
通
牒
(
大
十

・
八)、

女
教
員
ノ
産
前
産
後
ニ
於
ケ
ル
休
養

関
ス
ル
訓
令
(
大
十
一

・
九
)
等
の
諸
令
規
を
次
々
と
改
正
又
は
制

定
し
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
実
績
か
ら
学
校
衛
生
課
は
大
拡
張
す

る
こ
と
と
な
り
、
大
正
十
月
六
臼
に
は
文
部
大
臣
官
房
に
移
さ
れ
四

掛
制
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
帝
国
学
校
衛
生
会
の
発
会
と
雑
誌
「
学
校
衛
生
」
の
発

刊、

全
国
連
合
学
校
衛
生
会
総
会
の
開
催
、
地
方
学
校
衛
生
職
員
制

の
実
施
、
学
校
看
護
婦
の
普
及
、
学
校
給
食

・
学
校
診
療

・
養
護
学

級
の
勧
奨
等
多
く
の
事
業
を
進
め
て
い
っ
た
。

彼
は
ま
た
、
大
正
十
一
年
九
月
か
ら
約
一
カ
年
に
わ
た
っ
て
欧
米

を
視
察
し
た
が
、
帰
朝
後
大
い
に
体
育
運
動
行
政
に
力
を
注
い
だ
。

体
育
研
究
所
の
開
設
、
日
本
体
育
連
盟
の
発
会
、
さ
ら
に
明
治
神
宮

体
育
大
会
の
文
部
省
移
官
な
ど
皆
彼
の
努
力
に
よ
る
。
つ
い
に
は
課

名
も
体
育
課
と
改
め
(
昭
三
・
五
〉
た
。

昭
和
四
年
十
月
体
育
課
長
を
辞
任
し
、
体
育
研
究
所
長
専
任
と
な

っ
た
が
、
七
年
に
は
そ
れ
も
辞
し
、
以
後
聖
路
加
女
子
専
門
学
校
教

授
な
ど
を
つ
と
め
て
、
十
五
年
八
月
三
十
一
日
赤
血
球
過
多
症
に
よ

っ
て
死
去
し
た
。
享
年
六
十
四
歳
だ
っ
た
。
(
山
形
大
学
教
育
学
部
)
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ン
グ
史
の
二
、
三
駒

ス
ク
リ

l
ニ

輪

卓

爾

医
学
用
語
と
し
て
の
ス
ク
リ

ー
ニ
ン
グ

(R
58
Z
伺
)
は
、
三
宮

宮
市
ME
B
宮
宮
内

広

g丘
町
ロ
色
。
ロ
O
同
ロ
ロ円何

nom口
町
内
仏
円
安

g団内
O
円

P
P
2

σ可
岳

町

8
1
-g巳
O
ロ

O
同
丹
市
田
皮
切
内

5
5
5包
目
。
ロ
♂

O
円

O
P

R

唱円
0

・

na
52
4岳山
n
F
Sロ
σ
巾品目
LFa
s
-丘
、
パ
の
の
F
E
U
H
)

と
定

義
さ
れ
て
い
る
。

「
疾
病

・
異
常
の
有
無
を
で
き
る
だ
け
効
率
的
に

ふ
る
い
に
か
け
る
仕
事
」
と
簡
単
に
理
解
し
て
お
い
て
よ
い
で
あ
ろ

o
 

h
ノ

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
主
対
象
と
な
る
疾
患
は
、
そ
の
社
会
の
医
学

レ
ベ
ル
の
ほ
か
、
地
理
的

・
歴
史
的

・
社
会
的
な
背
景
に
影
響
さ
れ

る
と
こ
ろ
も
大
き
く
、
種
々
な
も
の
が
あ
る
。
あ
る
疾
患
の
頻
度

・

重
要
度
が
低
け
れ
ば
当
然
そ
れ
は
対
象
と
な
ら
な
い
が
、
逆
に
そ
れ

が
ひ
じ
よ
う
に
大
き
い
場
合
に
、

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
自
体
が
む
し
ろ

余
計
な
過
程
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
か
つ
て
多
く
の
学
校
で

検
便
を
省
略
し
て
全
員
に
駆
虫
剤
を
配
布
し
て
い
た
の
は
後
者
の
例

と
い
え
よ
う
。
わ
が
国
に
お
い
て
、
さ
き
ご
ろ
ま
で
は
肺
結
核
に
対

す
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
健
康
管
理
業
務
の
大
半
を
占
め
て
い
た
こ

と
は
、
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
。

こ
の
よ
う
に
個
別
的
な
差
は
さ
ま
ざ
ま
に
あ
る
が
、
ス
ク
リ
l
ニ

ン
グ
対
象
疾
患
の
時
代
的
変
遷
に
は
ほ
ぼ
一
定
の
傾
向
が
見
ら
れ
る

も
の
で
、
老
E
g
h
f
』

g
m-2
が
こ
れ
を
三
期
に
分
け
、

前
期

(
主
疾
患
例
||

マ
ラ
リ
ア

・
線
虫

・
ら
い

・
ト
ラ
コ
ー
マ
)
、
中
期

(
肺
結
核

・
性
病
)
、
後
期
(
糖
尿
病

・
虚
血
性
心
疾
患

・
鉄
欠
乏
性

貧
血
)
と
し
た
の
は
、
こ
の
傾
向
を
か
な
り
よ
く
表
現
し
た
も
の
と

( 43 ) 

考
え
ら
れ
る
。

医
学
の
進
歩
と
疾
病
構
造

・
保
健
思
想
の
変
化
に
よ
っ
て
、
現
時

点
で
わ
れ
わ
れ
の
多
く
に
と
っ
て
身
近
な
の
は
い
わ
ゆ
る
成
人
病
に

対
す
る
総
合
的
な
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
あ
る
。
す
で
に
人
間
ド
ッ
ク

は
急
速
に
普
及
し
、
こ
れ
に
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
に
よ
る
デ
ー
タ
処
理

を
取
り
入
れ
た
「
自
動
化
健
診
(
〉
富
田
吋
∞
)
」

の
施
設
も
し
だ
い

に
増
加
し
つ
つ
あ
る
。

人
間
ド
ッ
ク
の
創
始
者
は
故
阪
口
康
蔵
教
授
と
そ
の

一
門
(
一

九

五
回
)
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
前
史
と
名
称
の
起
原
に
つ
い
て

137 



若
干
の
検
討
を
試
み
る
と
と
も
に
、

ヒ
ト
の
疾
病
な
い
し
そ
の
ス
ク

リ
l
ニ
ン
グ
に
関
連
し
て
、
日
本
で
「
ド
y

ク
入
り
」
と
い
う
呼
称

を
昭
和
初
年
以
前
に
適
用
し
た
形
跡
が
、

ド
イ
ツ
の
文
献
か
ら
う
か

が
え
る
の
で
、
こ
れ
を
供
覧
す
る
。

ま
た
日
本
の
人
間
ド
ッ
ク
と
多
分
に
共
通
点
を
も
っ
た
企
て
は
や

や
古
く
西
欧
に
も
あ
り
、

一
九
二

0
年
代
末
か
ら
三

0
年
代
に
わ
た

ロ
ン
ド
ン
の
一
部
が
敬
服
に
価
い
す
る
地
域
活
動
を
行
な
っ

っ
て
、同

vmnrv担
自
国
内
包
任
。
巾
ロ
可
問
符

v
g
r
v
o
S円
F
P
C
-

た

に
つ
い
て

知
る
機
会
を
も
っ
た
の
で
、
併
せ
て
の
べ
る
こ
と
と
し
た
い
。

(東
芝
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー〉

~ 

138 

ル
ス
・
サ
ー
ビ
ス
と
モ

l

ラ
ル
の
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ

栗

本

，コ土F
万て

治

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ヘ
ル
ス

・
サ
ー
ビ
ス
一
九
四
八
は
今
世
紀
大
戦
と

経
済
恐
慌
の
後
に
も
た
ら
さ
れ
た
が
、

ナ
シ
ョ
ナ
ル

・
イ
ン
シ
ュ
ラ

( 44 ) 

ン
ス
一
九
一
て
ド
l
ソ
ン
報
告
一
九
二

O
、
ピ
バ
リ
ッ
ジ
報
告

九
四
二
な
ど
が
基
盤
を
な
し
て
い
る
。
そ
の
聞
の
王
立
内
科
医
会
の

モ
1
ラ
ン
卿
と
チ
ャ
ー
チ
ル
、
サ

l
・
ド
l
ソ
ン
と
ロ
イ
ド

・
ジ
ョ

ー
ジ
な
ど
の
親
交
が
注
目
さ
れ
る
。

ハ
プ
リ
ッ
ク

・
ヘ
ル
ス
法
一

八
四
八
、

一
八
七
二
、

一
八
七
五
は

医
学
の
み
な
ら
ず
十
九
世
紀
英
国
社
会
を
特
徴
づ
け
る
。
そ
こ
に
は

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
に
よ
る
病
院
管
理
の
近
代
化
が
あ
っ
た
。
工
場
法

一
八
一
九
、

一
八
三
三
、
新
救
貧
法
一
八
三
四
、
労
働
者
保
健
情
況

報
告
一
八
四
二
な
ど
に
お
け
る
チ
ャ
ド
ウ
ィ
ク
、
サ
イ
モ
ン
な
ど
の

貢
績
は
大
き
い
。
ピ

l
ル
、
グ
ラ
ド
ス
ト
ン
、
デ
ィ
ス
レ
リ
な
ど
の



政
党
、
議
会
制
形
成
と
と
も
に
ベ
ン
サ
ム
、
ミ
ル
父
子
、
ウ
ェ
ブ
夫

妻
(
フ
ェ
ビ
ア
ン
協
会
〉
を
貫
ぬ
く
思
想
を
見
落
す
べ
き
で
な
い
。

産
業
革
命
は
健
康
、
教
育
、
労
働
、
環
境
を
変
え
た
。
こ
れ
ら
の
相

互
作
用
の
も
と
に

H

サ
ー
ビ
ス
ヘ

福
祉
、
社
会
責
任
の
社
会
哲
学

は
形
づ
く
ら
れ
た
。
以
上
の
近
代
的
源
泉
を
ベ
ン
サ
ム
と
く
に
ア
ダ

ム
・
ス
ミ
ス
に
求
め
て
検
索
を
加
え
る
。

(
大
阪
医
科
大
学
〉
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日
本
医
史
学
雑
誌
・
第
二
十
二
巻

第
二
号

・
昭
和
五
十

一
年
四
月

昭
和
五

O
年
五
月
二
十
九
日
受
付

原

著

林
洞
海
の
晩
年
の
感
懐
と
書
簡

土

重

屋

朗

Iま

め

じ

最
近
林
洞
海
の
晩
年
の
書
簡
十
通
と
一
枚
の
書
類
の
裏
面
に
感
懐
を
し
る
し
た
も
の
が
発
見
さ
れ
た
の
で
、
こ
こ

に
発
表
し
た
い
。

林
洞
海
に
つ
い
て
は
諸
書
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
い
ま
さ
ら
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
文
化
十
年
(
一

八

ご
ニ
)
豊
前
小
倉
の
篠
崎
村

の
生
れ
、
明
治
二
十
八
年
〈
一
八
九
五
〉
没
。
享
年
八
十
三
歳
〈
数
え
年
、
以
下
同
じ
〉
。
幕
末
の
業
緩
は
あ
ま
り
に
も
有
名
な
の
で
こ
こ
で

は
省
略
し
、
明
治
以
降
に
つ
い
て
か
ん
た
ん
に
述
べ
る
と
、
明
治
元
年
徳
川
幕
府
瓦
解
後
、
宗
家
徳
川
家
達
に
随
っ
て
駿
府
に
来
り
、
翌
二
年

三
月
沼
津
兵
学
校
の
附
属
と
し
て
陸
軍
医
学
所
が
設
立
さ
れ
て
、
そ
の
副
頭
取
と
な
り
、
や
が
て
沼
津
病
院
と
改
称
し
て
、
そ
の
重
立
取
扱
と

な
っ
た
。
こ
の
時
五
十
七
歳
。

洞
海
の
長
男
紀
(
研
海
〉
も
オ
ラ
ン
ダ
留
学
を
終
え
て
、
徳
川
家
に
つ
い
て
駿
府
に
来
り
、
駿
府
病
院
(
の
ち
静
岡
病
院
と
改
称
)
の
病
院

頭
と
な
っ
た
。
こ
の
頃
、
洞
海
は
六
男
紳
六
郎
を
沼
津
兵
学
校
頭
取
西
周
助
〈
周
)
の
許
に
託
し
て
学
ば
せ
た
が
、
西
に
子
が
な
か
っ
た
の
で

そ
の
養
子
と
し
た
。

洞
海
は
明
治
三
年
新
政
府
の
招
き
に
応
じ
て
出
仕
し
、
大
学
中
博
士
と
な
っ
て
東
京
に
戻
り
、
従
六
位
に
叔
せ
ら
れ
た
。
つ
い
で
大
阪
医
学
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校
校
長
と
な
り
、
明
治
四
年
権
大
典
医
に
転
任
し
、
皇
大
后
付
に
な
っ
た
。
明
治
九
年
四
等
侍
医
に
任
ぜ
ら
れ
、
正
六
位
に
叔
せ
ら
れ
た
が
、

そ
の
後
は
隠
居
し
て
再
び
出
仕
し
な
か
っ
た
。

な
お
長
男
の
林
紀
は
明
治
四
年
叔
父
の
松
本
良
順
の
推
挙
に
よ
っ
て
、
軍
医
部
に
出
仕
し
て
上
京
し
、
六
年
六
月
に
は
欧
米
医
学
の
研
究
の

た
め
渡
航
、
七
年
二
月
帰
朝
し
た
。
西
南
戦
争
中
は
野
戦
病
院
を
指
揮
し
、
戦
争
終
結
と
同
時
に
、
十
年
十
月
第
二
代
目
の
軍
医
総
監
に
任
じ

ら
れ
た
。
明
治
十
五
年
六
月
十
八
日
、
有
楢
川
二
品
親
王
の
ロ
シ
ヤ
差
遣
に
随
行
し
、
パ
リ
で
腎
臓
炎
に
か
L

り
、
同
年
八
月
三
十
日
三
十
八

歳
で
パ
リ
で
客
死
し
た
。
洞
海
の
書
簡
中
に
紀
に
関
係
し
た
事
柄
が
で
て
く
る
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
略
伝
を
し
る
し
て
お
く
。

こ
れ
か
ら
の
ベ
る
感
懐
や
書
簡
は
す
べ
て
洞
海
の
隠
居
後
に
書
い
た
も
の
で
あ
る
。

東
京
大
学
医
学
部
学
位
授
輿
式
手
続

表
題
の
書
類
の
裏
に
洞
海
の
感
懐
が
筆
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
書
類
の
大
き
さ
は
た
て
約
二
十
五

回、

ょ
こ
約
四

O
佃
の
比
較
的
厚
い
用

紙
で
あ
る
。

こ
の
「
東
京
大
学
医
学
部
学
位
授
与
式
手
続
」
の
内
容
は
一
般
に
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
な
の
で
、
先
づ
こ
れ
か
ら
説
明
す
る
こ

と
に
す
る
。

「
東
京
大
学
医
学
部
百
年
史
」
に
よ
る
と
、
医
学
部
の
第
一
回
お
よ
び
第
二
回
卒
業
に
つ
い
て
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
-
記
載
さ
れ
て
い
る
。

「
医
学
本
科
生
の
第
一
回
卒
業
は
明
治
十
二
年
(
一
八
七
八
〉
十
月
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
は
卒
業
式
を
行
わ
ず
、
直
ち
に
学
位
授
与
式
を

挙
行
す
る
こ
と
に
な
り
、
十
月
十
八
日
に
医
学
部
第
一
回
学
位
授
与
式
が
行
な
わ
れ
、
医
学
本
科
生
十
八
名
は
医
学
士
、
製
薬
学
本
科
卒
業
生

九
名
と
前
年
の
卒
業
生
と
計
十
九
名
が
製
薬
土
の
学
位
を
得
た
。
第
二
回
の
学
位
授
与
式
は
明
治
一
三
年
三
八
八

O
)
七
月
十
二
日
で
、
医

学
士
十
九
名
で
あ
っ
た
。
」

し
か
し
後
か
ら
記
載
す
る
よ
う
に
、
医
学
部
第
一
回
生
の
卒
業
は
実
際
は
十
一
年
十

一
月
で
あ
っ
た
。
学
位
授
与
式
が
翌
年
十
月
に
行
わ
れ
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M

引
次
郎

川市

州

臨

丹

羽

高

崎

中

村

市

抽

出
川
町
回
送
付
録
よ
泌

片

側

担

ホ

淵

J
M
W

叫
稔
b
g
一
一
年
ゐ

eu

山
県
京
大
倍
野
副
市
部

た
の
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
い
き
さ
つ
の
た
め
で
あ
っ
た
。
十
一
年
十

一一月
、
卒
業
生
に
学
位
を
与
え
る
権
限
が
大
学
に
与
え
ら
れ
、
医

学
部
は
卒
業
試
験
を
改
め
て
行
な
う
こ
と
と
な
り
、
そ
の
た
め
翌

十
二
年
二
月
に
「
医
学
本
科
卒
業
生
徒
試
問
規
則
」
が
設
け
ら

明治12年10月18日東京大学医学部学位授与式手続

れ
、
同
年
三
月
か
ら
六
月
ま
で
の
聞
に
ド
イ
ツ
人
教
師
に
よ
る
試

聞
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
れ
に
及
第
し
た
者
に
つ
い
て
、
十
二
年
十

月
十
八
日
「
学
位
授
与
式
」
を
挙
行
し
た
。

表
題
の
「
学
位
授
与
式
手
続
」
は
こ
の
授
与
式
の
手
続
き
を
し

め
し
、
参
会
者
に
配
布
し
た
も
の
で
、
そ
の
全
文
は
次
の
通
り
で

あ
る
。「

明
治
十
二
年
十
月
十
八
日
土
曜
日
東
京
大
学
医
学
部
学
位
授

与
式
手
続

本
部
総
理
教
員
午
後
第
三
時
参
集

文
部
卿
輔
其
他
港
招
ノ
諸
君
午
後
第
三
時
四
十
分
参
集
、

本
部
卒
業
生
井
其
親
族
及
本
部
本
科
生
午
後
第
三
時
五
十
分
式
場

ニ
入
リ
就
席

文
部
卿
輔
本
部
総
理
其
他
ノ
諸
君
午
後
第
四
時
式
場
ニ
入
リ
就
席

総
理
心
得
石
黒
忠
恵
君
今
回
学
位
授
与
ノ
概
略
ヲ
演
述
ス

総
理
池
田
謙
斉
君
卒
業
生

ニ
学
位
証
書
ヲ
授
与
シ
了
テ
祝
辞
ヲ
演
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述
ス

医
学
卒
業
生
惣
代
謝
辞
ヲ
述
フ
製
薬
学
卒
業
生
惣
代
謝
辞
ヲ
述
フ

外
国
教
授
ド
ク
ト
ル
、

シ
ュ
ル
ツ
君
演
述

同
ド
ク
ト
ル

・
ラ
ン
ガ
ル
ト
君
演
述

学
士
会
院
会
員
福
沢
諭
吉
君
演
述

文
部
卿
寺
島
宗
則
閣
下
祝
辞
ヲ
述
フ

-
製
薬
土
ノ
分

明
治
十
年
十
一
月
卒
業

愛
知
県

士

族

兵
庫
県

平

民

熊
本
県

土

族

熊
本
県

士

族

静
岡
県

土

放

長
野
県

士

族

岐
阜
県

士

族

下丹τと
口高丹

山波田山橋羽村

畢順
一
郎

敬藤
士
口
郎

徳
太
郎

~ 
寸ー

山
形
県

士

族

長
崎
県

土

族

永

淵

嘉

-
医
学
士
ノ
分

明
治
十
一
年
十
一
月
卒
業

広
島
県

士

族

東
京
府

士

族

哉

愛
知
県

士

族

良日

秋
田
県

平

民

静
岡
県

平

民

清-佐
々
木

新鳥清大

水藤潟野森

W
仇
M
r
-

、wハド

・+伺
4AF白
h
円

政恒治

博τk 

"" 
良日士と

ロ勇豊

明
治
十
二
年
十
月

青
森
県

土

族

島
根
県

土

族

熊
本
県

士

族

新
潟
県

平

民

静
岡
県

平

民

高
知
県

士

族

青
森
県

士

族

山
口
県

土

族

山
口
県

士

族

回梅河石片野佐
々
木

熊熊

沢錦野黒山並谷谷

敬之宇
宙
治

国魯文省玄

-
製
薬
土
ノ
分

明
治
十
一
年
十
一
月
卒
業

東
京
府

士

族

山
口
県

士

族

山
口
県

士

銀

愛
知
県

士

族

輿亜衡嘉士口蔚旦

東
京
府

士

族

石
川
県

士

族

京
都
府

土

族

佐魚高桜曽乃藤

藤住階井根美本

一
之
助

~ 

7G 経小
平
太

次辰
東

京
治本良R理

大
長
崎
県

平

民
秋
田
県

士

族

群
馬
県

土

嬬
石
川
県

士

族

山
形
県

土

族

石
川
県

士

族良国.

寸ー

島溝八山高細医

回口木回橋井学

耕恒長秀修部
L_ 

助
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山
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災
L
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ム
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て
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治
句
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滋
品
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去
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i
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パ
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子
?
?
マ
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ワ
ド
フ
J
ど
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4
A

日ザ号、
λ
広
三
れ
も
す
持
足
手
持
ち
tG
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一
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ぜ
ふ

ず

PMJ
手品
t
h
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1
3
4
Y
V

ヤ
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卒
、
忌
川
氏
寸

前、ぎ
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キ

十

持

久

骨

ム

ル

一

仏

政

山

内

み

学
位
授
与
者
の
名
前
は
成
績
順
と
思
わ
れ
る
。
な
お
医

学
士
の
分
は
十
八
名
と
な
っ
て
い
る
が
、

〔

4
〉

会
員
氏
名
録
」
に
よ
る
と
明
治
十
二
年
卒
業
は
二
十
名
に

「
鉄
門
倶
楽
部

な
っ
て
い
る
。
右
の
う
ち
神
内
由
巳
と
半
井
英
輔
が
欠
け

て
い
る
。
ま
た
「
百
年
史
」
で
は
前
述
の
よ
う
に
明
治
十

三
年
学
位
授
与
者
〈
医
学
土
)
は
十
九
名
と
な

っ
て
い
る

ヵ:

「
鉄
門
倶
楽
郎
会
員
氏
名
録
」
の
方
は
十
七
名
と
な

林澗海の感懐文

っ
て
い
る
。林

洞

海

の

感

懐

上
述
の
「
東
京
大
学
医
学
部
学
位
授
与
式
手
続
」
の
裏

面
に
洞
海
の
授
与
式
に
参
列
し
た
感
懐
が
筆
で
紙
面
一
杯

に
書
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
全
文
は
次
の
と
お
り
で

ふりる。「
惟
明
治
十
二
年
十
月
十
八
日
東
京
大
学
医
学
部
に
於

て
卒
業
生
徒
に
学
位
授
与
の
典
を
行
う
。
此
挙
や
日
本
帝

国
に
在
て
、
医
土
の
学
位
を
得
る
最
初
と
す
。
洞
海
己
に

老
且
隠
る
と
雄
、
幸
に
此
席
末
を
辱
ふ
し
て
此
大
典
を
観

る
を
得
る
は
、
抑
何
の
栄
ぞ
因
て
卿
蕪
辞
一
言
を
呈
し
て

l品 :j( 50 ) 



以
て
以
下
此
盛
挙
を
祝
せ
ん
と
す
。
夫
レ
洞
海
初
て
横
文
字
を
読
む
は
今
を
距
る
五
十
年
、
其
時
に
方
て
都
下
の
洋
学
を
以
て
名
あ
る
者
、
{子

五
氏
に
過
き
す
し
て
、
其
書
生
に
在
り
て
も
梢
頭
角
を
現
す
者
は
緒
方
、
青
木
、
大
石
の
両
三
子

田
川
、

坪
井
、
小
関
、
高
野
、
箕
作
の
四
、

に
過
き
す
。
其
後
洋
学
漸
く
開
く
と
雄
、
其
進
歩
の
緩
漫
な
る
。
初
て
歩
を
学
ふ
小
児
に
似
た
り
。
然
る
に
明
治
維
新
己
来
、
遂
に
大
歩
疾
走

し
て
殆
ん
と
汽
車
の
轍
道
を
奔
り
、
電
信
の
全
線
を
行
く
か
如
し
、
故
に
僅
に
十
年
左
右
に
し
て
、
生
徒
の
学
位
を
得
る
者
、
若
き
の
多
き
に

至
る
。
真
に
済
々
た
る
多
士
と
調
つ
ベ
し
、
是
れ
偏
に
明
治
政
府
の
勧
奨
に
由
る
と
難
、
抑
亦
医
学
部
諸
君
の
提
携
に
あ
ら
ず
ん
ば
、
何
を
以

て
此
に
至
ら
ん
。
洞
海
痛
に
調
ふ
。
若
し
学
歩
を
し
て
明
治
巳
前
の
如
く
な
ら
し
め
は
、
千
百
年
を
歴
る
も
決
而
如
此
な
る
能
は
す
。
今
の
進

歩
己
に
如
此
と
雄
、
如
是
に
し
て
市
し
て
復
進
む
能
は
さ
れ
は
、
之
を
明
治
己
前
に
視
る
、
正
に
唯
如
是
く
な
ら
ん
や
。
然
共
愈
強
め
て
市
し

て
息
ま
さ
ら
は
、
彼
の
進
歩
も
輩
其
レ
期
す
へ
け
れ
ん
や
、
洞
海
将
一
一
古
稀
に
な
ん
な
ん
と
す
る
も
、
尚
頑
健
に
し
て
己
に
御
明
世
に
逢
ふ
を

楽
し
み
、
又
此
大
典
を
観
る
を
喜
ふ
也
。
謹
而
祝
す
。

明
治
十
二
年
十
月
十
八
日

正
六
位

林

洞

海
L 
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書

簡
(
そ
の
一
)

発
見
し
た
書
簡
は
す
べ
て
林
洞
海
か
ら
小
倉
に
住
む
篠
田
蒼
庵
と
い
う
人
に
あ
て
た
も
の
で
あ
る
。
篠
田
蒼
庵
と
い
う
人
は
ど
う
い
う
人
か

よ
く
分
ら
な
い
が
、
文
面
か
ら
推
測
す
る
と
洞
海
の
幼
な
友
達
で
、
お
そ
ら
く
医
者
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

小
倉
藩
に
藩
医
と
し
て
一
緒
に
勤
め

た
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
子
篠
田
恒
太
郎
は
薬
剤
師
と
な
り
、
明
治
二
十
五
年
ご
ろ
は
大
阪
の
緒
方
病
院
に
勤
務
し
、
三
十

三
年
大
阪
保
生
病
院
薬
局
長
、
三
十
四
年
よ
り
公
立
静
岡
病
院
薬
局
長
を
つ
と
め
、
三
十
九
年
辞
職
、
そ
の
後
の
こ
と
は
分
ら
な
い
。

書
簡
類
は
彼
が
静
岡
を
去
る
と
き
放
出
さ
れ
た
も
の
ら
し
い
。
書
簡
の
多
く
は
物
を
貰
っ
た
り
、
送
っ
た
り
し
た
お
礼
や
通
知
の
手
紙
で
あ

る
が
、・
多
く
は
切
手
蒐
集
家
に
よ
っ
て
封
筒
を
は
ぎ
と
ら
れ
た
り
、
切
手
の
周
り
を
切
り
取
ら
れ
て
ス
タ
ン
プ
の
年
月
日
が
不
明
で
あ
る
。

し

か
し
文
面
か
ら
お
よ
そ
年
が
推
定
で
き
る
も
の
も
あ
る
。
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十

一

9

な
ろ
み
で
そ

4
4
2
t

つ
ぎ
の
書
簡
も
封
筒
が
な
い
が
、
内
容
よ
り
明
治
十
二
年
九
月
と
推
定
さ

れ
る
(
句
読
点
、
濁
点
は
筆
者
が
つ
け
た
〉
。
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「
七
月
七
日
並
ニ
八
月
一
日
両
度
之
貴
家
よ
り
相
届
書
拝
見
仕
候
。
時
下

梢
々
秋
冷
相
増
候
処
御
揃
御
情
福
奉
賀
候
。

横
浜
御
抜
錨
後
は
風
浪
安
穏
、
無
事
御
平
安
御
帰
国
之
趣
明
細
御
伺
ひ
大

慶
の
御
事
に
御
座
候
。
随
屋
一
同
無
慈
罷
在
候
間
御
放
念
被
下
度
候
。
本

林洞海の fl簡 の一部

年
は
意
外
に
早
く
伊
予
豊
後
之
地
よ
り
悪
疫
流
行
、
追
々
全
国
に
蔓
延

し
、
御
地
も
新
聞
に
悪
疫
著
し
か
る
可
一
見
致
し
候
所
、
随
分
流
行
之
様

子
、
都
下
も
予
防
の
術
は
厳
重
被
施
候
へ
ど
も
、
只
今
ユ
而
者
都
心
一
般

ニ
相
成
、
一
日
四
五
十
名
之
発
病
に
御
座
侯
ハ
必
然
。
是
春
も
流
行
時
ニ

経
験
致
し
候
も
、
水
辺
を
遂
う
と
申
す
が
如
き
体
に
て
、
い
つ
も
海
岸
流

水
之
辺
、
卑
湿
の
地
に
多
く
、
特
に
不
潔
汚
滞
之
地
甚
敷
御
座
候
故
、
先

( 52 ) 

づ
御
存
知
の
山
之
手
と
麹
町
番
町
辺
は
何
れ
と
も
な
き
が
如
き
の
小
人
数

に
て
、
番
町
全
地
ニ
而
最
初
よ
り
今
日
迄
発
病
五
人
に
ふ
え
た
る
も
、
内

三
人
は
皆
外
-h
b

持
込
候
者
-
一
雨
、
本
地
本
発
と
も
可
申
は
両
人
の
み
。
夫

畢
寛
高
燥
に
て
風
気
逐
暢
宜
敷
放
と
被
存

候
、
尤
此
病
の
み
な
ら
ず
流
行
状
之
病
は
総
て
不
多
候
。

レ
も
家
内
之
伝
染
者
無
之
、

御
地
も
過
日
長
作
君
参
候
承
り
候
処
、
豊
津
は
高
地
之
故
か
流
行
病
者
無

之
、
此
度
も
豊
津
に
は
未
だ
発
病
を
不
聞
と
の
事
、
左
も
あ
る
べ
し
。
全



て
流
行
病
な
ど
は
唯
-
一
無
用
と
奉
存
候
。
精
々
御
予
防
に
奔
走
被
下
度
候
。

木
村
老
人
之
病
気
之
様
子
ニ
付
、
処
存
申
上
候
処
、
御
採
用
難
有
全
く
三
叉
神
経
之
病
と
被
存
候
故
、
近
々
快
方
ニ
可
相
成
、
宜
敷
御
伝
願

上
候
。
先
日
よ
り
東
京
ハ
米
国
前
大
統
領
グ
ラ
ン
ド
氏
と
ふ
ね
の
人
来
館
に
て
度
々
の
夜
会
及
び
大
芝
居
等
相
見
ら
れ
候
上
に
市
、
昨
三
日

横
浜
・
5
日
本
を
去
り
帰
国
致
し
候
。
拙
老
も
一
面
会
一
握
手
致
し
候
、
景
状
は
非
凡
之
人
と
も
不
相
見
候
へ
ど
も
、
其
履
歴
を
み
れ
ば
実
に

合
衆
国
開
国
己
来
百
余
年
中
之
数
大
統
領
中
、
開
祖
ワ
シ
ン
ト
ン
を
除
く
の
外
一
人
に
可
有
之
と
申
事
に
御
座
候
。
木
村
老
人
東
京
に
て
は

唯
々
日
夜
御
奔
走
御
見
物
お
い
そ
が
し
か
る
べ
し
と
想
像
仕
候
。

過
日
申
上
侠
洋
種
草
花
並
ニ
甚
の
如
き
果
実
の
種
子
、
庭
前
に
有
之
候
分
少
し
取
り
集
め
候
問
、
木
村
老
人
と
御
分
配
御
試
み
、
御
ま
き
可

被
下
候
。
其
内
秋
之
時
期
ま
き
の
分
も
可
有
之
候
へ
ど
も
、
不
分
明
な
る
も
の
も
有
之
候
問
、
当
秋
と
来
春
と
に
此
分
者
御
蒔
被
下
度
候
、

是
は
品
物
包
故
逐
達
会
社
も
の
と
致
し
候
へ
ど
も
、
殉
の
軽
物
に
御
座
候
故
郵
便
に
致
し
候
問
、
難
儀
御
座
候
へ
ど
も
小
倉
ま
で
の
賃
銭
払

九
月
四
日

洞

海

( 53 ) 

と
致
候
問
、
若
し
夫
よ
り
先
き
の
賃
銭
を
と
ら
れ
候
は
ば
、
御
払
被
下
度
候
。

蒼
庵
先
生
」

手
紙
の
内
容
は
蒼
庵
が
上
京
し
て
無
事
横
浜
よ
り
船
で
帰
国
し
た
こ
と
。
い
ま
悪
疫
が
流
行
し
て
い
て
、
都
心
で
は
一
日
四
五
十
名
も
発
病

し
た
と
の
べ
て
い
る
。
悪
疫
と
は
勿
論
コ
レ
ラ
の
こ
と
で
あ
る
。
洞
海
の
持
論
は
悪
疫
は
水
の
多
い
不
潔
な
地
帯
に
多
発
し
、
高
燥
の
高
台
は

発
病
率
が
き
わ
め
て
低
い
と
い
っ
て
い
る
。
ま
た
木
村
老
人
が
東
京
に
来
て
遊
ん
で
い
る
が
、
こ
の
人
は
洞
海
、
蒼
庵
の
共
通
の
友
人
で
あ
ろ

う

さ
ら
に
洞
海
は
米
国
前
大
統
領
グ
ラ
ン
ド
将
軍
が
東
京
を
来
訪
し
、
自
分
も
一
度
面
会
し
握
手
を
し
た
が
、
噂
で
は
ワ
シ
ン
ト
ン
に
次
ぐ
名

大
統
領
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
他
、
洋
種
の
草
花
の
種
子
な
ど
を
送
る
こ
と
な
ど
を
書
い
て
い
る
。
明
治
十
二
年
に
は
洞
海
は
六
十
七
歳
で
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。



書

簡
(
そ
の
二
)

「
本
月
十
四
日
之
貴
書
を
田
辺
武
男
氏
出
京
便
一
一
御
托
し
被
下
昨
日
廿
二
日
朝
、
田
辺
氏
拙
宅
に
参
り
面
会
の
節
に
正
に
請
取
拝
見
致
侯
。

御
高
年
之
処
不
相
替
御
健
勝
之
由
実
ニ
欣
喜
之
極
ニ
御
座
候
。
拙
老
も
己
ニ
喜
年
と
相
成
り
、
人
は
相
節
と
称
し
候
へ
共
、
子
供
等
に
お
く

れ
候
を
自
ら
顧
れ
ば
、
是
レ
長
寿
の
不
幸
-
一
市
嘆
息
ニ
御
座
候
。
貴
兄
之
御
心
中
も
御
察
上
候
。
し
か
し
是
も
現
世
之
苦
境
と
あ
き
ら
め
居

り
、
ロ
ハ
今
は
孫
児
等
の
世
話
の
み
致
し
居
り
候
。

一
、
馬
場
君
江
の
御
届
け
紙
包
壱
箇
昨
日
速
ニ
御
届
ケ
申
、
請
取
出
し
参
候
故
、
預
け
い
た
し
居
り
候
。

松
波
資
之
江
も
昨
日
拙
老
序
御
座
候
-
一
付
、
持
参
り
候
処
、
尚
未
だ
不
在
に
付
い
た
し
方
な
く
候
。

て
過
日
老
人
四
五
輩
相
伴
ひ
、
墨
陀
の
花
見
に
参
り、

そ
こ
の
前
荘
を
一
日
か
り
受
語
ひ
申
し
候
、

其
節
同
行
の
人
の
内
に
市
一
詠
歌
御
座
候
分
を
覚
居
候
問
、
左
に
書
付
い
た
し
上
げ
申
候
、
即
席
之
事
故
ニ
全
段
名
前
を
も
覚
不
申
候
。

訪
ふ
人
も
聞
は
る
L
人
も
な
き
こ
と
し
墨
陀
河
原
の
か
た
り
さ
り
け
り

朗
と
は
方
今
陸
軍
軍
医
監
な
る
石
坂
惟
寛
氏
の
父
、
隠
居
に
て
俗
称
賢
荘
と
申
、
窟
洞
山
人
と
申
七
十
歳
の
人
に
御
座
候
。
備
前
の
人

朗

な
り
。

春
毎
に
か
え
ら
ぬ
友
を
し
の
は
れ
て
こ
と
し
も
す
み
た
の
花
を
み
る
か
な

長
都

長
鄭
は
方
今
元
老
院
の
書
記
官
な
る
有
賀
某
と
・
申
人
の
父
、
隠
居
に
て
大
阪
人、

数
代
和
歌
の
宗
匠
の
家
に
御
座
候
、
是
も
七
十
二
歳

の
年
に
御
座
候
。

思
ひ
き
や
六
十
ま
て
世
に
す
み
た
か
は
ら
に
此
肢
と
は
な
を
み
む
と
は
蓮
成
法
師

蓮
成
は
京
師
の
人
、
商
家
の
隠
居
に
而
、
幕
府
時
代
は
其
家
世
に
御
用
立
と
申
、
株
あ
る
家
に
而
、
時
め
き
し
も
、
世
う
つ
り
物
か
は

り
て
世
の
は
か
な
き
を
歎
じ
、
家
を
す
て
雲
水
僧
と
な
り
明
治
己
来
家
な
し
に
而
、
諸
国
の
行
脚
致
し
候
。
僧
と
市
資
之
の
一
派
、
偶

其
前
日
東
京
に
来
る
を
以
て
資
之
と
同
道
に
而
来
れ
り
。
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命
に
そ
う
れ
し
か
り
け
れ
此
は
る
も
と
も
に
楽
し
む
は
な
の
下
か
け

資
之

庭
前
の
藤
棚
を
み
て

藤
の
た
な
と
し
と
し
広
く
な
り
に
け
る
家
の
さ
か
え
も
か
く
そ
あ
る
ら
し

資
之

是
よ
り
佐
々
木
高
行
ぬ
し
の
許
に
行
と
て

く
や
し
く
も
な
と
契
な
む
お
も
し
ろ
き
今
日
の
遊
の
あ
り
た
る
も
の
を

資
之

右
の
外
に
同
行
の
友
の
歌
御
座
候
へ
共
、
是
は
無
明
に
御
座
候

て

不

相
替
こ
ぶ
の
り
沢
山
料
理
吟
味
致
御
座
仕
候
草
々
不
一

四
月
廿
三
日

林

洞
海

篠
田
蒼
庵
様
」

こ
の
書
簡
は
洞
海
が
喜
年
即
ち
七
十
七
歳
と
な
っ
た
と
あ
る
か
ら
明
治
二
十
二
年
に
書
か
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。

( 55 ) 

前
段
で
は
子
供
に
先
立
た
れ
た
淋
し
さ
を
あ
き
ら
め
き
れ
な
い
様
子
で
書
い
て
い
る
。
洞
海
は
佐
藤
泰
然
の
長
女
つ
る
を
妻
と
し
、
子
沢
山

で
あ
っ
た
。
し
か
も
養
子
も
貰
い
、
家
系
は
な
か
な
か
複
雑
で
あ
っ
た
。
酒
井
シ
ヅ
氏
よ
り
教
示
さ
れ
た
家
系
を
表
に
す
る
と
つ
ぎ
の
よ
う
に

な
る
。す
な
わ
ち
実
子
は
男
十
人
、
女
五
人
で
二
男
と
三
男
は
夫
折
、
他
は
そ
れ
ぞ
れ
一
家
を
な
し
、

ま
た
知
名
人
に
嫁
し
て
い
る
。
別
に
養
子
も

い
る
。明

治
二
十
二
年
当
時
、
紀
と
二
、
三
男
以
外
の
子
供
達
が
す
べ
て
健
在
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
判
明
し
な
い
が
、
手
紙
の
中
で
「
子
供
等
に
お

く
れ
候
を
自
ら
顧
れ
ば
、
是
レ
長
寿
の
不
幸
に
而
嘆
息
-
一
御
座
候
」
と
、
洞
海
を
嘆
か
せ
て
い
る
主
因
は
何
と
言
っ
て
も
、
長
男
紀
の
不
慮
の

死
で
あ
ろ
う
。

林
紀
は
文
久
二
年
わ
が
国
最
初
の
留
学
生
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
に
渡
り
、
新
進
の
医
学
を
修
め
て
帰
朝
、
若
く
し
て
陸
軍
軍
医
総
監
と
な
り
、
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つ洞

る|海

ー
紀
(
研
海
・
:
長
男

・
既
述
〉

ー
蓋

(
養
子

・
佐
藤
泰
然
五
男
、
外
務
大
臣
、
伯
爵
)

ー
洞
斎
(
養
子
)
|
糾
四
郎
(
洞
海
四
男
〉
|
綬
七
郎
(
洞
海
七
男
〉

|
多
津
(
榎
本
武
揚
夫
人
〉

ー
貞
(
赤
松
則
良
夫
人
〉

|
静
五
郎
(
宮
内
広
養
子
)

|
紳
六
郎
(
西
周
養
子
)

ー
浪
(
神
内
由
巳
夫
人
〉

ー
佐
用
(
林
徳
左
エ
門
養
、
図
師
民
嘉
夫
人
〉

|
紐
八
郎
(
秋
山
八
郎
右
エ
門
養
子
、
相
磯
貞
治
養
子
〉

|
喜
太
郎
(
幼
名
紳
九
郎
〉

ー
武
(
何
礼
之
養
子
〉

|
鑑
(
伊
地
知
季
珍
夫
人
)

そ
の
性
格
は
明
朗
間
違
で
将
来
を
嘱
望
さ
れ
、
洞
海
も
大
い
に
期
待
し
て
い
た
の
に
、
明
治
十
五
年
三
十
八
歳
の
若
さ
で
フ
ラ
ン
ス
で
客
死
し

た
の
で
あ
る
か
ら
、
洞
海
の
落
胆
は
い
か
ば
か
り
か
と
察
せ
ら
れ
る
。

そ

の

他

の

書

簡

そ
の
他
の
八
通
の
手
紙
は
、
物
を
貰
っ
た
御
礼
や
物
を
贈
っ
た
知
ら
せ
の
手
紙
が
大
部
分
で
、
中
に
は
共
通
の
友
人
の
消
息
に
つ
い
て
の
ベ

た
も
の
や
、
自
作
の
和
歌
を
被
露
し
た
も
の
も
あ
る
。

以
下
五
通
だ
け
紹
介
し
よ
う
。
但
し
い
ず
れ
も
年
は
不
明
で
あ
る
。
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書

簡
(
そ
の
三
)

(

ぷ

じ

)

(

休

)

「
秋
冷
之
節
に
御
座
候
処
益
々
御
清
祥
事
中
賀
候
。
拙
老
も
ふ
し
消
光
仕
居
候
間
御
救
心
被
下
度
候
。
担
四
月
十
九
日
附
之
御
書
状
入
御
国
産

こ
ぶ
の
り
入
紙
包
、
今
朝
小
笠
原
家
之
人
白
石
豊
友
氏
持
参
ニ
市
落
手
拝
見
仕
候
。
不
相
替
好
物
之
品
沢
山
御
恵
投
、
御
厚
志
奉
拝
謝
候
。

今
年
も
小
倉
詰
軍
医
某
氏
帰
京
之
時
少
し
持
参
り
、
紀
に
く
れ
候
を
少
し
分
配
し
貰
候
の
み
ニ
市
、
其
後
雪
野
氏
参
り
候
節
梢
沢
山
貰
候
へ

で
と
】
と
も
、
是
と
て
も
直
に
用
ひ
切
り
居
り
候
処
-
一
市
難
有
奉
存
候
。
し
か
し
小
笠
原
や
し
き
に
四
五
日
間
仕
舞
込
有
之
候
故
か
、
少
し
や
わ
ら

か
に
な
り
居
り
候
。
先
は
不
取
敢
御
礼
如
此
に
御
座
候
。

九
月
廿
三
日
午
前
九
時

洞
海

蒼
庵
先
生

尚
々
御
知
人
の
松
波
資
之
の
賀
宴
歌
集
一
冊
及
家
集
壱
冊
呈
上
候
。
但
し
是
は
段
々
木
村
隠
居
と
話
し
、
幸
便
-
一
而
呈
上
可
仕
候
間
御
落
手

被
下
度
候
」

( 57 ) 

書

簡
(
そ
の
四
)

「
前
略
新
緑
の
侠
に
御
座
候
処
、
益
々
御
清
平
奉
賀
候
。
然
者
此
度
貴
国
企
矩
郡
曽
根
新
田
住
之
医
松
村
嘉
三
氏
者
出
京
暫
時
滞
留
中
-
一

雨
、
訪
来
り
種
々
話
中
貴
兄
ニ
送
り
度
紙
包
の
事
相
談
致
候
処
、
持
帰
り
き
っ
と
寄
々
相
届
可
と
申
事
に
付
、
段
々
御
好
の
浜
名
な
っ
と
う

壱
簡
の
新
来
の
品
取
請
相
托
候
問
、
六
月
中
旬
ま
で
御
届
不
申
候
ハ
ハ
曽
根
新
田
ニ
而
村
松
嘉
三
と
御
尋
さ
せ
、
幸
便
被
御
取
寄
可
申
候
。

先
ハ
右
申
上
度
如
此
御
座
候
也
。

(
以
下
細
字
で
余
白
及
び
本
文
行
聞
に
書
込
〉

一
、
写
真
一
葉
差
上
可
申
候
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一
、
尚
納
豆
入
龍
ハ
紙
包
ニ
ハ
不
致
候
テ
ハ
ダ
カ
に
て
メ
パ
リ
の
憧
ニ
御
座
候
間
(
以
下
不
明
)



て
松
波
資
之
氏
ニ
頼
候
貴
一
誌
の
御
原
稿
参
り
候
間
一
同
書
止
申
候
。
但
一
ヶ
年
に
弐
夜
六
月
十
二
月
ト
何
程
に
て
も
是
、
肴
代
御
送
被
相

成
候
也
、
右
之
外
ハ
礼
を
致
す
事
無
用
。
只
今
の
処
ハ
先
壱
ロ
ハ
以
下
十
字
不
明
)
送
り
安
心
仕
候
。
然
者
私
と
り
か
へ
シ
カ
ク
御
了
解
、

序
御
座
候
節
奉
願
候
也
。

五
月
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洞
海

蒼
庵
様
」

書

簡

(
そ
の
五
〉

「
先
月
廿
五
日
附
之
御
地
よ
り
御
出
京
の
人
被
参
、
御
托
の
御
書
状
並
-
一
塩
辛
瓶
詰
一
つ
本
日
四
日
落
手
拝
見
、
時
下
御
清
適
奉
賀
候
、
拙

(
休
)

老
幸
仕
極
平
安
御
救
念
被
下
候
、
花
街
堂
松
波
氏
ニ
御
送
申
候
金
壱
円
包
早
速
相
届
候
処
、
別
紙
請
取
出
し
参
候
故
差
上
申
候
、
且
プ
リ
ッ

キ
之
蓋
付
瓶
入
鮎
子
塩
辛
沢
山
御
恵
投
被
下
難
有
相
受
早
速
賞
味
仕
候
。
塩
辛
は
こ
の
人
物
へ
も
自
慢
ニ
而
少
々
福
分
仕
候
、
此
度
の
品
は

( 58 ) 

殊
に
新
鮮
-
一
市
在
来
の
塩
辛
の
如
き
苦
塩
輔
の
物
に
無
之
、
誠
に
御
地
に
於
市
嘗
味
同
様
の
美
味
有
之
、
是
は
全
く
蓋
付
瓶
入
ニ
而
外
気
一
一

ふ
れ
き
る
に
よ
る
事
と
存
候
而
配
事
難
有
御
座
候
。

先
年
日
向
宮
崎
詰
の
軍
医
某
氏
よ
り
紀
に
送
り
来
り
候
鮎
の
子
の
塩
辛
も
亦
貴
贈
品
の
如
く
新
鮮
美
味
-
一
而
御
座
候
。
是
は
ブ
リ
ツ
キ
入
-
一

(
で
)

而
蓋
の
口
際
は
鉛
ロ
ウ
ニ
市
密
封
遣
候
、
鉛
ロ
ウ
密
封
の
術
さ
へ
て
き
候
へ
ハ

、
却
市
途
中
破
損
の
危
険
無
之
且
軽
便
ニ
而
運
送
も
都
合
よ

く
御
座
候
。
何
レ
后
使
ニ
而
御
礼
の
品
送
候
へ
ハ
被
御
請
且
花
街
堂
の
請
取
券
呈
上
申
右
届
及
御
座
候

九
月
十
四
日

林

洞
海

篠
田
蒼
庵
先
生
」

書

簡
(
そ
の
六
〉



「
拝
啓
陳
者
昨
十
九
日
ハ
木
村
拝
島
老
人
之
令
弟
君
ノ
帰
豊
ニ
付
、
有
合
之
扇
子
一
隻
呈
貴
覧
に
被
供
度
く
候

て
過
日
御
廻
し
之
貴
詠
料
ハ
資
之
氏
よ
り
直
に
御
納
被
成
候
よ
し
に
て
御
落
手
之
御
事
に
候
由
。
春
来
逐
電

-
一
而
さ
し
出
候
浜
名
納
豆
其

後
御
落
手
ニ
相
成
候
や
、
若
御
落
手
ニ
不
相
成
候
ハ
ハ

、
端
書
ニ
而
宜
敷
御
座
候
問
、
御
序
時
御
知
可
被
下
候
。
是
ハ
定
而
御
落
手
の
事
と

存
候
。
是
も
亦
御
序
之
節
御
書
添
へ
可
被
下
候
也

九
月
十
七
日

洞
海

蒼
庵
様
」

書

簡
(
そ
の
七
)

「
フ
リ
ツ
キ
・
缶
一
つ
井
医
之
紙
包
壱
つ
添

(
不
明
)

拝
啓
貴
地
ニ
行
幸
一
一
付
、
御
地
は
撫
未
曽
有
之
御
事
故
無
事
口
口
口
口
事
と
奉
存
候
。
久
敷
御
近
況
も
不
承
且
貴
一
訴
も
御
送
無
御
座
候
問
、

不
相
替
御
清
栄
之
事
と
奉
存
候
。
掠
木
村
新
九
郎
氏
為
御
先
発
明
四
月
二
日
急
ニ
御
地
へ
出
立
ニ
成
如
何
ひ
御
座
候
ハ
ハ
、
使
有
九
日
又
々
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浜
名
納
豆
一
龍
御
送
御
座
仕
候
也

四
月
一
日

林

洞
海

篠
田
蒼
庵
様

尚
々
外
ニ
紙
包
一
巻
松
田
春
太
郎
般
の
分
も
被
相
願
頼
候
問
、
何
卒
御
届
被
下
度
奉
願
候
也
」

む

す

び

以
上
、
林
洞
海
の
東
京
大
学
医
学
部
第
一
回
学
位
授
与
式
に
参
列
の
感
懐
と
、
篠
田
蒼
庵
あ
て
の
書
簡
七
通
を
紹
介
し
た
。

感
懐
文
も
書
簡
も
い
ず
れ
も
洞
海
が
隠
居
後
の
も
の
、
す
な
わ
ち
晩
年
に
書
い
た
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
書
簡
な
ど
を
み
る
と
、
悠
々
自
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適
、
歌
を
よ
み
、
花
を
賞
で
、
余
生
を
楽
し
ん
で
い
る
一
面
も
伺
え
な
い
こ
と
も
な
い
が
、
長
男
紀
に
先
立
た
れ
た
淋
し
さ
が
老
の
身
に
し

み
、
折
に
ふ
れ
て
紀
の
事
を
思
い
出
し
て
い
る
文
面
が
処
々
に
見
受
け
ら
れ
る
。

〈
本
論
文
の
要
旨
は
第
七
六
回
日
本
医
史
学
会
総
会
で
報
告
し
た
)

参
考
文
献

(
1
〉
林
洞
海
略
歴
大
日
本
人
名
辞
書
、
講
談
社

(

2

)

東
京
大
学
医
学
部
百
年
史
東
京
大
学
出
版
会

(
3
〉
酒
井
シ
ヅ
著
日
本
医
人
伝
第
三
回
、
清
水
郁
太
郎
、
日
本
医
事
新
報
「
ジ
ュ
ニ
ヤ
版
」
第
一
三
三
号

(
4
〉
鉄
門
倶
楽
部
会
員
氏
名
録
鉄
門
倶
楽
部
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Regarding notes of thought and personal letters written by 

Dohkai Hayashi in the later part of his life: 

Shigeaki Tsuchiya 

Dohkai Hayashi was a famous scholar in the study of Dutch medical science in the late years of Tokugawa 

government. 

After the Meiji Restoration he became the vice-director 6f Numazu Hospital and in 1870 and after he served 

various positions in the new government. He retired from official position in 1876 and died in 1895 at the age 
r、、

of 83. ...... 
<!) 

、J
As his notes of thought and letters he wrote after his retirement were found of late， these matters are now 

made public to the readers. 

His notes are concerning his personal presence at the first graduation ceremony of medical academy of the 

Tokyo (Impeerial) University， when the ever first group of 18 japanese masters of medicine were newly born. 

He describes the scene with deep emotion in r凶pectof the change of years as comparing the time when he first 

studied the medicalscience at his younger age. 

Also there are altogether letters he le氏withthe receiver， out of which 7 are now introduced. They are all 

addressed to the old friend of his childhood， Soh-an Shinoda. 

Contents of the letters are diversified in subject and concerning the gifts he received as well as same he made 

目
的
H



to his friend， also about the news of other friends and current occurance. In some of his letters he even introdu-
甲
山
Hces his ]apanese poem to the 合iend.

Tsuna， the first son of Dohkai became the ispector general of the then Army Surgeon， however unfortunate1y he 

died in Paris， France 1882 at his age of 38. 

The early death of his son siruck Dohkai severely and he occasionally wrote down his grief and sorrow in 

some of his letters. 

f町、

N
U
〉



日
本
医
史
学
雑
誌

・
第
二
十
二
巻

昭
和
五
十
年
六
月
十
二
日
受
付

第
二
号

・
昭
和
五
十
一
年
四
月

原

著

酒
湯
記
録
よ
り
見
た
痘
磨
・
麻
疹
・
水

痘
の
大
奥
へ
の
伝
播

目リ

)11 

久

太

郎

幕
府
大
奥
は
、
百
余
万
の
ひ
し
め
く
股
賑
の
江
戸
の
中
央
に
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
実
、
制
度
上
ほ
と
ん
ど
外
界
と
の
交
通
を
絶
ち
、

い
わ
ば

料
と
し
て
後
に
伝
え
よ
う
と
し
た
人
々
に
よ
っ
て
も
、
か
な
り
信
想
性
の
あ
る
こ
と
と
し
て
肯
定
さ
れ
て
い
る
。

閉
鎖
し
た
極
め
て
特
異
な
社
会
を
構
成
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
種
々
巷
間
の
臆
測
を
生
む
こ
と
に
な
る
が
、
維
新
後
、
旧
幕
の
内
実
を
史

「
旧
事
諮
問
録
」
の
中
の
中

( 6:1 ) 

蕗
箕
浦
は
な
子
、
御
次
佐
々
鎮
子
の
回
想
談
な
ど
も
そ
の
一
っ
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
問
題
は
、
こ
の
巨
大
な
閉
鎖
集
団
が
、
域
外
お
よ
び
域
内
表
の
逐
年
の
疾
病
流
行
に
対
し
ど
の
よ
う
に
反
応
し
た
か
と
い
う
こ
と
で

あ
る

や
や
大
仰
「な
御表
家現
譜?を
L;，~許

さ
召れ
相、る
府 h

iif'r: l.f 
胤 Y--:
伝a: 1~
L_ -

ちれ
:二は

話笠
川 Z
家 EY
本.'--
も
支ム

察会

量全
記 52
録川
市象
~，.!.. tこ
代る

'̂' 
き

と
と

わ
ね
は;

な
る
ま
し、

最
近
筆
者
は
、

し
ば
し
ば
痘
、
疹
、

水
痘
の
三
症
に
つ
い
て

の
酒
湯
記
録
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
こ
れ
を
手
が
か
り
と
し
て
前
記
の
問
題
を
検
討
し
て
み
た
。

対
象
と
し
た
の
は
、
寛
政
元
年
(
一
七
八
九
年
)
か
ら
文
化
を
経
て
文
政
十
年
(
一
八
二
七
年
〉
の
聞
に
大
奥
で
出
生
し
た
十
一
代
将
軍
家

斉
の
子
女
五
十
余
人
で
あ
る
。
理
由
は
、
筆
者
が
酒
湯
の
時
代
的
変
選
と
し
て
別
報
に
お
い
て
述
べ
た
ご
と
く
、
酒
湯
は
江
戸
初
期
に
次
第
に

痘
療
の

一
治
法
と
し
て
確
立
し
は
じ
め
、
中
期
に
至
っ
て
こ
れ
が
痘
箔
治
癒
の
祝
賀
の
儀
と
な
る
と
共
に
、
他
の
ビ
ー
ル
ス
性
疾
患
た
る
麻
疹
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と
水
痘
に
対
し
て
も
行
な
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
化
政
期
に
は
記
録
と
し
て
も
っ
と
も
徹
底
し
た
か
た
ち
を
と
る
か
ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

次
の
十
二
代
家
慶
も
十
余
人
の
子
女
を
儲
け
る
が
、

て

こ
を
残
し
て
悉
く
夫
折
し
、

ま
た
十
三
代
以
後
は
ほ
と
ん
ど
城
中
に
誕
生
を
見
な
い

158 

の
で
対
象
と
は
し
得
な
い
。

一
方
、
こ
れ
と
対
照
す
べ
き
、
こ
れ
ら
寛
政
に
始
ま
る
子
女
の
出
生
期
か
ら
、
享
和
、
文
化、

文
政
、
天
保
、
弘
化、

嘉
永
、
安
政
に
至
る

生
長
期
に
対
応
す
る
江
戸
庶
氏
聞
の
三
症
の
流
行
記
録
は
、
斉
藤
月
容
の
「
武
江
年
表
〕
(
前
篇
嘉
永
二
年
、
後
篇
明
治
十
一

年
完
成
)
に
依

っ
た
。

江
戸
の
、
し
か
も
庶
民
生
活
の
逐
年
記
録
で
は
、
こ
れ
が
も
っ
と
も
詳
し
く
ま
た
信
頼
出
来
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

前
記
の
家
斉
の
子
女
五
十
余
の
発
症
記
録
は
、
以
後
の
解
析
を
す
す
め
る
た
め
に
、
ま
ず
こ
れ
を
一
覧
表
と
し
た
。

作
表
の
規
準
と
し
た
と

こ
ろ
に
関
し
て
若
干
の
説
明
が
必
要
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、
ま
ず
そ
れ
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
順
位
。
家
斉
の
子
息
、
息
女
の
数
に
つ
い
て
は
異
説
も
あ
る
が
、
こ
の
順
位
お
よ
び
人
数
は
「
昨
胤
伝
」
の
も
の
で
あ
る
。
他
に
若
干

の
流
体、

血
荒
(
流
、
死
産
)
や
養
女
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
順
位
に
は
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。

幼
名
お
よ
び
元
服
名
、
配
偶
者
名
。
名
(
幼
名
)
は
、
誕
生
数
日
後
に
定
め
ら
れ
る
の
を
常
と
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
第
二
子
、
第
五
子

( 64 ) 

な
ど
は
そ
れ
以
前
に
死
亡
、

「
御
名
未
ν
被
ν
進
ν
」
と
さ
れ
て
い
る
。

元
服

・
婚
後
の
項
は
、
男
子
で
は
自
身
の
名
、
女
子
で
は
(

〉
を
附

し
て
配
偶
者
の
名
を
記
し
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
欄
空
白
の
者
は
す
べ
て
十
余
歳
の
こ
の
時
期
ま
で
に
死
亡
し
た
も
の
で
あ
る
。
過
半
に
達
す

る。
母
の
名
。
家
慶
の
お
腹
様
と
な
っ
た
「
お
楽
」
は
別
と
し
て
、

一
般
に
こ
な
い
し
四
度
く
ら
い
の
出
産
を
経
験
し
て
い
る
。
母
の
如
何
を
問

わ
ず
生
後
間
も
な
く
「
御
台
様
御
養
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
記
録
ば
か
り
の
も
の
か
、
あ
る
い
は
実
の
母
の
手
許
を
離
れ
て
御
台
所
(
島
津
重

豪
息
女
、
近
衛
経
照
養
女
、
寒
子
)
の
許
で
育
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

(
2〉

生
年
月
日
、
死
亡
年
月
日
と
生
存
年
月
数
。
両
記
録
で
若
干
の
ち
が
い
の
あ
る
場
合
が
あ
る
が
、
そ
の
場
合
は

「
御
家
譜
」
に
よ
っ
た
。
後

に
述
べ
る
酒
湯
年
月
日
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
理
由
は
「
酢
胤
伝
」
よ
り
は
酒
湯
記
録
の
採
録
が
よ
り
徹
底
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
生
存
年



月
数
は
記
録
に
は
な
く
、
筆
者
の
算
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
四
十
一
子
末
姫
(
浅
野
斉
粛
に
嫁
す
〉
と
四
十
四
子
永
姫
(
徳
川
斉
位
に
嫁
す
)

の
両
名
は
少
な
く
と
も
天
保
末
期
ま
で
は
健
在
で
、
長
命
を
保
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
他
家
へ
嫁
し
て
い
る
た
め
正
確
な
死
没
年
不
明
の
ま
ま

空
欄
と
し
た
。
末
姫
に
関
し
て
は
婚
後
に
麻
疹
、
水
痘
の
権
患
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
江
戸
城
中
で
の
感
染
を
調
査
の
目
的
と
し
た

本
篇
で
は
、
今
そ
の
有
無
を
問
題
と
す
る
必
要
は
な
い
。
流
、
死
産
を
除
い
た
五
十
三
人
中
、

一
歳
未
満
の
死
亡
は
十
五
名
二
十
八
%
、
同
じ

く
二
歳
未
満
は
二
十
一
名
四
十
%
の
多
き
に
及
び
、
十
五
歳
以
上
ま
で
生
存
し
得
た
も
の
は
僅
か
に
二
十
一
名
四
十
%
に
過
ぎ
な
い
。
特
に
初

期
す
な
わ
ち
寛
政

・
享
和
期
誕
生
の
者
に
夫
折
が
多
い
の
は
如
何
な
る
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
元
号
は
、
寛
政
を
寛
、
享
和
を

享
、
文
化
を
化
、
文
政
を
政
、
天
保
を
保
、
弘
化
を
弘
、
嘉
永
を
嘉
、
安
政
を
政
、
明
治
を
明
と
略
記
し
た
。
ま
た
、

O
で
囲
ん
だ
月
は
閏
月

を
示
す
。

酒
湯
年
月
日
。
筆
者
の
別
報
に
お
い
て
述
べ
た
ご
と
く
、
江
戸
後
期
の
泊
湯
の
儀
は
本
復
の
賀
儀
で
あ
り
、
発
症
よ
り
十
日
前
後
の
後
に
行

な
わ
れ
て
い
る
の
が
普
通
で
あ
る
が
、
症
状
に
応
じ
か
な
り
長
短
が
あ
る
。
ま
た
、
三
十
一
子
乙
五
郎
、
五
十
子
富
八
郎
は
い
ず
れ
も
痘
癒
に

( 65 ) 

よ
り
死
亡
し
て
お
り
、
未
だ
酒
湯
は
行
な
わ
れ
て
い
な
い
が
、

一
応
発
症
記
録
と
し
て
本
表
に
加
え
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
二
名
の
酒
湯
年
月

日
の
項
に
記
さ
れ
た
も
の
は
死
亡
年
月
日
で
あ
る
。

(

2

)

(

3

)

 

な
お
、
酒
湯
年
月
日
の
空
欄
は
、
「
御
家
譜
」
お
よ
び
「
俳
胤
伝
」
に
若
干
の
遺
漏
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
多
く
は
死
亡
時
年
齢

よ
り
み
て
、
未
感
染
の
ま
ま
夫
折
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

検

討

事

Z頁

付本
篇
の
主
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
と
必
ず
し
も
直
接
関
係
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
始
め
に
、
痘
語
、
麻
疹
、
水
痘
の
擢
患

・
発
病
の
年
齢
を

三
症
罷
患
の
年
齢
・

見
て
み
た
い
。
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生存 抱 痘 麻 疹 水 痘
JI関 性 幼名 元服・婚後 母 生年月日 死亡年月日

年月
酒湯年月日|年齢 酒湯年月日|年齢

1 ♀ 淑姫(徳川斉朝室〉 内証方 寛1.3.25 イiニ14.5. 19 28: 2 イヒ 8. 12. 5 22: 9 
2 ♀ 〈未定) 内証方 寛 2.10. 1 克 2.10. 2 0: 0 
3 8 竹千代 内証方 克 4.7. 13 克 5.6.24 0: 11 
4 8 敏次郎 徳川家康 於楽 克 5.5. 14 嘉 6.6.22 60: 2 政 3.2. 22 26: 8 保 7.11.3 43: 3 党12.9. 13 7: 4 
5 8 〈未定〉 於梅 究 6.5. 9 党 6.5. 9 0: 0 
6 8 敬之助 於歌 寛 7.12. 10 寛 9.3. 12 1: 4 
7 8 敦之助 御台所 党 8.3. 19 克11. 5. 7 3: 2 
8 g 絞姫 内証方 克 8.7.11 寛10.3. 28 1: 8 
9 ♀ 総姫 於志賀 寛 8.10. 15 見 9.4. 24 0: 6 
10 8 最三郎 於歌 克10 2. 28 党10.5. 24 0: 3 
11 g 格姫 於里尾 寛10 8. 5 寛11.6.24 0: 10 
12 ♀ 五百姫 於歌 寛11.12. 16 寛12④ 3 0: 4 
13 早 峯姫 (徳川斉術室〉 於登勢 克12.④. 4 嘉 6.6. 26 53: 2 政 6. 1. 13 22: 9 政 6.3. 21 22: 11 享 3.12. 23 3:4 
14 g 亨姫 於蝶 享 1.4.22 亭 2.6. 4 1: 2 
15 8 菊千代 徳川斉!踊 於登勢 享 1.9. 9 弘 3⑤ 844: 8 イヒ 8. 12. 5 10: 3 政 7 3. 13 22: 6 享 2. 1. 9 0: 4 
16 早 苦予 襲E 於歌 享 2.5. 7 享 3.3. 4 0: 10 
17 8 時之助 於蝶 享 3.8. 1 イt2. 9. 14 2: 1 
18 甲 寿姫 於登勢 享 3.10. 15 化1. 6. 24 0: 8 
19 g 浅姫(徳川斉承室〉 於美尾 享 3.12. 10 安 4⑤ 1953: 6 イじ 9. 3.13 9: 3 政 7 1. 26 20: 1 化 3.11. 27 2: 11 
20 9 情姫 於登勢 イヒ 2. 12. 4 イlニ4.5. 12 1: 7 
21 色 虎千代 於蝶 イt3. 2.11 イt7. 10. 2 4: 8 
22 9 高姫 於屋智 イl二3.3. 1 化 3.7. 23 0: 4 
23 早 安姫 於袖 イtニ4.11. 14 イじ 8. 7.27 3: 8 
24 g 元姫(松平容衆室〉 於屋智 イヒ 5. 7. 2 政 4.8. 22 13: 1 政 4.8. 22 13: 1 ， 

25 8 友松 於自!I'i イヒ 6. 2. 21 イじ10.6. 2 4: 4 

。
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26 ♀ 文姫 (松平頼胤室〉於袖化 6.7. 10 保 8.3. 14 127: 8 政 1.3. 9 8: 7 イ七 7. 3.11 0: 8 保 7.5. 19 27: 8 

27 8 保之丞 徳川斉明於八重化 6.12. 5 政10.6.17 117: 6 イ七14. 1. 25 7: 1 政 3.12.2711・0
28 8 要之丞 徳川斉荘於蝶化 7.6.13 弘 2.7. 21 135: 1 政 3. 1. 18 9: 5 政 7.3. 5 13: 9 政 4.4. 18 10: 8 

29 ♀ 艶姫 於袖 イ七 8. 1. 22 イヒ 8. 6. 28 0: 5 

30 g 感姫(鍋島斉正室〕於八重化 8.3. 12 弘 3.3. 3 135: 0 化15.4. 3 7: 0 政 7.4. 1 13: 0 イ1::8.11. 3 0: 8 

31 3 乙五郎 池田斉衆於八重化 9.4. 4 政 9.3. 14 114: 1 政 9.3.14 14: 0 政 7.2. 6 11 : 10 

32 ♀ 和姫 (毛利斉広室〉於蝶化10. 1. 14 政13.7.20 117: 6 政 6.2. 9 10: 1 政 2.12. 18 6: 11 

33 ♀ 孝姫 於袖 イ七10. 1. 23 イi二11.7.21 1: 6 
34 g 溶姫(前田斉泰室〉 於美代 イヒ10 3. 27 明1.5. 1 154: 2 政 6.3. 9 9: 11 保 7.11.18 23: 8 政13.2.11 17: 11 

35 8 与五郎 於屋尾 イじ10.10. 2 イヒ11. 1. 2 0: 3 

36 8 銀之助 松平斉民 於八重 イiニ11. 7. 29 明24.3. 24 176: 9 イ七14.10. 9 3: 2 政 7.3. 16 9: 8 政 8.5. 1 10: 9 
37 ♀ 琴姫 於糸 イヒ12.6. 26 イヒ13. 1. 11 0: 7 

38 色 久五郎 於蝶 イじ12.8. 15 イヒ14.10. 16 2: 2 

39 ♀ 仲姫 於美代 化12.10.17 イじ14.5.23 1: 7 

40 8 信之進 於八重 イヒ14. 1. 20 イ1::14.6. 16 0: 5 

41 ♀ 末姫 (浅野斉粛室〉 於美代 イ七14.9. 18 政 6.2. 9 5: 5 

42 8 陽七郎 於袖 政1.5. 15 政 4.4. 10 2: 11 

43 ♀ 喜代姫 (酒井忠学室〉於八重政1.7. 8 弘1.10. 10 126: 3 政 6.2. 9 4: 6 政 7.4. 1 5 : 10 保 4.9. 2 15: 7 

44 ♀ 永姫 (徳川斉位室〉於糸 政 2. 1. 14 政 6.3. 9 4: 3 政 7.4. 1 5: 3 保 6.5.28 16: 4 

45 8 進七郎 徳川斉湿於瑠理政 2.5.29 保10.3. 20 119 : 10 政 9. 1. 22 6: 7 政 6.4. 9 3: 10 

46 8 徳之佐 松平斉良於八重政 2.10. 24 保10.6. 22 119: 8 保 4.4. 2 13: 6 政 7.2.24 4: 4 

47 8 恒之丞 徳川斉彊於袖政 3.4.28 嘉 2.3. 27 129: 1 政 6. 1. 18 2: 9 保 7.11.24 16: 7 政 8.4.28 5: 0 

48 3 民之助 松平斉善於糸政 3.9. 24 保 9.7.27 117: 10 政 6.2.11 2: 5 政 7.3. 16 3: 7 政 8.5. 18 4: 8 

49 8 松菊 蜂須賀斉裕 於八重 政 4.9.19 明1. 1. 6 146: 6 政 6.2. 12 1: 6 政11.4. 29 6: 7 

50 8 富八郎 於袖政 5.8. 5 政 6.2.27 1 0: 6 政 6.2. 27 0: 8 政 6.2.27 0: 6 

51 8 紀五郎 松平斉省於糸政 6. 1. 28 保12.5. 16 118: 4 政13.11. 20 7: 10 政 7.4. 1 2: 2 保12.5. 16 18: 4 

52 8 周丸 松平斉宣於糸政 8.3. 9 保15.5. 2 119: 2 政12.3. 1 4: 0 保15.5. 2 19: 1 

53 ♀ 泰姫(池田斉訓室)於瑠璃政10.10. 2 保14. 1. 4 115: 3 保11.5. 1 12: 7 保14.1. 4 15: 4 
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lO 
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こ
れ
と
比
較
す
べ
き
江
戸
市
中
庶
民
の
平
均
擢
患
年
齢
の
資
料
に
欠
け
る
点
、
甚
だ
残
念
で
あ
る
が
、

一
応
、
五
十
三
子
を
、
第
二
十
七
子
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の
保
之
丞
ま
で
と
二
十
八
子
要
之
丞
以
下
二
十
六
名
の
、
前
期
出
生
群
と
後
期
出
生
群
に
分
け
て
相
互
に
比
較
し
た
。

痘
磨
年
齢
は
全
期
を
通
じ
九

・
一
歳
、
内
、
前
期
七
名
平
均
十
五

・
三
歳
、
後
期
十
八
名
平
均
六

・
六
歳
と
そ
の
差
は
大
き
い
。
麻
疹
に
つ

い
て
も
同
様
で
、
前
期
五
名
二
十
一

・
九
歳
、
後
期
十
一
名
九

・
五
歳
、
平
均
十
三

・
七
歳
で
あ
っ
た
。
こ
の
前
期
と
後
期
間
の
差
は
、
何
に

原
因
す
る
も
の
か
明
確
に
し
え
な
い
が
、
痘
、
疹
と
も
に
後
期
に
は
同
時
発
病
の
例
が
多
く
、
お
そ
ら
く
は
営
内
に
未
成
年
者
の
多
か
っ
た
後

期
に
は
子
女
聞
の
相
互
感
染
が
か
な
り
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
痘
搭
で
は
文
政
六
年
春
に
峰
姫
、
和
姫
、
溶
姫
、
末
姫
、
喜

代
姫
、
永
姫
、
恒
之
丞

・、

民
之
助
、
松
菊
、
富
八
郎
と
、
二
十
二
歳
か
ら
嬰
児
ま
で
十
名
が
同
時
に
擢
患
し
て
お
り
、
麻
疹
で
も
文
政
七
年

春
に
は
、
二
十
二
歳
の
菊
千
代
以
下
、
浅
姫
、
要
之
丞
、
盛
姫
、
乙
五
郎
、
銀
之
助
、
喜
代
姫
、
永
娘
、
徳
之
佐
、
民
之
助
か
ら
二
歳
二
ヶ
月

の
紀
五
郎
ま
で
、
実
に
十
一
名
が
同
じ
時
期
の
発
症
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
水
痘
に
は
こ
の
同
期
発
病
、
相
互
感
染
の
傾
向
は
ほ
と
ん
ど
認

め
ら
れ
ず
、
最
多
の
文
政
八
年
で
も
わ
ず
か
に
銀
之
助
、
恒
之
丞
、
民
之
助
の
三
名
で
あ
り
、
前
期
七
名
の
発
症
平
均
九
・

五
歳
と
後
期
十
五
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名
の
十

・
四
歳
聞
に
も
差
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
な
お
水
痘
感
染
の
全
期
二
十
二
名
の
平
均
は
十
・

一
歳
で
あ
る
。

tコ

江
戸
市
中
の
流
行
と
の
関
連

先
に
述
べ
た
ご
と
く
、
三
症
の
江
戸
で
の
流
行
記
録
は
斉
藤
月
ヰ
(
幸
成
)
の
「
武
江
年
表
」
に
よ
っ
た
。
祖
父
以
来
三
代
の
労
作
「
江
戸

た
H
A

し
今
回
用
い
た
金
子
光
晴
校
訂
の
版
で
は
、

と
し
て
伝
わ
る
関
根
只
誠
書
入
れ
本
と
喜
多
村
笥
庭
補
正
本
と
を
併
せ
て
編
集
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
引
用
に
当
っ
て
は
そ
れ
を
明
示

し

名
所
図
会
」
、

「
東
都
歳
時
記
」
に
つ
ど
い
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
写
本

た
。
(
只
誠
)
、
(
笥
庭
)
の
如
く
に
で
あ
る
。
以
下
に
寛
政
か
ら
安
政
に
至
る
約
七
十
年
間
の
分
を
抄
出
す
る
。

痘
措
関
係

文
政
八
年

(
只
誠
〉
秋
よ
り
冬
に
至
り
痘
痕
流
行
。



麻
疹
関
係

享
和
三
年

四
月
よ
り
六
月
に
至
り
、
麻
疹
流
行
、
人
多
く
死
す
。

(
掲
庭
〉

此
の
節
落
首

「江
戸
中
の
端
か
ら
は
し
か
一
面
に
は
や
る
は

医
者
と
あ
ん
ま
け
ん
び
き
」
。
は
し
か
も
珍
し
か
り
し
故
人
死
も
多
か
り
、
其
後
は
往
々
あ
り
て
死
す
る
も
の
な
し
。

春
よ
り
麻
疹
流
行
、
夏
、
秋
に
至
る
。
麻
疹
は
東
海
道
筋
よ
り
は
や
り
来
れ
り
。

文
政
七
年

天
保
七
年

七
月
、
麻
疹
流
行
。

(
安
政
六
年

一
一
月
頃
よ
り
麻
疹
に
類
せ
る
病
気
行
は
る
)

水
痘
関
係

記
録
な
し
。

以
上
で
あ
る
。
勿
論
大
流
行
の
み
の
記
録
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
時
期
に
も
市
中
に
は
常
に
こ
れ
ら
三
症
の
患
者
は
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

酒
湯
記
録
も
そ
れ
を
裏
づ
け
て
い
る
。
な
お
、
富
士
川
滋
著
「
日
本
疾
病
史
」
で
は
、

( 69 ) 

「
医
事
雑
話
」

(
岩
永
蕃
斉
)
の
記
事
と
し
て
天
保
九

年
に
痘
痛
の
流
行
の
あ
っ
た
こ
と
を
-記
し
て
い
る
。

営
内
へ
の
伝
播
を
考
え
る
資
料
と
し
て
、
痘
着
、
麻
疹
、
水
痘
以
外
の
伝
染
性
疾
患
を
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
幕
府
資
料

に
は
死
亡
原
因
と
な
っ
た
疾
患
で
さ
え
も
、
上
記
三
症
以
外
は
全
く
記
録
し
て
い
な
い
の
で
、
直
接
的
な
比
較
考
証
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
営

内
の
死
亡
年
月
日
の
記
録
と
市
中
で
多
数
の
死
亡
者
を
出
し
た
他
種
伝
染
性
疾
患
の
流
行
年
月
と
の
相
闘
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
な
ら
ば
、
あ

る
程
度
可
能
で
あ
る
。
前
記
期
間
内
の
こ
の
条
件
に
合
致
す
る
流
行
記
録
に
は
次
の
も
の
が
あ
っ
た
。

文
化
十
三
年

初
夏
よ
り
閏
八
月
謡
、
江
戸
疫
病
流
行
。
人
多
く
死
す
。
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文
政
二
年

夏
よ
り
痢
病
行
は
る
。
死
亡
の
も
の
多
し
、
こ

の
節
の
病
を
俗
に
コ
ロ
リ
と
い
う
。



安
政
五
年

七
月
末
の
頃
よ
り
都
下
に
時
疫
行
わ
れ
て
、
芝
の
海
辺
、
鉄
砲
州
、
佃
島
、
霊
山
芹
島
の
畔
に
始
ま
り
、
家
毎
に
此
の
病
痢
に
権
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ら
ざ
る
は
な
し
。
八
月
の
始
め
よ
り
次
第
に
蟻
に
し
て
、
江
戸
中
並
び
に
近
在
に
蔓
り
、
即
時
に
や
み
て
即
時
に
終
れ
り
。
貴
人
に
は
少
し
。

-俗
諺
に
「
コ
ロ
リ
」
と
い
へ
り
。

安
政
六
年

七
月
下
旬
よ
り
去
年
行
わ
れ
し
暴
憶
病
ふ
た
た
び
行
わ
れ
、
男
女
死
亡
多
し
、
九
月
に
至
り
て
止
む。

さ
て
、
営
内
と
市
中
の
両
記
録
の
比
較
で
あ
る
が
ま
ず
痘
搭
で
の
相
関
性
を
見
て
み
た
い
。

先
に
述
べ
た
ご
と
く
、
大
奥
で
は
文
政
六
年
の
春
に
痘
搭
の
大
流
行
が
あ
っ
た
。
十
名
が
同
時
期
に
痘
清
酒
湯
を
行
な

っ
て
お
り
相
互
感
染

の
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
そ
れ
以
外
に
、
同
じ
年
の
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
二
名
以
上
が
擢
息
し
た
例
を
拾
う
と
、
文
化
八
年
暮
の
二
名
(
淑

姫
と
菊
千
代
)
、
文
政
三
年
一
、
二
月
の
二
名
(
敏
次
郎
と
要
之
丞
〉
、
文
政
九
年
早
春
の
二
名
(
乙
五
郎
と
進
七
郎
)
が
見
出
さ
れ
る
。
問
題

の
大
規
模
の
流
行
は
文
政
八
年
秋
か
ら
冬
へ
の
流
行
と
天
保
九
年
と
が
あ
っ
た
。
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は
こ
の
四
回
の
集
団
感
染
と
市
中
の
流
行
の
因
果
性
と
い
う
こ
と
に
集
約
出
来
る
わ
け
で
あ
る
が
、
先
に
述
べ
た
ご
と
く
江
戸
市
民
間
の
痘
搭

結
論
的
に
い
う
な
ら
ば
、
大
奥
と
は
、
疫
学
的
に
も
外
界
と
一
応
は
隔
離
さ
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
、
お
よ
び
、
こ
れ
と
や
や
矛

盾
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ

の
隔
離
は
必
ず
し
も
完
壁
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
両
者
の
流
行
の
一
致
が
、
文
政
八
年

の
秋
か
ら
冬
(
文
政
九
年
)
の
市
中
流
行
と
域
中
で
同
九
年
一
月
と
三
月
に
発
病
し
た
乙
五
郎
と
進
七
郎
の
場
合
と
の
聞
に
認
め
ら
れ
る
か
ら

で
あ
る
。
四
回
の
集
団
発
症
の
う
ち
、

一
回
は
庶
民
間
で
の
大
規
模
流
行
と
時
期
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

麻
疹
に
関
し
て
は
、
隔
離
は
よ
り
不
完
全
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
集
団
発
症
が
、
い
ず
れ
も
城
外
の
流
行
と
同
時
に
お
こ
っ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。

酒
湯
記
録
か
ら
読
み
と
れ
る
麻
疹
の
複
数
発
病
は
、
前
項
で
見
た
文
政
七
年
一
月
か
ら
四
月
の
聞
の
菊
千
代
以
下
十
一
名
の
場
合
と
、
天
保

七
年
秋
の
家
慶
(
敏
次
郎
)
と
溶
姫
、
恒
之
丞
の
三
名
の
場
合
と
が
あ
る
。
た
H
A

し
こ
の
う
ち
の
天
保
七
年
の
際
に
は
、
男
子
は
す
べ
て
成
年



に
達
し
て
お
り
、
女
子
溶
姫
は
す
で
に
婚
家
前
田
家
に
在
っ
た
は
ず
で
あ
り
、
今
回
の
対
照
の
対
象
か
ら
除
外
す
べ
き
も
の
か
と
も
思
わ
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

の
再
度
の
発
症
期
が
共
に
江
戸
市
中
の
流
行
と
一
致
す
る
こ
と
は
十
分
に
注
目
に
値
す
る
。
ち
な
み
に
、
市
民
間
で

の
大
き
い
流
行
は
、
こ
の
文
政
七
年
の
春
か
ら
秋
へ
の
も
の
と
天
保
七
年
の
夏
、
そ
れ
に
加
え
て
享
和
三
年
の
も
の
が
あ
っ
た
。

最
後
に
水
痘
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
水
痘
で
は
文
政
八
年
春
に
前
後
し
て
銀
之
助
、
恒
之
丞
、
民
之
助
の
三
兄
弟
が
擢
息
し
て
お
り
、
営
内

で
の
相
互
の
感
染
を
考
え
さ
せ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
は
一
定
し
た
傾
向
を
見
出
し
が
た
い
。
他
方
、
市
民
間
の
大
き
い
流
行
も
記
録
さ
れ
て
お

ら
ず
、
両
者
を
対
比
し
因
果
性
を
云
々
す
る
資
料
に
欠
け
る
。

な
お
、
本
篇
の
主
題
か
ら
は
や
や
逸
脱
す
る
が
、
文
政
二
年
夏
、
安
政
二
年
と
三
年
の
夏
の
コ
レ
ラ
大
流
行
が
大
奥
に
及
ん
だ
か
否
か
の
問

題
に
つ
い
て
は
、
死
亡
年
月
日
か
ら
見
る
限
り
伝
播
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
三
症
と
は
異
な
っ
て
感
染
源
が
飲
食
物
に
あ
る
も
の
で

あ
り
、
た
め
に
、
伝
播
防
止
の
対
策
の
有
無
に
か
L

わ
ら
ず
、
営
内
に
躍
患
者
の
出
る
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

「
武
江
年
表
」
、
安
政
五
年
の
コ
レ
ラ
流
行
の
項
の
「
賢
人
に
は
少
し
」
と
の
記
録
は
、
そ
の
点
で
も
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

( 71 ) 

伺

大
奥
へ
の
伝
播
阻
止
の
対
策

別
報
に
お
い
て
筆
者
は
、

「
御
触
書
寛
保
集
成
」
よ
り
、
痘
癒

・
麻
疹

・
水
痘
の
営
内
伝
染
防
止
に
関
す
る
幕
府
最
初
の
触
書
と
し
て
、
延

宝
八
年
(
一
六
八

O
年
)
の
分
を
掲
げ
、
こ
れ
が
後
永
く
ほ
ど
同
一
の
内
容
と
形
式
で
繰
返
え
さ
れ
る
触
書
の
基
本
形
と
な
っ
た
こ
と
を
述
べ

た
。
す
な
わ
ち
、
こ

の
間
に
医
術
の
向
上
、
疫
病
へ
の
基
礎
知
識
の
進
展
が
あ
っ
た
に
も
か
与
わ
ら
ず
、
感
染
防
止
の
対
策
は
ほ
と
ん
ど
変
る

と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
蘭
方
の
導
入
も
、
所
詮
は
こ
の
伝
統
を
改
め
得
な
か
っ
た
。
明
治
以
後
に
相
次
い
で
明
ら
か
に
さ

れ
た
こ
れ
ら
三
症
の
病
源
体
、
伝
染
経
路
、
潜
伏
期
、
消
毒
法
な
ど
の
諸
知
識
と
対
応
し
て
見
る
と
き
、
こ
の
江
戸
全
期
を
通
じ
て
採
ら
れ
た

柳
営
内
の
感
染
防
止
策
が
、
ど
こ
ま
で
が
理
に
か
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
、
ま
た
、
ど
の
点
に
不
備
が
あ
っ
た
か
、
い
ず
れ
稿
を
改
め
て
考

え
て
み
る
つ
も
り
で
あ
る
。
終
り
に
、
こ
の
種
の
触
書
と
し
て
最
初
の
延
宝
八
年
の
分
を
「
御
触
書
寛
保
集
成
」
よ
り
再
び
転
載
す
る
と
と
も

に
、
百
数
十
年
後
の
、
記
録
に
残
さ
れ
た
限
り
で
は
最
後
の
も
の
と
な
っ
た
文
政
八
年
の
分
を
「
御
触
書
天
保
集
成
」
よ
り
抽
き
、
両
者
を
併
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せ
て
営
内
伝
播
防
止
の
根
本
方
策
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
推
測
す
る
資
料
と
す
る
次
第
で
あ
る
。

166 

延
宝
八
申
年
十
一
月

癌

庖
箔
麻
疹
水
痘
遠
慮
之
事

搭病
人
は
見
侯
日
よ
り
三
十
五
日
過
候
て
罷
出
、
御
目
見
仕
候
、

看
病
人
ハ
三
番
湯
掛
罷
出
、
御
目
見
仕
候
、

病
人
果
候
共
、
看
病
人
忌
明
候
て
罷
出
、
御
目
見
仕
候

疹

病
人
ハ
三
番
湯
掛
罷
出
、
御
目
見
仕
候
、

看
病
人

同
断
、

( 72 ) 

病
人
果
候
時
ハ

、
癌
搭
同
断
、

水

痘疹
と
同
前
、

右
は
御
側
之
面
々
計
、
外
様
の
輩
ハ
御
構
無
之
候
、
以
上

十
一
月

文
政
八
酉
年
二
月

大
目
付
え

癒
着
麻
疹
水
痘
病
人
若
君
様
御
座
所
え
不
罷
出
品



癌
癒
病
人
は
相
見
侯
日
よ
り
三
十
五
日
過
候
ハ

L
、
肥
立
次
第
罷
出
、
可
相
勤
候
、

麻
疹
水
痘
病
人
は
三
番
湯
掛
候
ハ

L
、
御
番
等
可
相
勤
候
、

右
之
通
、
若
君
様
御
座
所
遠
慮
可
仕
候
、
且
叉

御
本
丸
之
儀
は
不
及
遠
慮
候
、

但
、
若
君
様

御
本
丸
え
被
為

入
侯
節
、
且
西
丸
御
表
え
被
遊

出
御
候
節
、
御
目
通
え
は
御
定
日
数
之
通
不
可
被
罷
出
事
、

癌
癒
麻
疹
水
痘
看
病
人
並
療
治
致
候
御
医
師
之
儀
も
、
御
目
通
え
罷
出
候
儀
、
不
及
遠
慮
候
、

癌
措
麻
疹
水
痘
病
人
よ
り
献
上
物
、
不
及
差
拍
候
、

右
之
通
、
向
々
与
え
可
被
達
候
、

二
月
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Contagions of Smallpox， Measles and Chickenpox to Shogunate 

Family in Ooku from the Common People of Edo City 

Kyutaro MAEKA W A 

。oku，inner palace of Edo-castle， was the area practically isolated from the outside wqrld for the private lives 
of shogun and his family. The princes and the princesses of shogun were brought up with strict care by many 

waiting maids in this palace. 

In the present report， on the basis of the chronological table o[ sasayu ceremony which was celebration of 

recovery from smallpox， measles and chickenpox， records of these contagious diseases in 52 children of the 11 th 

shogun Ienari Tokugawa were studied analytically with special reference to the correlation in prevalence of 

these viral diseases between the common people of Edo and the shogun's children in δoku・

Result made it evident， when smallpox prevailed in the 9 th year of Bunsei and measles in the 7 th year of 

Bunsei and in the 7 th year of Tempo among the people of Edo， many princes and princesses were also infected 

with smallpox and measles respectively. It was thought to show， therefore， that the persons in δoku were not 

perfectly isolated epidemiologically [rom the contagia of the outside world. Physicians for the personages inδoku 

and waiting maids visited by permission to her parents or those visited a temple or a shrine [or her master seem 

to be possible mediator of the germs o[ these contagious diseases. 

∞
由
同

〆戸、

可d
t、
、.../



日
本
医
史
学
雑
誌

・
第
二
十
二
巻

昭
和
五
十
年
七
月
一
日
受
付

第
二
号

・
昭
和
五
十

一
年
四
月

原

著
小
浜
藩
に
お
け
る
林
野
家

の
事
蹟
に
つ
い
て

(
小
石
元
俊
の
祖
)田

辺

賀

啓

関
西
で
蘭
学
を
お
こ
し
た
小
石
元
俊
の
祖
先
は
、
元
小
浜
藩
の
重
臣
林
野
氏
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
疑
義
を
も
っ
論
評
も
あ
る
。
そ
の
理
由

は
、
代
々
家
老
職
の
身
分
に
あ
り
な
が
ら
元
俊
の
父
林
野
市
之
進
(
小
石
李
伯
)
が
何
故
こ
れ
を
拾
て
L

浪
人
の
身
に
な
っ
た
の
か
、
そ
の
確

( 75 ) 

た
る
理
由
の
不
詳
な
る
こ
と
、
元
俊
在
世
中
に
杉
田
玄
白
に
祖
先
の
調
査
を
依
頼
し
た
が
、
そ
の
返
答
の
不
明
な
る
こ
と
、
そ
し
て
特
に
疑
義

を
も
た
れ
た
の
は
、
市
之
進
経
歴
の
な
か
に
あ
る
作
州
津
山
の
城
請
取
り
か
ら
没
年
ま
で
の
期
間
が
、
六
十
七
年
も
あ

っ
て
、
享
年
六
十
歳
余

(1
)
 

と
伝
え
ら
れ
た
こ
と
と
の
不
合
理
さ
で
あ

っ
た
。

本
稿
で
は
、
元
俊
の
祖
先
が
小
浜
藩
の
家
老
林
野
家
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
、
小
浜
に
あ
る
資
料
と
今
回
は
じ
め
て
閲
覧
を
許
さ
れ
た
京
都

小
石
家
に
あ
る
資
料
と
を
順
次
に
述
べ

つ
L
、
そ
の
事
蹟
に
考
察
を
加
え
て
み
る
。

一
、
空
印
寺
過
去
帳

昨
年
六
月
十
五
日
(
土
)
解
体
新
書
刊
行
二
百
年
記
念
の
講
演
会
と
展
示
会
と
を
地
元
医
師
会
と
教
育
委
員
会
が
主
催
し
て
小
浜
市
文
化
会

館
で
開
催
し
た
。
当
日
午
前
、
来
浜
さ
れ
た
小
川
鼎
三
教
授
の
御
希
望
で
空
印
寺
に
参
り
、
同
寺
住
職
の
御
好
意
に
よ
っ
て
同
寺
の
過
去
帳
の
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閲
覧
を
ゆ
る
さ
れ
、
杉
田
、
中
川
両
家
だ
け
で
な
く
、
林
野
家
も
調
べ
る
よ
う
小
川
先
生
の
御
指
示
を
う
け
、
酒
井
シ
ヅ
講
師
と
共
に
調
査
し

た
処
、
別
表
一
の
よ
う
に
、
林
野
惣
左
エ
門
父
母
、
同
夫
妻
、
作
兵
衛
夫
妻
、
市
之
進
兄
妹
、
小
石
元
瑞
の
九
名
の
戒
名
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
た
。
惣
左
エ
門
夫
妻
と
作
兵
衛
に
は
夫
々
院
殿
と
あ

っ
て
家
老
級
で
あ

っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
た
。

本
稿
論
述
に
便
な
ら
し
め
る
為
に
、
こ
の
過
去
帳
戒
名
と
地
元
小
浜
に
あ
る
「
抑
景
録
」
及
び

「
逢
昔
遺
談
」
更
に
京
都
小
石
家
に
あ
る

「
小
石
氏
祖
先
伝
記
」
及
び
家
系
図
を
基
礎
に
し
て
、
林
野
家
系
図
(
別
表
二
)
を
作
成
し
た
。
市
之
進
の
兄
妹
に
つ
い
て
は
、
兄
か
弟
か
、

姉
か
妹
か
は
不
明
で
あ
り
、
順
位
の
変
更
も
あ
り
う
る
。

二
、
林
野
惣
左
エ
門
夫
妻
墓
碑

(空
印
寺
)

過
去
帳
に
明
示
さ
れ
て
い
る
の
で
一
族
の
墓
石
は
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
空
印
寺
は
嘉
永
六
年
の
大
火
で
本
堂
を
焼
失
し
、
明
治
十
年
に

は
小
浜
小
学
校
に
、
大
正
七
年
に
は
国
鉄
小
浜
線
に
敷
地
の
一
部
を
ゆ
づ
り
墓
地
の
様
相
も
変
っ
て
お
り
、
探
索
の
結
果
、
無
縁
墓
地
の
中
で

林
野
惣
左
エ
門
夫
妻
(
祖
繰
殿
散
鶏
恥
)
の
墓
碑
一
基
を
発
見
し
た
。
墓
石
の
上
部
は
欠
損
し
て
、
直
と
利
の
字
の
部
よ
り
上
方
は
失
っ
て
い

(
6
)
 

る
が
、
こ
れ
は
小
石
家
に
あ
る
墓
碑
の
写
し
と
欠
損
部
も
全
く
一
致
し
て
い
る
の
で
、
古
く
よ
り
欠
損
部
は
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
(晴朗
J

一

行
一
七

・
五
種
J

。

残
高
七

O
酒

、

、
林
野
市
之
進
寄
進
燈
篇

(
空
印
寺
)

昭
和
初
年
小
石
暢
太
郎
(
現
当
主
秀
夫
氏
父
〉
が
空
印
寺
に
参
っ
た
と
き
に
は
墓
地
は
見
当
ら
な
か
っ
た
が
、
こ
の
灯
龍
を
写
真
撮
影
し
て

い
た
。
当
時
は
藩
侯
墓
所
出
入
門
に
向
っ
て
右
側
の
右
四
列
目
(
最
外
側
〉
の
一
番
前
に
歴
代
家
老
の
寄
進
灯
寵
と
共
に
あ
っ
た
が
、
今
回
調

査
し
た
処
、
現
在
は
そ
の
四
列
目
の
灯
簡
は
総
て
な
く
、
こ
れ
は
今
次
大
戦
後
の
盗
難
と
寺
内
各
所
に
分
散
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
り
、

こ
れ
ら
を
探
し
た
が
見
当
ら
ず
、
最
後
に
藩
侯
墓
所
内
を
念
の
た
め
に
探
し
た
所
、
第
十
代
酒
井
忠
進
公
の
碑
前
に
あ
る
の
を
見
出
し
た
。
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市
之
進
が
仕
え
た
の
は
第
四
代
忠
園
、
第
五
代
忠
音
で
あ
り
、
戦
後
た
ま
た
ま
空
い
て
い
た
場
所
に
据
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
只
々
こ

の
十
代
忠
進
の
侍
医
で
あ
っ
た
人
が
後
述
す
る
よ
う
に
小
石
家
租
先
の
発
掘
に
貢
献
す
る
。
灯
寵
は
基
壇
四
十
六
糠
四
方
、
高
さ
百
七
十
糎
で

四
角
形
柱
状
の
竿
の
正
面
に
、
献
上
石
灯
龍
壱
基
林
野
市
進
直
頼
左
側
面
に
、
宝
永
閏
三
丙
成
暦
九
月
八
日
と
あ
る
。
こ
れ
は
四
代
忠

闇
の
逝
去
の
日
に
当
り
、
市
之
進
が
城
代
職
に
な
っ
て
一
年
余
の
こ
と
で
あ
る
。
材
質
が
花
筒
岩
で
あ
る
た
め
風
化
し
て
い
て
彫
ら
れ
た
文
字

は
拓
本
を
と
り
確
か
め
た
。

四
、
郷
土
資
料
に
よ
る
林
野
家
三
代
の
事
蹟

夫
々
の
記
事
は
、
筆
者
が
簡
約
し
た
。

付

「
仰
景
録
」

明
和
二
年
(
一
七
六
五
)
山
口
安
田
(
春
水
)
が
藩
祖
酒
井
忠
勝
の
言
行
を
誌
し
た
も
の
で
あ
る
。
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初
代
惣
左
エ
門
は
浜
町
下
屋
敷
の
辺
の
出
火
に
唯
一
人
行
っ
た
所
、
万
を
抜
き
切
り
か
与
る
も
の
あ
り
、
人
違
い
と
再
三
言
っ
た
が
、
聞
入

れ
ら
れ
ず
、
頻
り
に
切
り
か
L

ら
れ
て
、
止
む
な
く
切
と
め
、
こ
れ
を
町
内
の
人
が
見
て
お
っ
て
、
町
奉
行
に
言
っ
た
の
で
奉
行
も
人
違
い
な

る
こ
と
を
認
め
、
藩
侯
に
甲
斐
々
々
し
き
こ
と
と
申
上
げ
た
が
、
忠
勝
公
は
政
務
に
携
わ
る
身
で
供
も
つ
れ
ず
に
歩
く
の
は
不
謹
慎
と
阿
ら
れ

た
由
。
忠
勝
が
諸
土
の
心
を
試
し
て
、
全
藩
士
を
集
め
て
忠
直
(
二
代
藩
主
)
に
御
代
譲
ら
ず
と
言
わ
れ
た
所
、
林
野
何
某
進
み
出
で
、
忠
直

君
に
御
譲
り
あ
れ
と
進
言
し
、

一
同
同
意
し
た
。
忠
直
は
、
こ
れ
に
感
じ
て
家
督
後
、
林
野
に
加
増
あ
り
し
と
。

文
政
八
年
(
一
八
二
五
)
田
中
貞
風
が
、
初
代
忠
勝
よ
り
九
代
忠
貫
ま
で
の
郷
土
に
遣
さ
れ
た
人
物
の
話
を
誌
し
た

も
の
で
、
全
七
巻
よ
り
な
り
、
林
野
三
代
の
こ
と
は
一
之
巻
と
二
之
巻
に
あ
る
w

。
「
逢
昔
遣
談
」は

じ
め
惣
十
郎
と
い
い
小
姓
の
と
き
、
忠
勝
公
が
上
使
と
し
て
京
大
阪
に
行
っ
た
際
、
淀
の
城
主
永
井
信
濃
守
と
同
宿
し

た。

他
の
近
習
が
寝
て
い
る
の
に
終
夜
灯
を
も
ち
、
股
よ
り
何
度
も
臥
せ
て
よ
い
と
い
わ
れ
た
が
、
そ
の
僅
つ
づ
け
、
江
戸
に
帰
っ
て
二
百
石

惣
左
エ
門
は
、

を
た
ま
わ
り
、
其
後
三
千
石
の
家
老
職
と
な
り
、
当
時
は
江
戸
で
「
林
野
の
酒
井
股
」
と
い
わ
れ
た
程
の
勢
で
あ
っ
た
。
忠
直
家
督
の
際
に
忠
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勝
は
、
惣
左
エ
門
は
其
許
に
て
は
も
て
あ
っ
か
ひ
も
の
な
り
、
随
分
頭
を
押
え
て
召
っ
か
わ
せ
と
、
又
惣
左
エ
門
を
召
し
て
、
忠
直
は
年
若
な

れ
ば
我
等
に
物
申
し
た
る
如
く
云
ひ
た
き
ま
与
を
申
さ
ば
堪
忍
し
な
い
、
必
慮
外
を
申
す
な
と
云
わ
れ
た
由
。
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作
兵
衛
は
延
宝
四
年
(
一
六
七
六
)
家
督
相
続
し
て
二
千
五
百
石
、
父
没
後
三
千
石
に
な
っ
た
。
延
宝
二
年
、
惣
左
エ
門
存
命
中
、
作
兵
衛

五
百
石
取
り
の
時
、
藩
士
斉
藤
弥
右
エ
門
の
切
腹
事
件
が
あ

っ
た
。
藩
の
御
勝
手
不
如
意
で
家
中
の
知
行
の
う
ち
御
借
米
仰
出
さ
れ
、
足
軽
の

給
分
も
相
応
に
す
る
こ
と
に
内
定
し
て
い
た
処
、
こ
の
人
が
反
対
し
、
切
腹
の
前
夜
、
江
戸
よ
り
来
て
い
た
作
兵
衛
の
家
で
口
論
し
、
御
家
の

こ
の
よ
う
に
な
っ
た
の
は
御
親
父
惣
左
の
仕
業
だ
と
言

っ
て
い
る
の
が
問
え
た
由
。

元
禄
四
年
(
一
六
九
一
)
四
月
、
作
兵
衛
死
去
、
同
年
七
月
六
日
知
行
三
千
石
の
内
七
百
石
を
跡
式
と
し
て
菓
子
市
進
直
頼
に
下
さ
る
。
市

之
進
が
大
身
分
の
時
、
作
州
津
山
の
事
が
あ
り
、
市
進
仮
役
仰
付
ら
れ
、
願
出
て
本
役
仰
付
ら
れ
万
端
勤
め
し
と
も
、
無
役
御
供
に
て
行
き
し

と
も
、
又
組
頭
の
一
つ
欠
け
市
進
に
支
配
仰
付
け
ら
れ
た
が
断
っ
た
等
数
説
が
あ
る
。
次
原
文
に
て
、

担
市
進
宝
永
二
酉
年
(
一
七

O
五
〉
六
月
御
城
代
仰
付
置
れ
候
処
い
か
な
る
所
存
に
哉
同
七
寅
年
(
一
七
一

O
〉
八
月
十
六
日
願
の
上
永
く

御
暇
下
し
置
る
其
節
仰
渡
さ
れ
候
趣
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林
野
市
進
同
惣
次
郎
へ
申
渡

市
進
儀
近
年
病
身
に
罷
成
候
旨
被
為
聴
緩
々
養
生
仕
候
様
に
と
思
召
昨
日
隠
居
被
仰
付
家
督
惣
次
郎
へ
被
下
候
処
父
子
共
病
身
に
付
難
相
勤
御

暇
相
願
御
心
外
に
被
思
召
候
乍
去
相
願
候
は
永
く
御
暇
被
下
候

八
月
十
六
日

右
市
進
宅
は
只
今
の
深
楢
千
馬
允
屋
敷
に
て
有
之
候
由
立
退
侯
節
行
列
甚
厳
重
に
て
鉄
砲
に
は
火
縄
を
か
け
立
退
候
由
深
楢
典
膳
語
り
き
。
又

市
進
内
儀
は
病
身
に
て
即
日
立
退
が
た
く
仰
之
守
留
加
左
エ
門
(
貞
益
)
申
達
し
当
分
加
左
エ
門
方
に
引
取
置
ま
う
さ
れ
同
九
月
七
日
市
進
内

儀
下
女
一
人
召
つ
れ
上
方
へ
立
退
れ
候
由
市
進
子
孫
今
小
石
玄
瑞
と
て
京
都
に
医
業
相
勤
居
候
赴
也
。



小
浜
藩
の
藩
土
分
限
帳
で
高
禄
の
士
は
、
寛
、
氷
十
四
年
で
は
特
殊
の
一
名
を
除
け
ば
二
千
石
か
ら
三
千
石
は
三
名
v

明
治
維
新
当
時
で
は
藩

主
血
縁
の
三
千
二
百
石
の
一
名
を
除
け
ば
千
石
か
ら
千
二
百
石
が
三
名
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
林
野
三
代
は
筆
頭
格
の
家
老
で
あ
っ
た
こ
と

退
身
の
理
由
は
、
小
石
元
瑞
の
「
先
考
大
愚
先
生
行
状
」
に
「
初
作
州
津
山
の
城
請
取
の
節
軍
師
並
に
て
供
可
ν
致
由
被
ニ
申
付
-候

事
、
叉
其
後
城
代
職
の
閑
地
に
被
ニ
措
置
-事
杯
心
に
染
ぬ
放
に
や
、
病
気
の
由
申
立
、
退
身
し
て
名
を
隠
し
て
小
石
李
伯
と
改
む
」
と
あ
る
の

が
骨
子
で
あ
り
、
そ
の
他
は
前
述
の
前
後
の
事
柄
か
ら
推
測
し
う
る
と
思
わ
れ
る
。
小
石
元
俊
が
杉
田
玄
白
に
祖
先
の
こ
と
を
問
合
せ
た
の
は

が
分
る
。

寛
政
十
一
年
(
一
七
九
九
)
頃
の
こ
と
で
、
退
身
の
時
か
ら
八
十
九
年
も
後
の
こ
と
で
あ
る
。
玄
白
は
、
こ
の
年
に
酒
井
侯
の
世
子
の
診
療
を

元
俊
に
依
頼
し
て
い
る
が
当
時
の
事
情
や
藩
の
内
情
に
よ
っ
て
容
易
に
明
に
な
し
得
な
い
理
由
も
あ
っ
た
か
と
想
像
さ
れ
る
。
最
も
疑
問
と
さ

れ
た
の
は
市
之
進
の
作
州
津
山
城
請
取
り
か
ら
没
年
ま
で
が
六
十
七
年
あ
り
、
似
月
次
郎
八
の
「
小
石
大
愚
先
生
行
状
」
で
は
行
年
六

十
歳

位
、
小
石
第
二
郎
の
「
小
石
家
家
譜
」
で
は
、
享
年
六
十
歳
余
ナ
ル
ベ
シ
、
と
あ
る
の
と
一
致
し
な
い
点
で
あ
る
。
作
兵
衛
の
家
督
相
続
は
二

第
一
歩
の
原
聞
で
あ
っ
た
か
と
推
察
さ
れ
る
。
作
州
津
山
の
件
で
家
柄
不
相
応
と
不
満
で
あ
っ
た
事
と
想
像
さ
れ
る
が
、

一
人
前
と
し
て
扱
っ
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千
五
百
石
、
没
後
三
千
石
で
、
市
之
進
の
時
は
跡
式
と
し
て
七
百
石
(
或
は
千
七
百
石
〉
で
低
く
お
か
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
退
身
へ
導
く

て
く
れ
て
い
な
い
様
子
も
み
え
る
処
か
ら
、
跡
式
当
時
は
多
分
十
歳
そ
こ
そ
こ
の
年
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
定
さ
れ
る
。
浪
々
の
身
で
名
を
変

え
た
事
情
か
ら
も
年
齢
に
十
な
い
し
二
十
歳
の
隔
り
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
を
現
当
主
小
石
秀
夫
氏
に
た
だ

し
た
処
、
取
出
さ
れ
た
の
が
未
公
開
の
次
の
一
書
で
あ
る
。

五

「
小
石
氏
祖
先
伝
記
」

(京
都
、
小
石
家
蔵
)

文
政
十
一
年
(
一
八
二
二
)
小
石
元
瑞
謹
記
と
あ
る
手
書
き
文
書
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
既
述
の
事
蹟
は
元
よ
り
更
に
詳
細
な
資
料
を
も
っ
て

綿
密
に
考
察
さ
れ
て
い
る
。
元
瑞
は
彼
の
幅
広
い
交
友
や
門
下
生
を
も
通
じ
て
祖
先
の
こ
と
を
調
査
し
て
お
り
、
本
記
は
、
高
祖
父
初
代
林
野

惣
左
エ
門
、
曽
祖
父
二
代
目
同
作
兵
衛
、
祖
父
三
代
目
岡
市
之
進
の
各
事
蹟
伝
来
書
と
附
録
私
考
、
附
林
野
銃
記
、
展
墓
詩
等
か
ら
な
る
。
元
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瑞
自
身
も
市
之
進
の
家
督
か
ら
死
去
ま
で
が
七
十
三
年
も
あ
る
こ
と
を
注
目
し
て
い
た
よ
う
で
市
之
進
の
項
に
そ
の
多
く
を
さ
い
て
い
る
。

以
下
本
稿
に
必
要
な
一
部
を
簡
約
し
て
述
べ
る
。
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市
之
進
の
子
が
李
伯
と
の
疑
い
も
あ
れ
ど
、
彼
(
惣
次
郎
〉
は
流
浪
中
死
亡
し
て
お
り
、
李
伯
の
継
室
の
親
者
の
話
で
は
結
婚
の
と
き
大
身

の
浪
人
で
人
に
勝
れ
、
諸
々
の
達
人
で
大
阪
に
出
て
直
に
医
業
や
茶
事
和
歌
連
歌
の
指
南
な
ど
を
し
た
点
か
ら
も
市
之
進
の
子
で
は
あ
り
得

ず、

一
旦
は
憤
り
流
浪
は
し
た
が
君
侯
の
名
を
出
し
、
祖
先
の
名
を
汚
す
こ
と
は
口
惜
し
か
っ
た
の
か
一
切
口
外
は
し
な
か
っ
た
。
と
、
祖
母

さ
よ

(
継
室
)
は
長
年
連
添
っ
て
い
る
聞
に
、
原
姓
林
野
で
若
州
を
退
身
し
た
こ
と
は
果
ら
ず
も
少
し
づ
L
分
っ
て
い
た
よ
う
で
、
祖
母
在
世

中
に
小
浜
時
代
に
召
仕
え
て
い
た
者
(
三
田
村
何
某
、
鳥
羽
庄
三
田
村
の
出
)
が
加
州
に
住
み
、
其
娘
が
加
州
侯
に
奉
公
し
、
御
手
が
掛
り
男

子
が
生
れ
た
縁
で
三
千
石
の
家
老
職
に
あ
っ
た
。
こ
の
人
が
加
州
に
来
る
よ
う
使
者
を
送
っ
て
き
た
が
、
市
之
進
困
窮
し
あ
る
も
女
子
の
縁
で

出
世
す
る
よ
う
な
腰
抜
け
土
の
世
話
に
は
な
ら
ぬ
と
断
り
、
使
者
は
赤
面
し
て
帰
っ
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
祖
母
よ
り
申
伝
へ
で
先
考
(
元

俊
)
か
ら
も
折
々
聞
い
て
い
た
。
小
浜
退
去
時
、
玄
関
に
飾

っ
て
い
た
鳥
銃
を
重
役
方
へ
遺
物
と
し
て
置
い
て
き
た
が
、
名
器
た
る
林
野
筒
と

( 80 ) 

唱
え
、
夫
々
の
家
で
は
自
己
の
紋
に
変
え
て
秘
蔵
し
て
い
た
。
小
浜
藩
医
橋
山
宗
安
は
杉
田
玄
白
、
小
石
元
俊
の
門
人
で
、
第
十
代
酒
井
忠
進

が
京
都
所
司
代
時
代
に
侍
医
を
つ
と
め
て
お
り
、
そ
の
子
息
宗
哲
は
元
瑞
の
門
人
で
あ
っ
た
。
先
祖
の
遺
物
を
探
し
求
め
て
い
た
元
瑞
は
、
こ

の
橋
山
宗
安
の
世
話
で
青
山
何
某
所
蔵
で
、
林
野
の
紋
の
遣
っ
て
い
る
林
野
簡
を
文
化
十
年
冬
に
入
手
し
、
小
浜
藩
儒
山
口
重
円
(
管
山
、
貞

一
郎
〉
よ
り
「
林
野
銃
記
」
を
贈
ら
れ
た
。
こ
れ
は
本
記
の
末
尾
に
あ
る
。

山
口
管
山
は
崎
門
学
望
楠
軒
の
中
興
の
租
で
、
同
藩
伴
信
友
と
は
一
つ
違
い
の
年
長
で
交
友
も
親
し
く
、

(
m
M
)
 

の
孫
に
当
り
、
杉
田
玄
白
に
タ
l
ヘ
ル
ア
ナ
ト
ミ
ア
贈
入
の
世
話
を
し
た
岡
新
左
エ
門
は
、
彼
の
伯
父
に
な
る
。
管
山

固
に
付
記
す
る
が
、

「
仰
景
録
」

の
山
口
安
固
(
春
水
)

の
門
人
に
は
梅
田
雲
浜
、
十
三
代
山
内
公
、
有
馬
新
七
な
ど
が
い
る
。

元
瑞
が
、
こ
の
手
記
を
な
す
原
動
力
と
も
な
り
、
手
記
内
容
の
多
く
の
部
分
を
書
く
こ
と
の
で
き
た
の
は
橋
山
宗
安
と
松
本
加
兵
衛
の
尽
力

に
依
る
も
の
で
あ
る
。
松
本
加
兵
衛
は
別
表
二
に
示
す
よ
う
に
、
先
祖
は
作
兵
衛
の
養
妹
よ
り
出
て
、
代
々
加
兵
衛
を
名
乗
っ
て
い
る
。
文
政



六
年
十
二
月
、
殿
中
で
会
っ
た
二
人
は
子
息
宗
哲
の
話
か
ら
、
玄
瑞
が
祖
先
の
墓
所
を
探
し
て
い
る
旨
に
及
び
、
松
本
氏
が
小
石
(
林
野
〉
家

と
は
旧
い
親
戚
で
あ
り
、
空
印
寺
の
同
じ
檀
家
で
あ
っ
て
、
寺
に
参
っ
た
と
き
に
は
林
野
の
墓
地
に
も
呑
花
を
手
向
け
て
い
る
と
話
を
し
、
宗

安
を
空
印
寺
に
案
内
し
た
。
こ
の
旨
、
宗
安
は
十
三
日
に
書
を
し
た
た
め
玄
瑞
に
知
ら
せ
、
翌
正
月
二
日
玄
瑞
入
手
、
こ
の
時
玄
瑞
は
、
ー「

拙

者
の
喜
無
限
、
先
老
存
生
中
に
不
相
分
事
是
而
己
残
念
に
存
じ
候
事
に
候
」
と
。
取
敢
え
ず
門
人
を
空
印
寺
に
参
詣
さ
せ
、
松
本
氏
に
始
め
て

音
信
、
年
来
の
謝
を
申
し
た
。
宗
安
と
門
人
と
で
位
牌
吟
味
し
て
凡
十
人
の
法
名
等
分
り
、
墓
碑
四
ケ
即
ち
直
昌
院
般
利
生
院
股
合
一
ツ
浄
智

院
殿
真
珠
院
股
合
一
ツ
春
光
良
三
居
士
一
ツ
涼
雲
院
殿
天
真
院
合
一
ツ
も
分
っ
た
。
過
去
帳
に
て
誰
の
子
、
誰
の
室
と
分
り
、
松
本
氏
も
種
々

配
慮
し
て
く
れ
た
。
叉
祖
父
を
葬
り
し
梅
旧
院
は
空
印
寺
末
寺
で
祖
先
の
墓
碑
が
分
ら
な
く
て
一
向
宗
で
は
な
い
か
と
の
説
も
あ
っ
た
が
同
派

の
寺
に
墓
地
を
探
さ
れ
た
こ
と
が
分
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
不
思
議
に
も
翌
年
は
惣
左
エ
門
百
五
十
年
に
当
り
、
文
政
八
年
三
月
十
六
日
出
立

で
玄
瑞
は
小
浜
に
行
き
、
宗
安
宅
に
滞
留
。
松
本
氏
宅
に
も
招
か
れ
た
。
今
以
て
別
の
主
人
に
仕
え
ず
浪
人
暮
し
を
し
て
い
る
の
は
松
本
氏
に

は
好
土
産
で
あ
っ
た
。
是
祖
父
及
び
先
考
の
遺
教
に
随
ひ
し
故
の
事
と
。
こ
の
時
、
藩
の
重
臣
酒
井
伊
織
か
ら
惣
左
エ
門
の
書
翰
を
入
手
し
て

( 81 ) 

家
宝
と
し
、
そ
の
年
冬
正
忌
に
は
床
に
掛
け
供
呑
。
海
商
古
河
嘉
太
夫
か
ら
も
市
之
進
の
形
見
の
品
ゃ
、
仕
え
し
人
の
こ
と
を
聞
く
。

附
録
私
考
で
は
、
市
之
進
の
年
齢
を
推
定
し
て
い
る
。
市
之
進
跡
式
十
五
歳
位
、
十
二
、
一
二
歳
で
も
表
向
き
十
五
歳
と
し
て
継
目
を
た
て
る

こ
と
世
に
多
し
。
津
山
城
請
取
二
十
一
歳
位
、
城
代
職
二
十
九
歳
位
、
退
身
三
十
四
歳
位
、
先
室
死
去
四
十
三
歳
位
、
先
考
出
生
六
十
七
歳

位
、
死
去
八
十
八
歳
位
と
し
、
李
伯
と
申
す
は
市
之
進
で
相
違
な
く
、
家
名
を
早
く
相
続
い
た
し
、
長
寿
で
あ
っ
た
た
め
で
少
し
も
疑
義
は
な

ぃ
。
後
の
者
の
疑
を
お
こ
し
て
は
と
思
い
、
子
孫
に
遣
す
。
子
孫
皆
々
大
切
に
心
得
よ
と
。

筆
頭
家
老
の
父
の
下
で
家
老
た
る
素
地
を
長
い
間
に
培
い
、
在
世
中
に
家
督
を
つ
い
だ
作
兵
衛
に
較
べ
て
、
元
服
し
た
か
ど
う
か
の
若
年
で

父
を
失
い
跡
目
を
つ
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
市
之
進
だ
け
に
、
そ
の
後
の
運
命
は
か
わ
っ
た
も
の
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
退
身
理
由
も
前
述
の
点

か
ら
略
々
理
解
で
き
そ
う
で
あ
る
。
辞
任
の
理
由
の
真
相
は
今
も
昔
も
他
人
に
は
分
り
難
い
。
杉
田
玄
自
の
祖
父
甫
仙
が
新
発
田
藩
を
辞
め
た

理
由
は
明
ら
か
で
あ
る
が
表
向
き
は
病
身
を
名
目
の
永
の
暇
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
人
の
其
後
の
生
き
方
は
違
っ
て
は
い
る
が
、
辞
任
時
の
心
情

175 



に
は
共
通
し
た
も
の
を
感
ず
る
。

祖
先
の
調
査
を
玄
白
に
頼
ん
で
か
ら
は
追
々
少
し
づ
与
分
り
、
玄
俊
没
前
後
に
は
林
野
家
の
大
略
は
つ
か
め
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

176 

然
し
遺
品
も
な
く
、
家
系
の
つ
な
が
り
の
詳
細
な
こ
と
ま
で
は
判
明
せ
ず
、
元
瑞
は
折
に
ふ
れ
探
索
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
そ
し
て

最
後
に
、
そ
の
菩
提
所
に
参
詣
し
て
略
々
全
容
を
つ
か
む
に
至
り
、
手
記
を
子
孫
に
遣
し
た
の
で
あ
る
。

市
之
進
事
蹟
の
疑
義
は
彼
が
若
く
し
て
跡
目
を
つ
ぎ
而
も
長
く
生
き
た
が
た
め
で
あ
る
が
、
元
瑞
の
推
定
年
齢
よ
り
は
数
年
は
低
く
と
っ
て

も
よ
い
か
と
思
わ
れ
る
。

山
脇
東
洋
の
解
屍
の
官
許
願
の
筆
頭
に
原
松
庵
が
い
る
。
こ
れ
は
二
代
目
原
松
庵
で
、
初
代
松
庵
は
二
代
松
庵
の
祖
父
に
当
る
が
、
二
十
歳

代
後
半
に
但
州
よ
り
小
浜
に
来
て
医
業
を
行
っ
て
い
る
。
原
家
の
「
租
考
記
」
に
よ
れ
ば
「
宝
光
院
様
(
四
代
酒
井
忠

・
)
御
代
元
禄
十
年
丁

丑
之
秋
作
州
津
山
騒
動
御
城
受
取
之
節
御
供
被
仰
付
」
と
あ
り
、
元
禄
十
四
年
藩
医
と
な
っ
て
い
る
。
父
祖
代
々
の
家
老
職
の
実
子
な
が
ら
大

身
分
無
役
で
役
向
き
不
満
げ
の
二
十
歳
足
ら
ず
の
市
之
進
と
、
片
や
円
熟
し
た
町
の
名
医
で
四
十
八
歳
の
松
庵
、
こ
の
時
二
人
の
聞
に
接
触
が

「
今
の
世
に
人
を
済
ふ
と
云
事
は
医
事
の
外
に
有
べ
か
ら
ず
」
と
元
俊
に
医
を
す
す
め
た
李
伯

( 82 ) 

あ
っ
た
か
ど
う
か
、
後
年
医
を
以
て
業
と
し
、

で
あ
っ
た
だ
け
に
興
味
は
あ
る
。

元
俊
が
山
陽
に
碑
文
を
頼
ん
で
大
阪
夕
陽
丘
の
梅
旧
院
に
あ
る
李
伯
の
墓
碑
を
重
修
し
た
の
は
文
政
八
年
五
月
で
、
元
瑞
の
小
浜
行
の
二
ヶ

月
あ
と
で
あ
る
。
元
俊
の
師
淡
輪
元
潜
(
一
七
二
九
|

一
八

O
八
〉
は
三
代
目
元
潜
で
山
脇
東
洋
の
門
人
で
あ
る
。
李
伯
は
自
分
の
墓
は
淡
輪

先
生
の
傍
に
い
た
い
と
の
こ
と
で
梅
旧
院
に
定
め
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
林
野
家
の
菩
提
寺
の
末
寺
で
あ
っ
た
の
は
奇
縁
で
あ
っ
た

の
か
。
或
は
終
生
家
系
及
び
生
年
を
語
ら
ざ
り
し
李
伯
が
唯
一
人
承
知
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
の
か
、
元
瑞
も
誌
し
て
い
る
よ
う
に
多
分
後
者

で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

御
指
導
御
韓
達
を
た
ま
わ
り
ま
し
た
小
川
鼎
三
先
生
、
調
査
に
御
協
力
下
さ
れ
た
酒
井
シ
ヅ
先
生
、
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
を
ゆ
る
さ
れ
た
小

石
秀
夫
先
生
、
原
一
夫
先
生
、
岸
本
空
印
寺
住
職
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
叉
調
査
探
索
に
協
力
い
た
だ
い
た
小
浜
市
立
図
書
館
小
畑
昭
八



郎
、
小
浜
市
文
化
課
杉
本
泰
俊
、
公
立
小
浜
病
院
河
原
朝
夫
、
藤
田
孝
彦
の
諸
氏
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

文

献
(
1
〉

山

本
四
郎
「
小
石
元
俊
」
吉
川
弘
文
館
昭
和
必
年
三
|
六
、
一
六
一
二
|
一
六
五

(
2
〉
成
田
鋼
太
郎
編
「
酒
井
忠
勝
公
年
譜
弁
言
行
抄
」
旧
誼
会
明
治
必
年
一
一
人

l
一
一
九
、

(
3
〉

問

中

貞

風

「

再

考

逢

背

遺

談

」

上

巻

呑

川

政

男

昭

和

初

年

三

l
五
、
五
二
|
五
六

(
4
〉
小
石
元
瑞
「
小
石
氏
祖
先
伝
記
」
京
都
小
石
家
文
書
文
政
江
年

(

5

)

小
石
秀
夫
小
石
家
系
図
京
都
小
石
家

〈
6
)

林
野
墓
碑
写
図
京
都
小
石
家
文
書

(
7
〉

小

石
暢
太
郎
市
之
進
献
上
燈
篭
写
真
と
配
置
図
京
都
小
石
家
文
書

(
8
〉
赤
見
貞
「
蜘
妹
の
網
」
|
若
狭
の
文
化
と
伝
統
小
浜
市
立
図
書
館
昭
和
必
年

(
9
)

「
酒
井
家
御
歴
代
一
覧
」
旧
誼
会
大
正
5
年

(
叩
)
藤
井
譲
治

「
酒
井
忠
勝
」
小
浜
市
立
図
書
館
昭
和
。
年
七
|
一

O

(
日
)
赤
見
元
喜
写
「
空
印
様
空
山
様
両
御
代
分
限
帳
」
天
保
9
年
小
浜
赤
見
家
文
書

〈
ロ
)
若
州
藩
士
分
限
帳
明
治
2
年
調
小
浜
市
史
編
集
室

(
日
〉
山
本
四
郎
前
掲
書
四

(

M

)

杉
靖
三
郎
「
杉
田
玄
白
全
集
第
一
巻
」

(
日
〉
山
本
四
郎
前
掲
書
一
七
三

l
一
七
九

(
凶
〉
同
右
二
四

(
げ
)
小
石
元
俊

(
同
〉
赤
見
貞

(凹
)
田
中
貞
風

(
却
)
片
桐
一
男

(
幻
)
呉
秀
三

~ 

/， 

九
六
|
三
九
七

生
活
社

昭
和
四
年

四

臼
経
メ
デ
ィ
カ
ル
昭
和
必
年
5
月

前
掲
書
五
六
|
一
五
一

「
再
考
逢
土
日
遺
談
」
下
巻
香
川
政
男
昭
和
お
年

「
杉
田
玄
白
」
吉
川
弘
文
館
昭
和
必
年
四

我
邦
漢
方
医
及
び
蘭
方
医
の
最
初
の
解
剖
に
関
す
る
読
史
余
談

一
一
一
一
六
|
一
一
一
一
七

五
O
l五一中

外
医
事
新
報

昭
和
4
年

一
一
四
三
号
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四
三
|
四
五
、
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一一l
一一一六

(
幻
)
「
原
家
祖
考
記
」
高
槻
原
家
文
書

(
幻
)
山
本
四
郎
前
掲
書
七

(
但
)
同
右
二
四
|
二
五

〈
お
〉
同
右
九

(
お
〉
中
野
操

%
回
日
本
医
史
学
会
総
会
発
言
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信
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林
野
惣
左
エ
門
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延
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年
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居
士
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野
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利
生
院
殴
埜養喜
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⑤ 

浄
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術言来
事勝目

居早
士主
日

(林
野
家
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於
大
阪
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昭
和
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年

⑤ 

延
宅
九
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西
年
六
月
二
十
七
日

真
珠
院
心
応
宗
清
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林
野
作
兵
衛
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Hayano Family (Ancesters of Genshun Koishi) in Obama Clan 

Y oshihiro T ANABE 。∞H

It is said that the ancester of Genshun Koishi who disseminated the study of Dutch medicine in Kansai area 

was Hayano Family， ministers of Obama Clan， while some people have doubts about the above. Though ther巴

were some d-oubts that the reason for Ichinoshin Hayano's resignation from the said clan， his career and his 

epoch and age were not ascertained， these doubts have been eluci dated by inquiring into the local literature 

in Obama and the manuscript data in the Koishi family in Kyoto which I was admitted to peruse. 

The names of the founder Sozaemon Hayano couple and his parents， the second Saku bei Hayano couple， 

the third Ichinoshin Hayano's brother and sister， and Genzui Koishi (son of Genshun) are mentioned in the 

necrology at Kuinji， family temple for Sakai， Lord of Obama Clan. It is presumable that Sozaemon and Sakubei 

with a posthumous Buddhist name“Inden Koji" were the people of high standing. The gravestone of Sozaemon 

couple was also found out in Kuinji， which reveals that this temple was the one for Hayano Family. Besides， 

there exists the stone lantern offered in honor of the deceased lord by Ichinoshin Hayano as well as other 

(

出

∞

、ーノ

ministers.“Gyokeiroku" and “Osekiidan" left in Obama refer to the ministers' historic facts in Hayano Family 

for 3 epochs， which allows us to know their respective status， career， personal image and the circumstances 

before or after their resignation from the clan. 

The biography of the ancesters of the Koishi family drawn up by Genzui Koishi and transmitted to the family 

reports more detailed data and the results searched for by himself. In view of Rihaku Koishi's career and age， 

Genzui testified that Ichinoshin Hayano was Rihaku Koishi， father of Genshun Koishi. 



日
本
医
史
学
会
・
蘭
学
資
料
研
究
会
合
同
例
会
講
演

二
百
年
前
の
ア
メ
リ
カ
医
学

円

]
N
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第
二
次
世
界
大
戦
以
後
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
、
医
学
的
科
学
の
発
達
の
う
え
で
目
を
見
張
る
優
越
性
を
獲
得
し
ま
し
た
。
か
え
り
み
れ
ば
、

今
世
紀
の
初
頭
の
十
年
二
十
年
ま
で
の
こ
の
国
ア
メ
リ
カ
は
、
ま
だ
全
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
科
学
に
依
存
し
て
お
り
、
た
い
て
い
の
ア
メ
リ
カ
の

医
師
は
、
事
情
の
ゆ
る
す
か
ぎ
り
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
出
か
け
て
医
学
を
勉
強
し
、
あ
る
い
は
卒
後
教
育
を
仕
上
げ
て
い
た
と
い
う
の
が
事
実
で

あ
り
ま
し
て
、
こ
の
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
第
二
次
大
戦
後
の
医
学
分
野
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
に
突
如
と
し
て
拾
頭
し
た
の
は
、
む
し
ろ
お

ど
ろ
く
べ
き
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

か
れ
ら
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
す
な
わ
ち
エ
ジ
ン
パ
ラ
へ
行
く
か
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
行
く
か
、
そ
れ
と
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
で
ド
イ
ツ
か

パ
リ
か
ウ
ィ
ー
ン
へ
行
く
か
は
、
か
れ
ら
の
外
国
語
を
学
ぶ
能
力
と
上
手
さ
に
か
か
わ
る
こ
と
で
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
人
が
外
国
で
勉
強
す
る
慣
行
は
、
二
百
年
以
上
ま
え
に
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
植
民
地
が
独
立
を
か
ち
と
る

よ
り
以
前
、
か
れ
ら
の
教
育
の
仕
上
げ
を
か
れ
ら
の
母
な
る
国
イ
ギ
リ
ス
に
た
ち
よ
っ
て
い
た
こ
ろ
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。

わ
た
く
し
が
「
二
百
年
前
の
ア
メ
リ
カ
医
学
」
に
つ
い
て
お
は
な
し
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
ア
メ
リ
カ
が
独
立
し
た

二
百
年
祭
が
来
年
お
こ
な
わ
れ
る
か
ら
と
い
う
こ
と
と
、
こ
の
行
事
の
準
備
を
し
て
い
る
う
ち
に
ア
メ
リ
カ
の
人
々
に
歴
史
の
感
覚
を
与
え
た
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と
い
い
ま
す
か
、
歴
史
づ
か
せ
た
と
い
い
ま
す
か
、
こ
の
よ
う
な
、
普
段
の
ア
メ
リ
カ
人
の
生
活
と
思
想
の
そ
れ
ほ
ど
目
立
っ
た
特
徴
で
な
い
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も
の
を
与
え
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
形
成
さ
れ
て
か
ら
の
二
百
年
記
念
の
祭
典
が
近
づ
い
て
く
る
こ
の

時
期
に
あ
た
っ
て
、
二
百
年
前
の
、
こ
の
新
生
国
の
健
康
と
病
気
の
状
況
を
し
ら
べ
る
と
い
う
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
、

に
か
な
っ
た
こ
と
と
お
も
う
の
で
あ
り
ま
す
。

お
そ
ら
く
理

糠
民
地
が
イ
ギ
リ
ス
か
ら
脱
退
し
た
こ
ろ
の
ア
メ
リ
カ
の
医
学
は
ど
ん
な
で
あ
っ
た
か
?

こ
の
質
問
に
答
え
る
こ
と
は
容
易
で
あ
り
ま

す
。
と
い
い
ま
す
の
は
、
そ
こ
に
は
ア
メ
リ
カ
の
医
学
と
い
う
も
の
が
存
在
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
あ
た
か
も
、
そ
の
こ
ろ
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
そ
の
も
の
が
な
か
っ
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
芸
術
も
建
築
も
存
在
し
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。
二
百
年
前
ア
メ
リ
カ
で
行
わ

れ
て
い
た
医
学
は
大
な
り
小
な
り
ア
メ
リ
カ
の
必
要
と
要
請
に
適
合
さ
せ
た
イ
ギ
リ
ス
の
医
学
で
し
た
。
独
立
を
か
ち
え
た
の
ち
で
さ
え
、
ア

メ
リ
カ
人
は
、

つ
づ
い
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
と
か
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
い
っ
て
医
学
を
学
び
ま
し
た
。

ロ
ン
ド
ン
と
か
エ
ジ
ン
パ
ラ
で
は
ア
メ
リ

カ
人
達
は
、
そ
の
ま
L

英
語
を
し
ゃ
べ
り
、
き
い
て
い
れ
ば
そ
れ
で
す
ん
だ
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
の
政
治
的
独
立
は
イ
ギ
リ
ス
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か
ら
か
ち
と
り
は
し
た
が
、
知
的

・
医
学
的
に
は
グ
レ
ー
ト

・
ブ
リ
テ
ン
依
存
と
い
う
状
態
は
そ
れ
か
ら
も
長
年
つ
づ
き
ま
し
た
。

今
日
で
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
が
ア
メ
リ
カ
の
最
大
の
都
市
で
あ
り
、
ワ
シ
ン
ト
ン
が
ア
メ
リ
カ
の
首
府
で
あ
る
こ
と
は
世
界
中
が
知
っ
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
二
百
年
前
は
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
が
人
口
四
万
三
千
で
、
北
ア
メ
リ
カ
綾
大
の
都
市
で
あ
り
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
は
、

政
治
的

・
文
化
的
活
動
の
中
心
の
役
割
を
つ
と
め
ま
し
た
。
で
す
か
ら
二
百
年
前
の
ア
メ
リ
カ
医
学
は
、
本
質
的
に
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
医

学
で
あ
っ
た
の
で
す
。
実
際
、
記
録
す
べ
き
ア
メ
リ
カ
最
初
の
病
院
で
あ
る
ペ
ン
シ
ル
パ
ニ
ア
病
院
は
、

一
七
五
一
年
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
病
院
は
十
四
年
後
の
一
七
六
五
年
に
ペ
ン
シ
ル
パ
ニ
ア
大
学
医
学
部
に
合
併
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
学
は
年
代
的

γ
」
や
也

、

b
v
t
 
ア
メ
リ
カ
移
住
の
は
じ
ま
っ
た
そ
も
そ
も
の
初
期
の
一
六
一
三
ハ
年
に
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
に
創
立
さ
れ
た
ハ

ー
バ
ー
ド

・
カ
レ
ジ
に
つ

ぐ
第
二
番
目
の
古
さ
で
す
。



一
七
七
五
年
独
立
戦
争
が
起
り
ま
し
た
と
き
、
こ
の
新
し
い
国
に
お
い
て
な
し
得
る
最
善
の
ア
メ
リ
カ
医
学
(
医
療
)
を
組
織
し
た
の
は
、

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
医
師
た
ち
で
し
た
。
そ
の
間
に
あ
っ
て
、
数
少
な
い
、

よ
く
訓
練
さ
れ
た
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
医
師
た
ち
の
な
か

で
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン

・
ラ
ッ
シ
ュ
が
最
も
有
能
・
多
彩
の
医
師
と
し
て
ひ
と
き
わ
目
立
っ
て
い
ま
し
た
。
彼
は
の
ち
「
ア
メ
リ
カ
の
ヒ
ポ
ク
ラ

テ
ス
」
と
か
「
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
シ
ド
ナ
ム
急
三

g
E
B〉
」
と
か
い
う
名
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
彼
は
合
衆
国
の
存
立

の
最
初
の
何
十
年
か
に
活
動
し
た
す
べ
て
の
医
師
の
な
か
で
、
も
っ
と
も
創
意
に
み
ち
、
献
身
的
な
医
師
で
し
た
。
で
す
か
ら
、
フ
ィ
一
フ
J

アル

フ
ィ
ア
に
お
け
る
べ
ン
ジ
ャ
ミ
ン

・
ラ
ッ
シ
ュ
の
生
活
と
業
績
と
を
述
べ
れ
ば
、
大
体
、
二
百
年
前
の
ア
メ
リ
カ
の
医
学
を
述
べ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
わ
た
く
し
は
、
こ
の
一
人
の
医
師
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン

・
ラ
ッ
シ
ュ

、
初
期
の
ア
メ
リ
カ
の
医
師
の
な
か
で
も
っ
と
も
有
名
な
こ
の
医
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師
こ
そ
、
ア
メ
リ
カ
医
学
の
必
要
と
成
功
と
を
ま
こ
と
に
よ
く
代
表
し
て
い
る
と
信
じ
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
は
そ
の
多
く
の
書
き
も
の
の
な

か
で
、
当
時
北
ア
メ
リ
カ
に
存
在
し
た
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
医
学
的

・
社
会
的
諸
問
題
に
ぶ
つ
か
り
そ
れ
を
記
載
し
て
い
る
か
ら
で
す
。

十
七

・
八
世
紀
の
入
植
者
の
試
練
と
冒
険
の
か
ず
か
ず
は
、
か
れ
ら
の
船
が
北
ア
メ
リ
カ
の
海
岸
に
達
す
る
よ
り
は
る
か
ま
え
か
ら
は
じ
ま

り
ま
し
た
。
ジ
ェ
ッ
ト
機
で
空
の
旅
を
す
る
今
日
、
イ
ギ
リ
ス
の
海
外
移
住
者
が
西
方
に
む
か
つ
て
移
動
を
は
じ
め
た
こ
ろ
、
大
西
洋
の
横
断

が
ど
ん
な
に
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
想
像
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
か
れ
ら
の
小
さ
な
帆
船
は
、
混
み
あ
っ
て
、
き
た
な
く
、
食
物
は
わ
る

く
て
不
潔
で
、
こ
れ
ら
の
船
内
の
衛
生
状
態
は
も
っ
と
も
原
始
的
な
も
の
で
し
た
。
航
海
は
六
ヶ
月
も
か
か
り
ま
し
た
。
横
断
の
た
び
ご
と
に

多
く
の
乗
船
者
が
病
み
、
死
に
ま
し
た
。
か
れ
ら
は
新
鮮
な
食
品
の
欠
乏
に
よ
る
壊
血
病
と
船
酔
に
弱
り
は
て
、
感
染
に
抵
抗
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
小
さ
な
船
内
で
は
病
人
を
隔
離
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
病
気
は
ほ
し
い
ま
与
に
は
び
こ
り
ま
し
た
。

い
く
つ
か
の
航
海
で
は
、
海
岸
に
つ
く
ま
え
に
大
部
分
の
船
客
、
船
員

・
ク
ル
ー
が
失
せ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

航
海
で
の
死
を
ま
ぬ
が
れ
た
人
々
で
も
、
ア
メ
リ
カ
へ
つ
い
た
と
き
は
、
イ
ギ
リ
ス
や
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
持
っ
て
き
た
伝
染
病
の
保
持
者
で
な
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く
と
も
、
か
れ
ら
の
航
海
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
温
帯
地
か
ら
出
発
す
る
の
で
す
が
、
実
際
に
は
マ
ラ
リ
ア
と
か
黄
熱
の
よ
う
な
熱
帯
病
の
伝
搬
者
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で
し
た
。
そ
れ
は
、
柑
橘
類
と
新
鮮
な
水
を
補
充
の
た
め
ア
ゾ
レ
ス
島
に
寄
港
し
た
と
き
に
も
ら
う
ら
し
い
の
で
す
。
つ
ま
り
そ
の
フ
タ
の
な

い
水
バ
ケ
ツ
に
蚊
が
卵
を
産
み
お
と
し
、
そ
れ
が
マ
ラ
リ
ア
、
黄
熱
の
病
原
体
の
担
手
に
な
る
の
で
す
。

マ
ラ
リ
ア
も
黄
熱
も
い
ず
れ
も
入
植

者
が
北
ア
メ
リ
カ
に
来
る
前
に
は
、
こ
の
地
の
地
域
流
行
病
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
か
ら
、
入
植
者
た
ち
自
身
が
自
分
た
ち
を
む
し
ば
む
病
原

体
を
持
ち
こ
ん
だ
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
す
。
同
様
に
、
痘
搭
と
麻
疹
の
よ
う
な
重
要
な
医
学
的
厄
介
も
の
を
持
ち
こ
ん
だ
の
も
か
れ
ら
入
植
者

で
し
た
。
た
だ
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
移
民
に
は
あ
る
程
度
の
獲
得
性
の
免
疫
性
が
あ
り
ま
し
た
が
、
土
着
の
人
々
に
は
た
ち
ま
ち
命
と
り
に

な
り
ま
し
た
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ま
で
に
一
度
も
麻
疹
に
曝
露
し
た
こ
と
の
な
か
っ
た
ア
メ
リ
カ

・
イ

ン
デ
ア
ン
ス
の
多
数
が
麻
疹
の
犠
牲

と
な
っ
て
た
お
れ
ま
し
た
。
も
っ
と
も
人
口
密
度
が
ま
ば
ら
で
あ
っ
た
た
め
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
過
密
都
市
や
地
方
の
場
合
の
よ
う
に
、
こ
の
伝

染
病
に
大
し
た
火
を
貸
す
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
ヨ

ー
ロ

ッ
パ
の
学
術
の
中
心
地
の
医
師
が
こ
れ
ら
流
行
病
に
対
抗
す

る
こ
と
に
無
力
で
あ
っ
た
の
で
は
、
こ
の
新
世
界
の
開
拓
地
の
ご
く
わ
ず
か
な
、
訓
練
の
不
十
分
な
医
師
と
医
療
施
設
と
に
な
に
ほ
ど
の
こ
と

( 90 ) 

が
期
待
で
き
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
の
お
そ
ろ
し
い
病
気
の
う
ち
で
、
痘
捷
は
も
っ
と
も
ひ
ろ
く
ひ
ろ
が
り
、
致
死
的
の
も
の
で
し
た
。
痘
搭
に
か
か
っ
て
生
き
の
び
た

も
の
は
、
普
通
、
氷
久
の
痘
痕
を
の
こ
し
て
醜
い
変
形
を
き
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
ア
メ
リ
カ
移
住
の
は
る
か
ま
え
に
、
こ
の
病
気
の
予
防
の
第

一
歩
が
、
遠
東
な
ら
び
に
東
地
中
海
の
諸
国
で
踏
み
出
さ
れ
ま
し
た
。

紀
元
十
二
世
紀
に
シ
ナ
と
小
ア
ジ
ア
の
小
児
た
ち
は
、
痘
搭
患
者
の
膿
の
小
量
で
故
意
に
感
染
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
か
れ
ら
は
普
通
こ
の
病

気
に
軽
度
に
か
か
り
ま
す
が
、
わ
ず
か
数
個
の
痘
痕
を
の
こ
す
だ
け
で
な
お
り
、
あ
と
に
免
疫
を
の
こ
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
感
染
を
起
さ

せ
て
免
疫
を
獲
得
さ
せ
る
と
い
う
方
法
、
普
通
接
種
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
も
の
が
一
七
一
一
一
年
イ
ギ
リ
ス
に
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
導
入
し
た



の
は
ト
ル
コ
駐
在
イ
ギ
リ
ス
大
使
夫
人
レ
イ
デ
ィ

・
メ
リ
l

・
モ
ン
タ
ギ
ュ

l

(
F
邑
可
昌
男
可
さ

o
Ea
zs
gmc)
で
し
た
。
こ
の
方
法
は

漸
次
イ
ギ
リ
ス
圏
内
で
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
同
じ
年
、

ボ
ス
ト
ン
の
有
名
な
医
師
で
聖
職
者
コ
ッ
ト
ン

・
マ
ザ
l

(】

M
7
3
E
2・n-R
q
s
g
-

。2
8ロ
冨
巳

Z
る
が
痘
痕
に
対
す
る
接
種
の
成
功
の
記
事
を
読
み
、
彼
の
友
人
ド
ク
タ
ー

・
ザ
ブ
デ
ィ
ル

・
ボ
イ
ル
ス
ト
ン

(
U

F

N伊

E
E

回
0
1回円。ロ
)
を
説
得
し
て
、
こ
れ
を
試
み
さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
実
験
は
め
ざ
ま
し
い
成
功
で
、

こ
の
病
気
に
よ
る
死
亡
率
が
直
ち
に
低
下
し
ま

し
た
。た
い
て
い
の
医
学
の
革
新
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
接
種
は
何
人
か
の
医
師
か
ら
の
強
い
反
対
を
ひ
き
お
こ
し
ま
し
た
が
、
そ
の
真
価

は
数
次
の
流
行
の
際
に
確
認
さ
れ
、
そ
の
後
ひ
ろ
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

有
名
な
ア
メ
リ
カ
の
政
治
家
で
哲
学
者
、

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン

・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
(
回
g品
目

B
5
司

E
ロ
E
Z
)
は
多
く
の
医
学

・
公
衆
衛
生
問
題

に
関
心
を
持
っ
た
人
で
し
た
が
、
は
じ
め
は
こ
の
接
種
に
反
対
し
ま
し
た
が
、
の
ち
に
は
精
力
的
に
支
持
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
か
れ
の

ド

・
ジ
ェ
ン

ナ
l

(開
門
言
問
仏
』

g
zる
が
、
は
じ
め
て
牛
痘
種
痘
に
よ
っ
て
痘
箔
に
対
す
る
免
疫
を
与
え
る
方
法
を
完
成
し
ま
し
た
。

方
式
の
接
種
、
す
な
わ
ち
牛
痘
種
痘
は
、
世
界
か
ら
ほ
と
ん
ど
全
く
、
こ
の
痘
癒
の
お
そ
ろ
し
い
ム
チ
を
駆
逐
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
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影
響
は
、
接
種
法
反
対
を
克
服
す
る
の
に
重
要
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
努
力
が
一
世
紀
も
つ
づ
き
、
つ
い
に
イ
ギ
リ
ス
の

田
舎
医
師
エ
ド
ワ

l

四

ア
メ
リ
カ
植
民
地
と
母
な
る
固
と
の
あ
い
だ
に
増
大
し
た
敵
意
は
、
つ
い
に
独
立
戦
争
の
勃
発
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
よ
り
さ

き
、
入
植
地
同
志
は
ま
だ
た
が
い
に
遠
く
は
な
れ
て
い
ま
し
た
が
、

ゆ
る
や
か
な
連
合
体

(ng
p仏
2
2
0ロ
)
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ

ら
の
ア
メ
リ
カ
人
は
、
め
い
め
い
の
生
ま
れ
た
国
は
ど
こ
で
あ
れ
、
す
べ
て
イ
ギ
リ
ス
国
籍
で
し
た
。
そ
れ
以
後
の
発
展
の
百
五
十
年
の
あ
い

日
」

-r
」
、

j
b
v
 

入
植
者
た
ち
は
そ
の
数
を
増
し
、
当
時
世
界
最
強
の
プ
リ
テ
ン
国
の
権
威
に
挑
戦
で
き
る
だ
け
の
力
と
自
信
と
を
か
ち
得
ま
し
た
。
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医
療
も
ま
た
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
医
学
校
は
ま
だ
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
十
分
に
腕
の
あ
る
実
地
医
家
の
数
は
、
住
民
の
平
和
時
の
医
療



の
必
要
に
は
十
分
で
し
た
。
い
く
つ
か
の
入
植
地
で
は
法
律
が
通
過
し
、
実
地
診
療
す
る
権
利
を
、
適
正
な
訓
練
を
受
け
、
試
験
に
合
格
し
て

適
格
を
証
し
た
も
の
の
み
に
制
限
し
ま
し
た
。
伝
染
病
の
予
防
の
た
め
検
疫
規
則
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
さ
き
に
述
べ
ま
し
た
よ
う
に
、
最
初
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の
植
民
地
病
院
が
、

一
七
五
二
年
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン

・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
支
持
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

高
等
の
学
術
研
究
の
機
関
は
す
で
に
ア
メ
リ
カ
植
民
地
に
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

一
六
三
六
年
に
ハ

ー
バ
ー
ド
大
学
が
創
立
さ
れ
て
お
り
、

す
こ
し
お
く
れ
て
カ
レ
ジ

・
オ
プ

・
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
そ
の
他
い
く
つ
か
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
一
七
六
三
年
に
ア
メ
リ
カ
最
初

の
医
学
校
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
四
年
後
俊
敏
な
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン

・
ラ
ッ
シ
ュ
が
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

・
カ
レ
ジ
の
医
学
科
に
加
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
カ
レ
ジ
は
一

七
九
一
年
ペ
ン
シ
ル
パ
ニ
ア
大
学
と
結
び
つ
き
、
そ
れ
以
来
ア
メ
リ
カ
の
医
学
教
育
に
甚
だ
重
要
な
役
割
を
演
じ
つ
づ
け
て
き
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
革
命
が
一
七
七
五
年
に
勃
発
し
ま
し
た
と
き
、
植
民
地
に
は
戦
の
準
備
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
事
態
は
と
り
わ
け
陸
軍
の
医
療

サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
深
刻
で
し
た
。
多
く
の
ド
ク
タ

ー
が
医
務
と
軍
務
に
志
願
し
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
多
く
が
自
由
の
た
め
に
戦
っ
て
命
を
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お
と
し
ま
し
た
。
し
か
し
そ
こ
に
は
組
織
立
っ
た
医
務
局
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

五

ア
メ
リ
カ
大
陸
陸
軍
の
衛
生
状
態
は
悲
し
む
べ
き
も
の
で
し
た
。
衣
服

・
住
居

・
食
糧
の
補
給
は
貧
弱
で
、
そ
こ
に
は
衛
生
的
基
準
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
と
い
う
の
は
、
病
気
の
予
防
に
こ
の
基
準
の
大
切
な
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
箪
隊
を
襲
っ
た
多
く
の
病

気
の
な
か
で
、
発
疹
チ
フ
ス
が
も
っ
と
も
お
そ
ろ
し
い
も
の
で
し
た
。
発
疹
チ
フ
ス
の
病
原
体
は
コ
ロ
モ
ジ
ラ
ミ
で
は
こ
ば
れ
ま
す
か
ら
、
人

が
こ
み
あ
っ
て
き
た
な
い
場
所
、

た
と
え
ば
兵
営

・
監
獄

・
船
内
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
ど
こ
で
も
発
疹
チ
フ
ス
は
流
行
し
、
死
亡
率
が
高

く
あ
り
ま
し
た
。
発
疹
チ
フ
ス
は
こ
の
よ
う
に
お
そ
ろ
し
い
も
の
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
陸
軍
将
兵
の
力
を
弱
め
、
命
を
奪
う
い
く
つ
か

の
病
気
の

一
つ
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。



た
だ
一
つ
の
あ
か
る
い
記
録
は
、
痘
癒
(
天
然
痘
)
の
部
分
的
制
圧
に
つ
い
て
で
し
た
。
予
防
接
種
は
非
常
に
ひ
ろ
く
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

事
実
ジ
ョ
ー
ジ

・
ワ
シ
ン
ト
ン
総
司
令
長
官
は
、
全
大
陸
軍
隊
は
予
防
接
種
を
受
く
べ
し
と
い
う
命
令
を
発
し
ま
し
た
。

こ
の
措
置
の
結
果
の
正
確
な
統
計
は
の
こ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
北
方
部
隊
で
は
痘
清
は
「
軍
隊
か
ら
完
全
に
除
去
さ
れ
」
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
植
民
地
の
医
学
の
話
と
い
え
ば
、
絶
対
に
必
要
だ
っ
た
ド
ク
タ
ー
の
数
を
漸
次
獲
得
し
て
い
っ
た
話
で
す
。
利
用
に
堪
え
る
訓
練

施
設
は
極
度
に
限
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
医
療
の
義
務
が
圧
倒
的
に
重
く
て
は
、
す
ぐ
れ
た
人
物
が
生
ま
れ
た
り
、
重
要
な
医
学
的
発
見

な
ど
な
さ
れ
る
こ
と
な
ど
期
待
す
べ
く
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
戦
後
の
時
代
に
は
、
事
態
は
ち
が
っ
て
い
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
人
は

国
家
を
形
成
す
る
国
民
と
な
り
、
種
々
の
専
門
分
野
に
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
間
も
な
く
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
医
学
の
歴
史
は

つ
く
ら
れ
は
じ
め
ま
し
た
。ー品-，、
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こ
の
若
い
国
の
重
要
な
人
物
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン

・
ラ
ッ
シ
ュ
で
し
た
。
彼
は
卓
越
し
た
医
学
を
獲
得
し
た
最
初
の
ア

メ
リ
カ
人
で
、
新
世
界
の
医
学
教
育
の
先
駆
者
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
精
神
病
者
の
教
育
と
手
当
の
改
善
の
た
め
に
た
た
か
い
ま
し
た
。

彼
は
多
く
の
医
学
論
文
を
書
い
た
ば
か
り
で
な
く
、
明
析
で
典
雅
な
表
現
を
駆
使
で
き
る
人
で
し
た
。

ド
ク
タ
ー

・
ラ
ッ
シ
ュ
は
多
く
の
重
要
な
本
を
書
い
て
い
ま
す
が
、

S
F同
〉
3
n
R
E
E
F刊
の

F
q
t
E正
位
四
X
v
F
3
5
同炉内

〈
g円
Ha
ω
(
一
七
九
三
年
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
市
に
発
生
し
た
胆
汁
性
間
駄
性

な
か
で
も
〉
2
0戸
E
O同，
P
四

回

目

0
5
m
m
g
E宙
開
ペ
内
ロ
04〈町内〈師同

黄
熱
の
考
察
)
は
、
本
病
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
記
載
の
す
ぐ
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
本
は
、
毎
日
百
名
以
上
の
黄
熱
患
者
の
手
当
を
し
た
自
身

の
体
験
に
も
と
.つ
い
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
な
お
彼
は
の
ち
こ
の
病
気
の
犠
牲
に
な
り
ま
す
。
彼
は
ま
た
前
世
紀
の
有
名
な
イ
ギ
リ
ス
の
臨
床

家
シ
ド
ナ
ム
の
ラ
テ
ン
語
の
著
書
を
英
訳
し
、
注
釈
を
加
え
ま
し
た
。
ラ
ッ
シ
ュ
は
つ
と
め
て
こ
の
シ
ド
ナ
ム
に
あ
や
か
ろ
う
と
努
力
し
た
人

で
し
た
。
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し
か
し
ラ
ッ
シ
ュ
の
医
学
活
動
に
劣
ら
ず
活
発
で
あ
っ
た
の
は
、
そ
の
種
々
の
政
治
的
関
心
で
、
彼
の
行
政
革
新
の
熱
意
は
大
変
な
も
の
で
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し
た
。
彼
が
推
進
し
た
運
動
の
い
く
つ
か
は
、
当
時
と
し
て
は
抜
本
的
な
も
の
で
、
そ
の
た
め
彼
の
職
業
的
地
位
を
い
く
ら
か
を
失
い
ま
し

た。
ラ
ッ
シ
ュ
は
そ
の
医
学
教
育
を
、

フ
イ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
知
名
な
医
師
ジ
ョ
ン

・
レ
ッ
ド
マ
ン
(
』
O
V口

問

a
s
g)
の
も
と
で
、

六
年
間

徒
弟
と
し
て
は
じ
め
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
の
徒
弟
修
行
で
彼
の
ア
メ
リ
カ
植
民
地
で
医
療
を
行
う
資
格
は
十
分
に
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
、
彼

ロ
ン
ド
ン
の
き
び
し
い
気
候
に
ひ
ど
く
な
や
ま
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
大
陸
の
医
学
諸
設

備
、
と
く
に
フ
ラ
ン
ス
の
そ
れ
を
歴
訪
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
当
時
西
半
球
の
世
界
で
受
け
得
る
も
っ
と
も
行
き
と
ど
い
た
医
学
訓
練
を
お
わ
り

は
も
っ
と
正
規
の
教
育
を
う
け
た
い
希
望
を
持
ち
、

ら
ロ
ン
ド
ン
へ
行
き
ま
し
た
が
、

エ
ジ
ン
パ
ラ
へ
行
き
、
そ
こ
で
一
七
六
七
年
に

M
・
D
の
学
位
を
受
け
ま
し
た
。
そ
れ
か

ま
し
た
。
一
七
六
九
年
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
へ
帰
る
や
否
や
、
ド
ク
タ
ー

・
ラ
ッ
シ
ュ
は
カ
レ
ジ

・
オ
プ

・
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
が
提
供
し
て
く
れ
た
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内
科
学
教
授
の
席
を
受
諾
し
ま
し
た
。
こ
の
カ
レ
ジ
が
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
大
学
の
一
部
に
な
っ
た
と
き
、
彼
は
ひ
き
つ
づ
い
て
教
授
の
地
位
に

と
ど
ま
り
ま
し
た
。
彼
は
大
い
に
成
功
し
た
実
地
医
家
で
あ
っ
た
と
同
様
に
、
成
功
し
た
教
師
と
な
り
ま
し
た
。

七

と
こ
ろ
が
、

-eっ
か
け

ア
メ
リ
カ
革
命
は
、
彼
に
最
初
の
政
治
的
活
動
の
機
会
を
与
え
ま
し
た
。
独
立
戦
争
勃
発
前
彼
は
政
治
的
発
展
に
関
与
し
、
コ

ン
テ
イ
ネ
ン
タ
ル

・
コ
ン
グ
レ
ス
(
大
陸
議
会
)
の
一
員
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
グ
レ
ス
は
ア
メ
リ
カ
革
命
に
お
い
て
植
民
地
連
合

の
指
導
的
団
体
で
し
た
。
こ
の
時
彼
は
わ
ず
か
三
十
歳
で
し
た
が
、

「
独
立
宣
言
」
に
署
名
し
た
四
人
の
医
師
の
う
ち
最
も
著
名
な
医
師
で
し

た。
独
立
戦
争
の
と
き
ラ
ッ
シ
ュ
は
一
時
陸
軍
の

∞
三
岡
市
O
ロ
。

g
qと
(
軍
務
総
監
)
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
が
、
戦
争
が
終
っ
た
あ
と
、

フ
ィ



ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
帰
り
、

ふ
た
た
び
医
学
活
動
を
は
じ
め
ま
し
た
。
敵
意
が
お
さ
ま
っ
た
と
き
、
彼
に
あ
ら
た
に
も
り
あ
が
っ
た
政
治
的

・
社

会
的
関
心
は
、
彼
を
か
り
た
て
て
、
自
分
の
注
目
を
ひ
い
た
革
新
運
動
に
筆
を
と
ら
せ
、
熱
意
を
そ
L
が
せ
ま
し
た
。
彼
の
主
張
し
た
と
こ
ろ

，

ク

カ

ル

の
い
く
つ
か
は
、
た
し
か
に
抜
本
的
な
も
の
で
し
た
。
彼
は
奴
隷
制
度
に
対
す
る
は
げ
し
い
反
対
の
立
場
に
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
奴
隷
廃
止
者

協
会
〉
σ
o
z
-
oロ
宮

ω
o
n
E吋
O

門
〉
BRFnmw
の
会
長
に
な
り
ま
し
た
。
彼
は
ま
た
監
獄
の
改
革
に
つ
い
て
語
り
、
書
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
フ

ゴ
フ
デ
ル
フ
ィ
ア
公
立
監
獄
の
悲
惨
を
軽
減
す
る
協
会

HMY--
包内
rvru
∞0
3
q
p円

E
-
2
5百
四
円

Z
Z
5
ュ2
0『

E
z
w
p
g
E
の
指

導
的
会
員
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
彼
は
貧
民
の
た
め
の
無
料
公
立
学
校
、
女
子
の
高
等
教
育
の
た
め
の
無
料
の
公
立
学
校
の
設
立
を
熱
心
に
主

張
し
ま
し
た
。
彼
の
書
い
た
も
の
は
、
す
べ
て
彼
の
幅
広
い
教
養
、
非
の
打
ち
ど
こ
ろ
の
な
い
論
理
、
簡
潔
な
表
現
の
才
能
、
天
与
の
シ
ン
ラ

ツ
な
風
刺
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
多
彩
な
才
能
は
、
彼
の
同
僚
聞
の
気
受
け
に
な
に
も
加
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と

は
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン

・
ラ
ッ
シ
ュ
の
本
来
の
最
大
の
関
心
事
は
医
学
で
し
た
。
こ
の
医
学
分
野
で
も
彼
の
革

新
の
熱
意
を
か
き
た
て
る
も
の
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た
。

一
七
八
五
年
ラ
ッ
シ
ュ
は
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
合
衆
国
最
初
の
無
料
診
療
所
を
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設
立
し
ま
し
た
が
、
こ
こ
で
彼
の
二
つ
の
主
要
な
関
心
等
で
あ
る
医
学
の
革
新
と
社
会
の
革
新
と
を
む
す
び
つ
け
ま
し
た
。

1¥ 

ド
ク
タ
ー

・
ラ
ッ
シ
ュ
の
医
学
的
訓
練
の
す
ば
ら
し
さ
は
|
|
外
国
の
免
許
証
の
か
が
や
か
し
さ
、
彼
の
患
者
の
福
祉
へ
の
熱
心
な
関
心
、

患
者
に
接
す
る
勤
勉
さ
と
キ
チ
ョ
ウ
メ
ン
さ
は
別
と
し
て
も
ー
ー
や
が
て
彼
に
、
そ
の
時
代
の
人
が
も
っ
と
も
う
ら
や
ま
し
が
る
盛
況
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
そ
の
鋭
利
な
科
学
的
好
奇
心
に
誘
発
さ
れ
、
ま
た
一
方
イ
ギ
リ
ス
の
偉
大
な
臨
床
家
ト
マ
ス

・
シ
ド
ナ
ム
の
敷
い
て
く
れ
た
方

式
に
従
い
、
ラ
ッ
シ
ュ
一
は
病
型
の
臨
床
的
記
載
の
先
駆
者
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
彼
の
治
療
は
、
こ
れ
に
反
し
て
、
あ
り
き
た
り
の
も
の
で
あ
っ

た
ば
か
り
で
な
く
、
遮
血
と
洗
腸
〈
下
痢
〉
守
口
G
Z巴
を
途
方
も
な
く
極
度
に
ほ
ど
こ
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
自
分
が
精
魂
を
そ
そ
ぎ
、
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臨
床
上
の
在
意
を
傾
け
た
患
者
た
ち
を
却
っ
て
弱
ら
せ
る
よ
う
な
か
た
む
き
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
う
い
う
の
が
二
百
年
前
の
留
学
の
慣



行
で
し
た
。
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九

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
最
も
著
名
な
医
師
の
一
人
と
し
て
、
ド
ク
タ
ー

・
ラ
ッ
シ
ュ
は
、
上
述
の
間
敵
性
黄
熱
の
流
行
の
由
来
と
原
因
を
見

つ
け
る
の
を
自
分
た
ち
の
責
任
で
あ
る
と
感
ず
る
人
た
ち
の
仲
間
に
加
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
パ
ス
ツ
ー
ル

・
コ
ッ
ホ

・
北
里

・
エ
ル

ザ
ン

・
野
口
英
世
等
の
細
菌
学
者
が
伝
染
病
の
原
因
の
追
求
に
顕
微
競
を
使
う
こ
と
が
で
き
た
よ
り
一
世
紀
以
上
も
ま
え
に
起
っ
た
と
い
う
こ

と
は
、
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
ラ
ッ
シ
ュ
が
フ

ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で
黄
熱
の
原
因
に
つ
い
て
見
つ
け
る
こ
と
の
で
き
た
の

は
、
原
発
地
点
と
目
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
へ

、
文
字
通
り
歩
い
て
い
く
こ
と
だ
け
の
こ
と
で
し
た
。
こ
れ
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
伝
染
病
の
原
因
を
さ
が
し
も
と
め
て
い
る
う
ち
に
、
彼
は
港
の
近
く
に
症
例
が
も
っ
と
も
多
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
彼
は
や
が

て
波
止
場
に
大
量
の
腐
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
を
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
れ
は
近
所
全
体
に
大
き
な
迷
惑
を
か
け
る
ほ
ど
に
腐
敗
し
て
い
た
の
で
す
。

コ
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ー
ヒ
ー
を
見
つ
け
、
そ
れ
か
ら
た
ぐ

っ
て
、
彼
は
「
や
が
て
こ
の
熱
の
す
べ
て
の
原
因
を
こ
の
源
ま
で
た
ど
る
こ
と
が
で
き
」
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
結
論
は
「
病
人
の
発
生
し
た
船
の
監
視
人
」
に
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
拡
大
し
て
、
だ
め
に
な
っ
た
コ
ー
ヒ
ー
の
ほ
か
に
、

腐
っ
た
獣
皮
、

腐
っ
た
動
物
性
、

植
物
性
の
も
の
を
熱
の
推
定
原
因
と
し
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
結
論
し
ま
し
た
。

外
国
人
や
水
夫
が
感
染
し
た

こ
と
を
聞
い
た
こ
と
も
な
け
れ
ば
、

ど
の
住
居
に
も
こ
の
病
気
が
見
つ
か
っ
て
も
い
な
い
か
ら
、

「
そ
れ
は
輸
入
さ
れ
た
病
気
で
は
な
い
」

と
か
く
て
ラ
ッ
シ
ュ
は
、
流
行
の
責
任
を
市
の
不
衛
生
な
状
態
に
帰
し
、
こ
れ
に
関
す
る
警
告
を
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
新
聞
に
公
告
す
る
な

ど
し
た
た
め
、
市
民
の
怒
り
を
一
身
に
か
ぶ
り
ま
し
た
。
彼
の
医
学
の
同
僚
は
、
彼
を
誹
諒
す
る
側
に
つ
き
ま
し
た
。
と
い
い
ま
す
の
は
、
医

師
た
ち
が
怒
っ
た
の
は
、

「
ラ
ッ
シ
ュ
の
診
療
が
急
に
い
そ
が
し
く
な
っ
た
こ
と
と
、
市
民
が
自
分
た
ち
の
い
の
ち
が
ま
も
ら
れ
た
の
は
、
ラ

γ

シ
ュ
の
く
す
り
の
お
か
げ
だ
と
し
て
、
た
く
さ
ん
の
人
か
ら
の
謝
意
が
パ
ッ
と
噴
き
出
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
彼
に
対
す
る
増
悪
を
あ
ら
た



に
起
し
た
」
か
ら
で
し
た
。

ド
ク
タ
ー

・
ラ
ッ
シ
ュ
の
書
き
も
の
を
読
み
ま
す
と
、
対
象
は
多
岐
に
わ
た
り
、

し
た
が
っ
て
若
い
ア
メ
リ
カ
国
民
を
む
し
ば
む
数
々
の
病

気
が
あ
っ
た
こ
と
を
と
り
あ
つ
か
っ
て
お
り
、
ま
た
医
師
が
そ
れ
ら
を
な
お
す
こ
と
が
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
ラ

ッ
シ
ュ
一
は
小
児
コ
レ
ラ

・
デ
ン
グ

・
間
駄
熱
、
そ
し
て
い
わ
ゆ
る
熱
に
よ
る
発
熱
令
F
2
5丘
町
内
正
午
す
な
わ
ち
過
熱
し
た
湯
を
飲
ん
で
起
る

と
彼
が
信
じ
て
い
た
も
の
な
ど
に
つ
い
て
書
い
て
い
ま
す
。

ラ
ッ
シ
ュ
は
ま
た
「
む
し
ば
を
抜
け
ば
な
お
る
数
々
の
病
気
の
考
察
」
(
〉
ロ
〉

2
2
5
t
p内
。
己
『
向
。
『
∞
巾
〈
内
円
と

り

2
2国
内
田

σ可
仔

刊

HU
 

「
病
巣
感
染
」
の
問
題
を
と
り
あ
げ
た
最
初
の
人
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
関
節

炎
、
痛
風
、

レ
ウ
マ
チ
そ
の
他
、
ご
く
普
通
の
治
療
で
な
が
ら
く
な
お
ら
な
か
っ
た
類
似
の
疾
患
の
治
療
に
数
か
ぎ
り
な
い
抜
歯
が
お
こ
な
わ

れ
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。
病
因
が
は
っ
き
り
し
な
い
と
き
歯
を
犠
牲
に
し
て
病
気
を
な
お
し
、
ラ
ッ
シ
ュ
は
、
扇
桃
摘
出
手
術
へ
の
道

を
ひ
ら
き
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
扇
桃
摘
出
の
手
術
は
今
世
紀
の
は
じ
め
に
な
っ
て
シ
カ
ゴ
の
著
名
な
医
師
、
ド
ク
タ
ー

・
フ
ラ
ン
ク

・
ピ
リ
ン
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グ
ス
(
司
E
ロ
w
回
口
町
四
国
)
が
病
巣
感
染
克
服
の
い
ま
ひ
と
つ
の
方
法
と
し
て
唱
道
し
た
も
の
で
す
。

。

も
し
こ
れ
ら
の
対
象
が
二
百
年
前
の
ア
メ
リ
カ
医
学
の
多
く
の
医
学
的
関
心
事
を
示
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
も
う
一
つ
、
特
に
大
い
に
注
目

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
医
学
の
面
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
精
神
医
学
の
問
題
で
す
。

ア
メ
リ
カ
入
植
者
の
よ
う
な
人
々
は
、
イ
ギ
リ
ス
生
れ
の
人
や
、
オ
ラ
ン
ダ
生
れ
の
人
や
、
そ
の
ほ
か

厳
格
な
戒
律
を
守
る
種
々
の
宗
派
の
人
々
の
混
合
か
ら
な
っ
て
い
る
の
で
、
い
ず
れ
も
、
か
れ
ら
の
故
郷
の
固
と
、
そ
し
て
住
み
な
れ
た
環
境

い
う
ま
で
も
な
く
明
白
な
こ
と
は
、

か
ら
遠
く
か
け
は
な
れ
て
な
や
み
披
い
て
い
る
の
で
、
そ
の
た
め
に
や
や
も
す
れ
ば
情
緒
の
不
均
衡
や
精
神
病
に
な
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
し

191 

た。



二
百
年
前
に
は
医
学
の
専
門
分
化
と
い
う
こ
と
が
ま
だ
行
な
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
精
神
病
学
の
分
野
に
練
達
の
人
が
い
な
か
っ

た
こ
と
は
、
驚
く
に
当
ら
な
い
と
お
も
い
ま
す
。
ド
ク
タ
ー

・
ラ
ッ
シ
ュ
が
精
神
病
患
者
の
力
に
な
ろ
う
と
決
心
し
た
の
は
、
ひ
と
え
に
彼
の

192 

人
間
愛
的
な
人
柄
に
よ
る
の
で
あ

っ
て
、
精
神
病
学
の
分
野
の
練
達
の
土
に
な
ろ
う
と
い
う
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
彼
の
書
い
た

も
の
を
読
め
ば
、
彼
が
精
神
病
患
者
相
手
の
仕
事
を
し
て
い
る
う
ち
に
彼
は
ど
ん
な
に
練
達
者
に
な
っ
た
か
が
あ
き
ら
か
に
わ
か
り
ま
す
。

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン

・
ラ
ッ
シ
ュ
の
精
神
医
学
へ
の
寄
与
は
、
病
院
付
の
医
師
に
選
ば
れ
た
後
な
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
病
院
は
そ
れ
よ
り
約
三
十

年
前
に
「
精
神
異
常
者
の
治
療
と
手
当
」
の
た
め
に
、
た
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
そ
の
ね
ら
い
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
彼
等
が
理
性

を
と
り
も
ど
し
、
地
域
社
会
の
有
益
な
一
員
に
な
る
」
た
め
で
し
た
。
当
時
精
神
異
常
者
に
対
す
る
あ
ら
あ
ら
し
い
処
置
で
は
、
か
れ
ら
を
健

康
に
復
帰
せ
し
め
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
望
め
ま
せ
ん
で
し
た
。
当
時
一
般
に
、
精
神
医
者
と
診
断
さ
れ
た
人
は
、
熱
、
察、
、
そ
の
他
の
物
理
的

な
不
快
に
も
不
感
で
あ
る
と
信
ぜ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

ラ
ッ
シ
ュ
は
こ
の
事
情
を
数
年
に
わ
た
っ
て
調
査
し
、
そ
れ
か
ら
、
患
者
の
「
あ
て
」
の
な
い
、
で
た
ら
め
の
処
置
と
、
わ
る
い
住
居
に
つ
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い
て
批
判
を
は
じ
め
ま
し
た
。

一
七
八
九
年
彼
は
患
者
収
容
所
の
衛
生
環
境
の
改
善
を
要
求
し
、
も
っ
と
も
大
切
な
こ
と
は
、
彼
は
、
気
の
狂

っ
た
人
で
も
働
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
雇
用
を
要
求
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
改
良
は
わ
れ
わ
れ
に
は
簡
単
な
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、

当
時
は
合
衆
国
に
お
け
る
精
神
病
治
療
に
つ
い
て
の
全
く
新
し
い
考
え
で
あ
っ
た
の
で
す
。

モ

1
ト
ン
の
「
ペ
ン
シ
ル
パ
ニ
ア
病
院
の
歴
史
」

(
フ
ィ
ラ
J

ア
ル
フ
ィ
ア
、

一
八
五
五
年
)
に
よ
れ
ば
、
精
神
異
常
者
に
爾
来
与
え
ら
れ
て

い
た
精
神
的
処
置
は
、
か
れ
ら
を
健
康
に
た
ち
も
ど
ら
せ
る
に
は
不
適
当
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
温
水
と
冷
水
の
奔
流
を
交
互
に
患
者
に
あ
て

た
り
、
頭
頂
を
そ
り
落
し
て
そ
こ
を
水
ぶ
く
れ
に
し
、
仮
死
状
態
に
至
る
ま
で
遮
血
し
ま
し
た
。
ま
た
下
剤
を
か
け
て
、
も
う
粘
液
し
か
出
な

く
な
る
ま
で
消
化
管
を
掃
除
し
ま
す
。

そ
の
中
聞
に
は
か
れ
ら
は
鎖
を
腰
か
足
首
に
か
け
ら
れ
、

独
房
の
壁
に
し
ば
り
つ
け
ら
れ
ま
し
た
」

(
ベ
ッ
ド
ラ
ム

・
ホ
ガ
l
ス
〉
独
房
そ
の
も
の
は
き
た
な
く
て
、
暖
房
設
備
は
全
く
な
く
、
建
物
の
一
階
に
あ
っ
て
、
見
物
人
の
群
が
独
房
の

窓
か
ら
た
や
す
く
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
な
り
、
そ
こ
か
ら
病
人
の
奇
態
な
行
動
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
、
見
物



人
が
精
神
異
常
者
に
与
え
る
障
害
を
と
り
の
ぞ
く
た
め
、
木
の
垣
根
を
窓
の
前
に
た
て
ま
し
た
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
群
集
を
ょ
せ
っ
け
な
く
す

る
に
は
不
十
分
で
し
た
。

一
七
六
二
年
に
発
令
さ
れ
た
こ
の
禁
止
命
令
に
、
好
奇
心
か
ら
こ
の
家
を
訪
れ
る
も
の
は
一
定
額
の
入
場
料
を
払
う

べ
し
と
規
定
し
た
に
か
か
わ
ら
ず
、
好
奇
心
の
持
主
を
引
き
と
め
る
効
果
の
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

何
年
か
だ
ま
っ
て
観
察
し
た
の
ち
、
ラ
ッ
シ
ュ
は
、
患
者
の
、

な
お
も
「
あ
て
」
の
な
い
処
置
や
住
居
の
悪
さ
に
対
し
て
、
?
を
大
に
し
て

「
と
り
な
し
」
を
は
じ
め
ま
し
た
。
彼
は
患
者
の
泳
浴
の
設
備
と
世
話
を
す
る
も
の
の
雇
用
と
を
要
求
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
簡
単
な
要
求
の
よ

う
に
見
え
ま
す
が
、
合
衆
国
に
お
け
る
精
神
病
者
の
処
置
の
全
く
漸
新
な
思
想
を
代
表
す
る
も
の
で
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
偉
大
な
示
唆
は
、
患
者
を
世
話
を
す
る
に
適
し
た
人
を
見
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
全
体
と
し
て
、
ラ
ッ
シ

ュ
の
精
神
医
学
に
お
け
る
主
な
革
新
は
、

ア
メ
リ
カ
人
の
精
神
障
害
者
の
た
め
の
見
込
を
、
救
い
な
く
見
捨
て
ら
れ
、
疲
弊
に
お
ち
い
る
と
い

う
暗
い
未
来
か
ら
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
快
方
に
向
い
、
あ
る
い
は
治
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
明
る
い
未
来
に
変
え
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

「
精
神
の
病
に
関
す
る
研
究
と
観
察
」

で
も
そ
の
感
受
性
の
高
さ
、
理
解
の
深
さ
は
賞
讃
に
価
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
特
に
重
要
な
の
は
、
精
神
病
は
な
お
る
と
い
う
標
題
の
文
が

(
一
八
二
一
〉
に
集
積
し
ま
し
た
。
彼
の
い
ず
れ
の
行
文
、

」
と
に
こ
の
「
研
究
」
の
行
文
は
、
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ラ
ッ
シ
ュ
の
精
神
病
学
的
思
考
の
真
髄
を
、
彼
は
そ
の
著
冨
色
付
加
ニ
ロ
宮

E
2
2
ι
o
g
R
s
t
o
a
z旬
。
ロ
吾
乙
)
5
2
m
O門
Z
S
F
E
H
N

今
日

繰
り
か
え
し
出
て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
ラ
ッ
シ
ュ
は
、
こ
の
こ
と
を
学
生
や
読
者
に
印
象
づ
け
る
こ
と
が
で
き
、
イコ
L、

に
「
一
度
気
ち
が
い
に
な
れ
ば
一
生
気
ち
が
い
」
ハ

8
8
宮

g
Z
白

Z
恒
三
宮

g
B
)
と
長
く
信
じ
こ
ん
で
い
た
の
か
ら
解
き
放
つ
こ
と
に
な
り

、ま
し
た
。

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン

・
ラ
ッ
シ
ュ
の
生
涯
は
一
八
一
三
年
に
終
り
ま
し
た
。
当
時
と
し
て
は
長
寿
の
六
十
八
歳
で
し
た
。
こ
の
時
代
は
す
で
に
ア
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メ
リ
カ
の
留
学
は
以
前
の
母
な
る
国
イ
ギ
リ
ス
の
そ
れ
に
追
い
つ
い
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
噂
敬
を
受
け
る
医
師
に
な
る
た
め
に



は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
卒
後
教
育
の
た
め
の
数
年
間
を
過
し
た
と
い
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
て
は
い
ま
し
た
。
独
立
戦
争
の
こ
ろ
か
ら

ア
メ
リ
カ
独
立
の
当
初
の
何
年
間
に
か
け
て
は
、
新
し
い
国
民
に
と
っ
て
医
学
的
に
も
っ
と
も
困
難
な
年
々
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
ま

イ
ギ
リ
ス
へ
の
政
治
的
依
存
の
年
代
と
、
独
立
後
の
早
期
の
年
代
と
に
ま
た
が

せ
ん
。
そ
し
て
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン

・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
の
生
涯
が
、

っ
て
い
る
こ
と
を
想
う
と
き
、

「
二
百
年
前
は
こ
ん
な
だ
っ
た
」

(
E

叶
宮
毛
主
止
さ
広

Z
o
v
g含
旦
宮
内

5
加

mo--)

(
注
、
昨
年
こ
れ
が
来
る
べ
き
二
百
年
記
念
祭
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
な
っ
た
〉
と
い
う
こ
と
の
深
い
洞
察
と
理
解
と
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
に

原
文
は
第
二
十
二
巻
第
一
号
に
掲
載

〈
緒
方
富
雄
訳
〉
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京
都
に
山
脇
東
洋
観
臓
記
念
碑
完
成

誓願寺の山脇東洋の墓に新造した上屋と

解剖供養碑(左仮IJ正面〕

，三二少

刀""

田

本
会
々
員
を
は
じ
め
と
し
、
全
国
の
医
療
関
係
者
千
名
を
こ
え
る
多
数
の
方

々
に
よ
る
醸
金
に
よ
っ
て
、
山
脇
東
洋
観
臓
の
地
、
六
角
獄
舎
祉
(
京
都
市
中

京
区
六
角
通
大
宮
西
入

・
財
団
法
人
京
都
感
化
保
護
院
内
)
に
、
昭
和
五
十
一

年
三
月
七
日
記
念
碑
が
建
ち
、
同
日
午
前
除
幕
式
が
現
地
で
行
わ
れ
た
の
ち
、

(101 ) 

午
後
か
ら
京
都
府
医
師
会
館
で
記
念
祝
宴
、
記
念
式
典
お
よ
び
記
念
講
演
会
が

盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。

こ
の
記
念
碑
の
発
起
団
体
は
、
日
本
医
師
会

・
日
本
医
史
学
会

・
日
本
解
剖

学
会
お
よ
び
京
都
府
医
師
会
の
四
団
体
で
、
実
務
は
京
都
府
医
師
会
館
内
に
設

(
代
表

・
守
屋
正
)
が
担
当
、
京
都
府
医
師

会
に
「
山
脇
東
洋
先
生
観
臓
記
念
碑
建
立
特
別
委
員
会」

が
設
置
さ
れ
て
運
営

け
ら
れ
た
「
山
脇
東
洋
顕
彰
会
」

さ
れ
た
。

ま
た
、
同
会
の
手
に
よ
っ

て
京
都

・
新
京
極
裏
の
誓
願
寺
墓
地
内
に
あ
る
山

脇
東
洋
夫
妻
墓
と
解
剖
供
養
碑
の
保
存
整
備
も
あ
わ
せ
行
わ
れ
た
。
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回
一
〉
記
念
碑
の
碑
銘

・
碑
文
は
次
の
通
り

山脇東洋観臓記念碑

日本近代医学のあけぼの

山脇東 洋観臓之地

1754 ・ 宝暦四年~二月七日

(
碑
銘
〉

196 

(
設
計

・
守
屋
正

・
撰
文
宗

(
碑
文
)

近
代
医
学
の
あ
け
ぼ
の
観
臓
の
記
念
に
一
七
五
四
年

・
宝
暦

四
年
間
二
月
七
日
に
山
脇
東
洋
(
名
は
尚
徳
、

一
七

O
五

|

一
七
六
二
)
は
所
司
代
の
官
許
を
え
て
、
こ
の
地
で
日
本
最

初
の
人
体
解
屍
観
臓
を
お
こ
な
っ
た
。
江
戸
の
杉
田
玄
自
ら

の
観
臓
に
先
立
つ
こ
と
十
七
年
前
で
あ
っ
た
。

こ
の
記
録
は
五
年
後
に
『
蔵
志
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。

こ
れ
が
実
証
的
な
科
学
精
神
を
医
学
に
と
り
入
れ
た
成
果
の

は
じ
め
で
日
本
の
近
代
医
学
が
こ
れ
か
ら
め
ば
え
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
。
東
洋
の
こ
の
偉
業
を
た
た
え
る
と
と
も
に
観

臓
さ
れ
た
屈
嘉
の
霊
を
な
ぐ
さ
め
る
た
め
こ
こ
に
碑
を
た
て

て
記
念
と
す
る
。

一
九
七
六
年
三
月
七
日

(102 ) 

日
本
医
師
会

日
本
医
史
学
会

日
本
解
剖
学
会

京
都
府
医
師
会



普
願
寺
墓
地
内
の
説
明
文
は
次
の
通
り
(
設
計

・
藤
垣
亀
雄
、
撰
文

・
宗
国
一
)

山
脇
東
洋
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

山
脇
東
洋
(
一
七

O
五
|
六
二
)
は
十
八
世
紀
の
京
都
が
生
ん
だ
名
医
で
す
。

一
七
五
四

・
宝
暦
四
年
に
日
本
で
は
じ
め
て
医
学
の
目
的
で
人
体
の
内
臓
を
し
ら
ベ
、
『
蔵
志
』
を
刊
行
し
て
実
証
的
な
科
学
精
神
の
灯
を
医
学
界
に
点
じ
ま

し
た
。
十
七
年
の
ち
の
江
戸

・
杉
田
玄
自
ら
の
観
臓
は
こ
の
東
洋
の
偉
業
が
引
き
金
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

東
洋
は
観
臓
の
一
カ
月
あ
と
に
慰
霊
祭
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
東
洋
の
ヒ

コ
l
マ
ニ
ズ
ム
の
あ
ら
わ
れ
で
す
。

山
脇
一
門
は
そ
の
後
も
熱
心
に
人
体
内
臓
の
研
究
を
重
ね
て
す
ぐ
れ
た
業
綴
を
あ
げ
、
ま
た
解
剖
供
養
碑
を
た
て
て
慰
霊
し
て
い
ま
す
。

男
女
十
四
柱
の
戒
名
が
刻
ま
れ
、
東
洋
の
精
神
を
う
け
つ
い
で
い
ま
す
。

昭
和
五
十
年
三
月
七
日

こ
の
供
養
碑
に
は

山
脇
東
洋
顕
彰
会

(103 ) 

前
記
当
日
、
本
会
々
員
多
数
が
参
列
し
た
が
、
記
念
祝
宴
で
は
中
野
操
関
西
支
部
長
、

の
あ
と
さ
き
」
と
題
す
る
小
川
理
事
長
の
講
演
が
あ
っ
た
。

な
お
、
当
日
の
出
席
者
に
は
記
念
冊
子
と
美
麗
な
京
都
医
史
加
地
図
を
含
む
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
が
配
布
さ
れ
た
が
、

算
報
告
書

・
寄
付
芳
名
録
と
と
も
に
郵
送
さ
れ
る
。

田
中
助
一
評
議
員
の
祝
辞
が
あ
り
、

記
念
講
演
会
で
は
「
山
脇
東
洋

当
日
欠
席
の
酸
金
者
に
は
追
っ
て
収
支
決
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山脇東洋観臓記念碑建立記念式典

平沢輿先生の挨拶(昭和51年3月7日〉

報い
し

だ

け
ん

ど

石
田
憲
吾
氏

逝
く

石
田
氏
の
御
経
歴
を
掲
げ
謹
ん
で
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

明
治
三
十
七
年
四
月
二
十
九
日
生

本
籍
広
島
県
住
所
広
島
県
佐
伯
郡
廿
日
市
町
住
吉

宮
崎
小
学
校
、
県
立
宮
崎
中
学
校
か
ら
旧
制
第
五
高
等
学
校
を
経
て
、

昭
和
六
月
三
月
岡
山
医
科
大
学
を
卒
業

同
校
眼
科
教
室
に
入
局
し
、
畑
教
授
の
門
下
に
入
る
。

昭
和
十
四
年
同
教
室
講
師

勤
務
歴
は
倉
吉
厚
生
病
院
、
広
畑
製
鉄
附
属
病
院
、
農
協
佐
伯
病
院
、

広
島
鉄
道
病
院
を
経
て
、
昭
和
三
十
九
年
四
月
広
島
県
佐
伯
郡
廿
日
市

町
に
眼
科
を
開
業

医
学
史
研
究
歴
岡
山
医
大
在
学
中
よ
り
関
心
を
抱
き
、
資
料
蒐
集
を

始
め
、
勤
務
医
時
代
を
通
じ
て
地
味
な
活
動
を
す
る
。
そ
の
業
績
は
広

島
県
医
人
伝
の
労
作
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
「
広
島
医
学
」
に
数
多
く
発

表
し
た
。
本
年
よ
り
発
表
予
定
し
て
い
た
統
芸
備
医
人
伝
は
故
稿
と
し

て
「
広
島
医
学
」
に
連
載
予
定
で
あ
る
。

所
属
団
体
と
役
職

日
本
医
史
学
会
評
議
員

広
島
県
医
師
会
史
編
纂
委
員

東
洋
古
典
医
学
研
究
会
理
事
(
広
島
市
)

昭
和
五
十

一
年
一
月
七
日
仏
領
ニ

ュ
l

・
カ
レ
ド
ニ
ヤ
、
パ
イ
ン

・

ラ
ン
ド
で
観
光
旅
行
中
、
心
臓
疾
患
の
た
め
急
逝
。
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日
本
医
史
学
会
会
則
抄

第
一
条
こ
の
会
は
、

出
5
8ミ
)
と
い
う
。

第
二
条
こ
の
会
は
、
事
務
所
を
一T
旧
東
京
都
文
京
区
本
郷
二

l
一
|
一

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
内
に
お
く
。

第
三
条
こ
の
会
は
、
医
史
を
研
究
し
そ
の
普
及
を
は
か
る
を
目
的
と
す

V
Q

。

日
本
医
史
学
会
己
若
田
口

ωonw々
。
円
宮
内
乱

-s-

第
四
条
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
次
の
事
業
を
行
う
。

川
学
術
集
会
、
そ
の
他
講
演
会
学
術
展
観
の
開
催
等

問
機
関
紙
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
「
日
本
医
史
学
会
々
報
」
お
よ
び
関

係
図
書
等
の
刊
行
。

ω
日
本
の
医
史
学
界
を
代
表
し
て
内
外
成
の
関
連
学
術
団
体
等
に
機
関

と
の
連
携

仙
そ
の
他
前
条
の
目
的
を
達
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業

第
五
条
こ
の
会
の
会
員
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

川

正

会

員

こ
の
会
の
目
的
に
賛
同
し
会
費
年
額
四
、

0
0
0門
を
納
め
る
者

た
だ
し
、
外
国
居
住
者
は
年
額
却
ド
ル
と
す
る
。

ω
名
誉
会
員

こ
の
会
に
対
し
功
績
顕
著
で
あ
っ
た
者
で
評
議
員
会
の
議
決
な
ら
び
に

総
会
の
承
認
を
得
た
者
。

山
間
賛
助
会
員

こ
の
会
の
目
的
事
業
に
賛
助
し
会
費
年
額
一

O
、

0
0
0円
以
上
を
納

め
る
者
、
ま
た
は
団
体
。

第
六
条
正
会
員
に
な
ろ
う
と
す
る
も
の
は
評
議
員
の
紹
介
に
よ
り
、
理
事

長
の
承
認
を
得
て
入
会
金
一
、

0
0
0円
お
よ
び
そ
の
年
度
の
会
費
を
添

え
て
所
定
の
入
会
申
込
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
条
名
誉
会
員
は
次
の
各
号
の
何
れ
か
に
該
当
し
理
事
会
、
評
議
員
会

が
功
絞
顕
著
と
認
め
た
者
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
。

川
三
十
年
以
上
の
在
籍
正
会
員
で
あ
っ
て
七
十
歳
に
達
し
た
者
。

ω
前
理
事
長
。

則
正
会
員
ま
た
は
外
国
人
で
功
績
顕
著
な
者
。

名
誉
会
員
は
終
身
と
し
て
会
費
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
八
条
賛
助
会
員
に
な
ろ
う
と
す
る
者
も
第
六
条
に
準
ず
る
。

第
九
条
会
員
に
は
次
の
権
利
が
あ
る
。

川
こ
の
会
の
発
行
す
る
機
関
誌
の
無
償
配
布
を
う
け
る
こ
と
。

ω
機
関
誌
を
投
稿
す
る
こ
と
。

閣

総

会

、
学
術
大
会
、
学
術
集
会
そ
の
他
の
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
。

第
十
条
会
員
は
、
会
費
を
前
納
し
総
会
の
議
決
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
し
。

第
十
一
条
会
員
は
次
の
事
由
に
よ
っ
て
そ
の
資
格
を
失
う
。

川

退

会

凶
会
費
の
滞
納
が
一
年
以
上
を
経
過
し
た
と
き
。

ω
禁
治
産
、
準
禁
治
産
ま
た
は
破
産
の
宣
告
。

凶
死
亡
、
失
綜
宣
告
ま
た
は
会
員
で
あ
る
団
体
の
解
散
。

同
第
十
四
条
に
よ
る
除
名
処
分
。

こ
の
会
は
学
術
大
会
を
毎
年
一
回
開
催
し
、
学
術
集
会
は
随
時
開
催
す

2∞ (106 ) 



る

第
十
二
条
こ
の
会
に
は
、
年
一
回
学
術
大
会
を
主
宰
す
る
た
め
に
会
長
を

一
名
お
く
。

2

会
長
は
、
理
事
会
の
推
薦
に
よ
り
、
通
常
総
会
毎
に
理
事
長
が
委
嘱

す
る
。

3

会
長
の
主
宰
す
る
学
術
大
会
は
、
こ
の
会
の
通
常
総
会
と
同
時
点
で

開
催
す
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
が
や
む
を
得
な
い
事
情
の
あ
る
場
合
は

評
議
員
会
ま
た
は
総
会
の
承
認
を
得
て
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

4

会
長
の
任
期
は
、
学
術
大
会
を
議
決
し
た
通
常
総
会
の
翌
日
か
ら
次

の
学
術
大
会
を
終
了
す
る
と
き
ま
で
と
す
る
。

5

会
長
は
必
要
に
応
じ
理
事
会
に
出
席
し
こ
れ
と
密
接
な
連
絡
の
も
の

と
に
計
上
予
算
を
勘
案
し
て
企
画
運
営
す
る
。

6

会
長
に
事
故
あ
る
と
き
、
ま
た
は
欠
け
た
と
き
は
新
に
会
長
を
委
嘱

す
る
ま
で
理
事
長
が
そ
の
職
務
を
代
行
す
る
。

7

会
長
は
、
学
術
大
会
関
係
事
務
を
委
嘱
す
る
た
め
に
、
会
員
の
う
ち

か
ら
学
会
委
員
若
干
名
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

8
学
術
集
会
は
、
随
時
理
事
長
主
宰
の
も
と
に
開
く
こ
と
が
で
き
る
。

『日
本
医
史
学
雑
誌
』
投
稿
規
定

発
行
期
日

年
四
回
(
一
月
、
四
月
、
七
月
、
十
月
〉
末
日
と
す
る
。

投
稿
資
格
原
則
と
し
て
本
会
々
員
に
限
る
。

原
稿
形
式

原
稿
は
他
雑
誌
に
未
発
表
の
も
の
に
限
る
。
和
文
の
表
題
、
著

者
名
の
つ
ぎ
に
欧
文
表
題
、
ロ
ー
マ
字
著
者
名
を
記
し
、
本
文
の
終
り
に

欧
文
抄
録
を
添
え
る
こ
と
。

原
稿
は
二
百
字
ま
た
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
に
縦
書
き
の
こ
と
。

原
稿
の
取
捨
選
択
、
掲
載
順
序
の
決
定
は
編
集
委
員
が
行
な
う
。
ま
た
編

集
の
都
合
に
よ
り
加
除
補
正
す
る
こ
と
も
あ
る
。

著
者
負
担

表
題
、
著
者
名
.
本
文
(
表
、
図
版
等
を
除
く
〉
で
五
印
刷
ベ

ー
ジ
(
四
百
字
原
稿
用
紙
で
大
体
十
二
枚
)
ま
で
は
無
料
と
し
、
そ
れ
を

超
え
た
分
は
実
質
を
著
者
の
負
担
と
す
る
。
但
し
欧
文
原
著
に
お
い
て
は

三
印
刷
ベ

l
ジ
ま
で
を
無
料
と
す
る
。
図
表
の
製
版
代
は
実
費
を
徴
収
す

る。
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校

正

原
著
に
つ
い
て
は
初
校
を
著
者
校
正
と
し
、
二
校
以
後
は
編
集

部
に
て
行
な
う
。

別

刷

別
刷
希
望
者
に
は
五
十
部
単
位
で
突
授
に
て
作
成
す
る
。

原
稿
送
り
先

東
京
都
文
京
区
本
都
二
丁
目
一
の
一
、
順
天
堂
大
学
医
学
部

医
史
学
研
究
室
内
日
本
医
史
学
会

編
集
委
員
大
鳥
蘭
三
郎
、
大
塚
恭
男
、
蔵
方
宏
昌
、
酒
井
シ
ヅ
、
樋
口
一誠

太
郎
、
室
賀
昭
三
、
矢
部
一
郎
、
矢
数
圭
堂
事
務
担
当

鈴
木
滋
子

編

集

顧

問

小

川
鼎
三
、

A

・
w-
ピ
l
タ
l
ソ
ン
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理会常会理 日

谷大矢戸鈴蒲大今赤話事 本
津塚事数苅木原塚田松事慕事長長 医

道太正 恭見金 宗石高小 室
近

明郎夫宏男信芳 田原瀬川 玄

=-
武鼎 役:

一明平三 員

氏
名

五
十
音
順

幹

阿
知
波
五
郎

内
山
孝
一

大

矢

全

節

佐

藤

美

実

鈴

木

勝

中

野

操

士
口
岡
博
人

三恭
雄男

酒
井

大
鳥
蘭
三
郎

石

川

光

昭

大

塚

敬

節

緒

方

富

雄

杉

靖

三

郎

宗

国

一

三

木

栄

和

田

正

系

シ
ヅ

杉
田

日
本
医
史
学
会
評
議
員
氏
名
〈
五
十
音
順
〉

赤

松

金

芳

安

芸

基

雄

阿

知

波

五

郎

青

木

一

郎

石

原

明

石

川

光

昭

石

原

カ

今

市

正

義

今

回

見

信

岩

治

勇

一

内

山

孝

一

大

鳥

蘭

三

郎

大

塚

敬

一

節

大

塚

恭

男

王

丸

勇

大

矢

全

節

緒

方

富

雄

小

川

鼎

三

大

滝

紀

雄

片

桐

一

男

川

島

陶

ニ

蒲
原
宏
久
志
本
常
孝
榊
原
悠
紀
国
郎

酒

井

シ

ヅ

酒

井

恒

佐

藤

美

実

杉

靖

三

郎

杉

田

陣

道

鈴

木

正

夫

鈴

木

勝

鈴

木

宜

民

瀬

戸

俊

一

関

根

正

雄

高

額

武

平

津

田

進

三

戸
苅
近
太
郎

中

沢

修

長
門
谷
洋
治

巴

陵

宣

祐

本

間

邦

則

丸

山

博

三

木

栄

山
形
倣
一

山

田

光

胤

和

田

正

系

陣
道

編

集

後

記 安矢三松宮福中中中筒高宗
井数廼木土島野西泉井山田

)11 
道俊明芙義 行正担
広明一知郎ー操啓正弘三一

高
木
圭
二
郎

田
中
助
一

土

屋

重

朗

中
川

米
造

中
山

沃

服

部

敏

良

藤
野
恒
三
郎

古

川

明

三

浦

豊

彦

谷

津

三

雄

山

下

喜

明

士
口
問
博
人

第
十
七
回
日
本
医
史
学
会
総
会
が
や
っ
て
来
ま

し
た
。
最
近
一
般
演
題
も
多
く
、
雑
誌
へ
の
論
文

投
稿
も
ふ
え
て
お
り
、
喜
ば
し
い
状
況
で
す
が
、

編
集
委
員
の
方
か
ら
演
題
抄
録
や
論
文
の
投
稿
に

関
し
て
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
投
稿
の
際
に
は
、

総
会
演
題
〈
抄
録
〉
募
集
の
文
章
や
雑
誌
巻
末
の

投
稿
規
定
を
必
ず
お
読
み
下
さ
り
、
そ
の
規
定
を

守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

雑
誌
投
稿
を
例
に
と
っ
て
申
し
ま
す
と
、
欧
文
表

題
、
欧
文
抄
録
を
必
ず
添
え
る
こ
と
。
欧
文
の
苦

手
の
方
は
学
会
に
相
談
下
さ
い
。
(
編
集
顧
問
に

ピ
i
タ
l
ソ
ン
氏
が
い
ま
す
。
〉
論
文
は
棺
書
で

清
書
し
た
の
を
出
し
て
下
さ
い
。
著
者
校
正
は
出

来
る
だ
け
正
確
に
や
っ
て
、
出
来
る
だ
け
速
く
返

送
し
て
下
さ
い
。

雑
誌
発
行
は
学
会
の
柱
で
あ
り
ま
す
。
編
集
委

員
会
の
責
務
の
重
い
事
と
と
も
に
、
理
事
、
評
議

員
、
一
般
会
員
の
注
目
と
協
力
な
く
し
て
は
、
立

派
な
雑
誌
は
出
来
ま
せ
ん
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

(
矢
部
〉

以
上

昭
和
五
十
一
年
四
月
二
十
五
日

昭
和
五
十
一
年
四
月
三
十
日

日
本
医
史
学
雑
誌

第
二
十
二
巻
二
号

編

集

者

代

表

大

鳥

蘭

日
本
医
史
学
会

発

行

者

代

表

小

川

鼎

三

干

一一
=一

東
京
都
文
京
区
本
郷

ニi

工

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学

研
究
室
内

振
替
東
京
一
五
二
五

O
番

製

作

協

力

者

金

原

出

版

株

式

会

社

日
本
医
学
文
化
保
存
会

干

一一
宮一

東
京
都
文
京
区

湯
島
ニ
一
一
Z

一1
一四

社

三

報

社

印

刷

株

式

会

社

一T

一
七
回
東
京
都
江
東
区
亀
戸

発印
行刷

郎

印

局リ
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漢方薬

高島堂薬局
東京都文京区本郷 5-24 - 4 

TEL (03) 811-1657 赤門となり

[議総論議綴織議機議議繁川-緩-鰍 沼町議11去二I窓

全国医学・薬学 ・化学・雑誌広告取扱

本誌広告取扱

祝盛 A
G
E
 

各学会の雑誌，搬，プログラム及び名簿

毒事の印刷並に広告掲載の台世話を数します

広告代理 l吉

|司Fi千?ffJi回??に目思日本医学広告社
{ ..  言語石棺沼忍藤議綴隠爾議!: ;iijjj j 1 



」

各学会の雑隊、抄録、プログラム、名簿及び各大学同窓会名簿、

各県医師会名簿などの印刷ならびに広告掲載のお世話を致します

1
1時
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1
1
E
'
h
t
t
島

4
1
.商
品

一

田
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大
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On Hermann Lebert's Handboek d. Prakt. Geneeskunde. 

Groningen (1861ー1863)and its]apanese translations: 

IRYO・SHINSHO (1868) and Leberts' CHIFUSU-

SHINRON (1879)， and its significance.......…・・…GoroACHIWA"'(32) 

On the descriptions of the respiration and oxygen in some 

books by Udagawa Yoan・H ・H ・..…...・ H ・..……………IchiroYABE"'(33) 

Les cliniques par le Dr. allemand ]unker von Langegg 

dans I'Hopital de Kyoto ......…・・・…・・・……...……ZensetsuOHYA... (35) 

Slides on Harutoyo OMORI， the first president of Kyushu 

University…・・・・・・…・・・・・・・・・・・・・・・…・…・・・・・・・・…・・・…KatsuyaURUNO・・・(35)

Short biography of William Turner as the original author of 

Kaitai Seiri Zusetsu published in ]apan ……Hiroshi KAMBARA"'(36) 

Controversy concerning the first discovery of the fingerprint 

system (Dactyloscopy) ...・ H ・..…………...・ H ・..…YojiNAGATOYA"'(37) 

Bicentennial of Independence of U.S.A. and Dr. Benjamin 

Rush …・・・・・・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・….........AkiraFURUKAWA"'(38) 

The Surgery at the ]untendo Hostipal from 1889 to 1898 

……..Shizu SAKAI and Shigeko SUZUKI...(40) 

Studies on history of school health in the Taisho era (1) 

Toyokichi Kita ......…・・・・・・…・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・MorikuniSUGIURA"'(41) 

A Few Scenes From History of Screening……...・ H ・..…Tak吋iMIWA...(43) 

Health Service and Moral Philosophy ...............…S句iKURIMOTO...(44) 
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The 77 th General Meeting of the J apan Society of Medical 

History Members' Pre田ntation

On the footnotωof the“Ontleedkundige Tafelen." (1) 

・…...HisぉhiSAKAI"'(12) 

Seminar and a short medical history in ]apan 

..Kisaku TERAHATA..・(13)

A study on Gen NAKARAI the first anatomist in Fukui 

c1an .…….υ….い.…….一…….一…….日…….口…….一…….日…….一…….一…….一…….一…….一…….日…….一…….い…….日…….口…….一…….日…….日…….い…….日…….口….一…….日……..…….一…….日…….日…….一…….……….日…….い….一…….リ…….い…….一…….リ…….い…….い…….一…….い…….一…….日….一…….い…….一…….一….日…….い…….い…….日…….口…….い…….一…….い…….一…….一….日.Yu凶lIchiIWへJI.….日.(α15の〉
. Shinrηy冷oTsuboi and Fuku凶1丘i，c∞onc伐erロrnin宅gabout Sadoke← 

Mon吋~o .….一.....….一..….日..….日..….一.....….日..….一..….一.....….日..….口.....一….日.，….日..….リ.δShini比chiTAKEUCHI"'(16的〉

f On the ORANDA SHOSEKIMOKUROKU (A List 0ぱ

Dutch Books) by TyosぬhukuYOSH王IDA.….一..….日..….一..….日..….….H勾imeSODA.….一.(α17)

A剖lb耐re伐chtv刊o∞nRor陀巴t位zand the transcript of his lecture 0∞n a 

microscopy .……….日…….一….口..……….一…….日….い..……….一…….一….い..……….一…….一….一..……….一…….日….一..……….い…….一….一..……….日…….一….日..…….一….い.……….一……….日……….い…….一….υ.引T百sune悶s鈎ab凶UI江lro刀oFU町]1悶NOひ.….口.(1附8め〉

A study of the re句gistはteぽr0ぱfmedical discαlpμle邸sin Kyoto i血n 

the Edo period .….日..….日..….一..….日..….日..….い..….日..….一..….日..….一..….一.Yoωshi註ikazuSUGITATSU.….い.(α19的〉

On “Yδ“i Shinsぬho"(Newbook on Surgeon) (σPa釘rt1) 
..Ranzaburo OTORI...(α20の〉

Hot-spring cur巴 and 也e [;仏iii江thof “ Ya比ku凶shi"(Bhaiおs鈎叫吋a宍吋j打j

.一..Os鈎amuNAKAZAWA...(α21り〉

An A工ncien叫ltSu以1此tra‘“‘']izenbyo-占hi匂yohoぴ"and It岱sInfluence 

upon 0町 Psy刊chi凶at位ri比cPs勾ycho叫ther悶apy.….日..….日..….一..….一..….口..….一..一….一.ShunzoTAII.….υ.(α22の〉
Ma幻itぬhr陀eya'、sr陀ebornSutra and Fa幻it出hfl仕romDiseas犯巴-he児ea叫aling

.….一..….日..一….日..….一..….一..一….日..….口..….日..一….口..一….一..ふM在おaoSEKINE.….一.(23)

On tぬhes抗ta幻tu山s0ぱfthe“Y日isぬhi"fi企romTa叩ngtωo Qi.n時k湾gdina俗st匂r 】y
.….一..一….一"….一..….一..一….一..一….一..一….一..Noぽri泳koYAMAM在OTO.….口.(25の〉

On tぬheLineage of t血hemediたcalofficer in anci託en凶1t]apan 1 

.一….い.日.TakuSHINMURA...(α26の〉
On t出helit比te釘rali包zat叫t“ionof me吋di以cln悶1児e.….一..一….一..…...….一.....一….一..….口.....….日..….日..….一.Sa北kaeMIKI.ト.一..(α27η〕

i Rela幻tiぬo∞ns凶shi中pbetween Chu凶1此takuSaおsakiand Ge白ntakuOt飴suki

.….一.Shoichi吋iYAMAGATA.…..(α29的〉

On‘“‘OBOKO. NASHI. DARUMA. NAMARI. OTSUGE" 

and t批he巴 I凶i出た of Bu凹I江mst路1St凱叩u凶li1目GARASH凹1 .…...一……….一…….一….…...........E日it伽e回nTAMATE...(ο(α29め〉
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⑥ 結晶去

I適応症l

スムーズに
たゆみなく一一

血行改善淘j
~~ 晶

~ヲリ孟切
ヘプロニケー卜 〈健保適用〉

[作用]

血管拡張・血流増加作用，血清脂質低

下作用(コレステロール・トリグリセライド

・遊離脂肪酸など)，実験的動脈硬化

抑制作用，プラスミン活性化作用

・動脈硬化性末梢循環不全，閉毒性動脈硬化症，

閉憲性血住血智炎(パージャー病)，レイノー病，

その他.上肢しびれ感などの末網循環樟曹の怒訴など.

・凍11.車偏
[用法・用量l
過常，成人にIJ1日3錠を 3固に骨け，貴直後に経口投与するが，

必婆に応じて 1日6錠とする.

t，; t;， 年令・症放により適宜憎滅する.

I使用上の;違憲]
1)*剤は重篤な肝・腎疾患のある患者に対しては挽与しないことが

盟主しいが，特に必要とする堀合には， 1費量に投与すること
2)本剤の挽与により，発赤・熱感・錨走感・癌E草感が，またときに.

ロ渇，童欲不振・胃部不快感・噸吐・下痢導の胃蝿症状があらわ

れることがある このような症状があらわれた喝合には.減量31.11
休藁する等適当な処置を行なうこと.

512-85 
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